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日米特許一二個・費用新案主主録四六回併用

大 野 武 陰 火 持 よ ク 戸

〔特許大野式シヤヮター〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ヲ ク ー

大野式 ｊｾ ープ ｊｌ シャッター

大 野 式 工 場 周 軸 承

大 野 式 碍 子 人 的 僅

大 野 式 鶴 子 入 戸 車

大 野 式 麹 鱒 紬 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 民

日英米協特許三一個・賞用新築五九回併用

特許i f ¥ニサッシ

受 托 管 業

22 大 野 製 作 所

東京市芝広三 回目園町二番地・電話三田 ( 45) 国三Z 2
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大 阪 市 の 「 シ ヒ ‘ ッ ク ・ セ ン タ ー」計 董 理 想 、 案 懸 賞 募 集

趣 旨

大阪市は我岡商工業の中 心 として最近そ の器展特に著しきものめり 諸般の施設亦漸

〈大都市の面白を備へつ〉めりと雌も都市構築の 上 より見れば遺憾の賭砂 なか らす'

殊に都市の中心をなすべき趨嘗なる「シピ ック・センタ ー」なく 且天恵の河岸の利 用

せらる〉こと亦甚 fご少 きは世人 周知の事賓なり J 靴近嘗局に 於て も大阪騨改築に伴

ひ大阪牒附近一部の整理を官施せられつ〉あるも近代的大都市各般 の要求に !態せ. ん

が鴻には更に進んでより庇 i'J-L lこ亘る大計垂を樹立する 必要あり。

本協曾は此趣旨に基き左の直域を指定し大阪市の「 シピック・センタ ー」 の理想的計

霊案を募集し以て市民の注意を喚起せんとす J

大阪市ノ 「シビック・センター」計霊理想案懸賞募集規程

1  ， 指定地概要

御堂筋 . 南北線ノ二大ql 'j jb各ニ扶マレタルよ也

匝ニシテ大阪轄以南土佐掘川南［ｾさテ合ム ｾＱｾＱ

妥ノ地併 ( 附闘参Hの

2 ， 腰募設計要件

騨前月;t 場ハ諸般ノ交通ヲ l員11骨ナラ己ムベク

切:蛍シ騨前ユハ適切ナル建築物テ配世シ中

之島ニハ将来貨現セラル ベキ想定者11臨合ヲ

中心トセ) L - 公共諸建築物並 エ遊歩場、成場

等ノ自由 ｾｪ 也及道路テ配ス ベ ・ン。

3 ， 所要園書

( イ〕 主要建築物、道路 、殿場等ノ配世

聞 紙i尺 1000分ノ l

( ロ) 烏 i敗 闘

( ハ) 説 明 書

4 ， 入選者ノ; 等級並二賞奥

l 等 ( 金 1:'1) ;';';Ij賞 3UO民I 11' ， 

Ｒ 等 Ｈ 鋭Ｉ ｾ 約百 ｉ ｊ 寅 Ｑ ＰＰ 闘 ｉ 名

品等 Ｈ 背ｻｩ［ Ｑ ， ｾｮ わ刑 Ｑ｛ 50[員I 1名

イ｛ｾ作 <. 袋 Ｉｉｊｾ＠ )  若一!ニ名

5 ， 締 切 期 日

昭和 Ｘｾ Ｑ 三 Ｙｲ ＺＱ ＳＰ 日正午

6 ， 嘗選者投表

辞任ノ結果ハ ｲｩ￼ｩ ， ｾｦ 建築と枇合」昭和日年

11 ):J批 ニ護表ス

ア 審 査 員

日 本 建 築 協 合 則 合 長 他 国 笈 氏

日本建築協合合長工築博士片岡 安 氏

阪 市 ＱＧＱｾＧＺ 千 ｪＮｾ ｵＺ鍛株式会 ｈ 記長 Ｑ Ｉ 、 』 本一三氏

工 摂 鯨 士 武 田 五 - . E . x ;

京 都 Wi 箇 大 型 数 d 武 居 高 四 郎 氏

工 事 博 士 直 木 倫 太 郎 氏

阪市1'7. 1 依銭主主株式合枇副長期 幹 次 郎 氏

大 阪 餓 芯 局 長 前 1:1:1 楼氏

日 本 主11 築 協 合 監 高 松 室 重 光 氏

( ヨi 十 音 順J

8 ， 麿募者心得

( イ) 配置闘 . 烏敵国共用紙仕上等凡テ

}fff;募者 ノ自由トス

説明書 ｊ 、字紙大芸 Ｇｉｾ 紙テ ｦ 円ヒ号 ｬ 繋ノ概要 ヲ

循j翠ニ設明ス ベシ。

( ロ) 各闘面ニハ暗競( 文字= 限ル) ヲ附

シ別= 暗披並ニ住所氏名職業( 勤務先

共) テ記セ J L- 紙 片 ヲ総封シ . 封書 ノ表

I自iニ前記l暗批 ヲ言巳シタ; t モ ノテ添附ス

ベシo

( ハ ) 審 保 ノ 結果ニ i f シ説明ヲ 水メ ，3(

ハ具議テ巾立ツル コト テ得ズ

( ニ) " 賞選闘築=閥 スルーー切 ノfi li 利 ハ木

協合 ニ師l昂スルモ ノト ス。

( ホ) 熔募闘案護送先

大阪市北阪中之 Ji:; == / 宅朝日ピル pqu.'l，:

日本建築協舎内「シピツ タ・七 y タ ー |

話十議 案 懸1t 係長1i

昭 和 8 年 6 月

市上院l

法 人 日 本 建 築 協 曾

( 注/:1裏面の附 l剖参照の こと 〉





曾
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1  大阪市の「シピック・センター」

計 量 理 想 案 懸 賞 募 集

大阪市は我闘商工業の中心であるが近代的大都市としての各般の工作に は更

らに進んで肢がしに亘 る大計聾を樹立す る必要 めるがにめ棋題の知き理想案を

別項規定の通り募集する、 本協曾員諸君の多数なる聴募を希望す。

2 阪 和 上 野 芝 住 宅 博 覧 曾 開 場

本 合f!I J立満十五年記念事業の一つである本博官舎は去月 l S 日開場、同28 日盛

大なる開場式を暴け! i: 。出品住宅は計21軒、 li :l J 合期は 6 月l S 日迄、場所は阪

和電車上野芝腸下車西方四丁 、

3 本 曾 編 纂 の 二 単 行 本 出 版

A . 市 街 地 建 築 物 法 令

菊壬ド載、クロース 表 紙 、本綴の堅牢にして軽快、携帯に至使のものである

み;書は橡定より頁数を増し fこが定偵はそのま〉ーー1111.
50

・鋭送料は6銭 ( 珠 告
4

銭訂正〉となっ仁。

B 大 阪 市 地 質 調 査 園 表

これは第二次の記念出版 でゐるが本書出版にあ
i: りでは 多大の犠牲 を排つ

? こものである o 士木建築に関係 あ る者の左右へ 常備すべきものであらう、

定慣はー珊3.50銭 迭料 14銭である o ( 珠告 迭 料 12銭は 14銭と訂正)

Ilu: I到

法 人 日

昭 和 8 年 6 月

本 建 築 協 曾
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目下来朝中の濁逸建築家 ブJ!- ノ・タウト民夫妻 〔昭和 八年五 月六 日大坂朝日新周枇録影〕
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上聞は プノl ノ ・タウト氏周i の外事現で艇 の方 か ら 見 た 附

であ る 。郎は ＨｾＱ 林の市ｄ｡ ｨ ｬ ･ ｜｜Ｂ ｩ ｴｺ に あ る。ＺｭＺ か ら 西

に織が っ てゐるがJ 27 米阪の地面 の上に: f t つて ゐる市

Ｒ ｫＮ北の而で ｼ 偽 りと ｬ￭ ｹ ひ合 せ に なる のを泣 け るため布 ｉ ｊｾ Ｎ ［ ｬ

7' 7  " の様 に西 の方 に尖 端 をもった 三 角形が出来上 つ

た。道路に而1ずる方は弓 形 をな し結 局 闘 を四つに切っ

た ーつ になうたのである 。 反ーから見る と舵 の様 に 見 え

'.> 0  

タウト氏は色が7杉に到 して重要な位置を占め て ゐるこ

とを主張 し.Jt . 典型的な 試みを彼自身の住宅に示した。

イ1，宅 の内外 に 沙っ て 其 構 成 す る 各 面 に央 々の契っ た色

を奥へ て色 の形 に 不 可分離な: む怨を 強 調 し て ゐ るの で

ある。

プラ y を見る とーっと して規則正しい部屍はなく 、灯

んでした 様な加が見え る。あ るｾの 家具 を 他 の 家に敵

; 面する ととなど 出来 ぬ。 二階のペット ニ つ ある鯵去 の

ベッドの両日¥i ' 1 などはどうかと思はれる。

しかし従来の規範を j除した不務奔放の作とも云へる 。

V I  2  
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13 子供終室

14 子供寝室

15 女 中 室

16 階 段 箆

17 パノレコ γ

7  i止 海 京

B 石炭J i l " (

9  m [j j -室

10 ;(1" W 

11 自動車廊

12 俗 宗

θ  

(今 井 俊 :iX LI ; 所蔵、

濁乙・イ白林・ダーレウイツ ブ) 1 . . ノ・タウト氏住宅 駁計 7 ルノ・タウト氏



ブルノ・タウト氏の住宅

プルノ ・タウト氏邸の内外である。

上闘は道路側から見た軍事長で階段

ｾの ｰｲｩｧ ｊＱＱ glass 窓 が 全 般 の 調 子

をつ けてゐる。

左闘は階段案内部でコンク リート

に prI' ; 1l1 .qla臼 を は め 込 ん だ や り

方 は 我 閣 で も 反 似 す る 人 が 方 々に

ある。しかし、 との階段室の何民主

かに日本的なものあ りとせ ば 、 そ

れは自 分 がri: て 日 本 建 築 か ら 鼓 吹

され た 一 つ の 例涯であるとタウ ト

氏自身は託ってゐる。

設計 7 'ルノ・タウト氏
3  V I  



V' 4  伯林市南郊 ブリツツの集合住宅

II選問一1目! l : ｬｾ 島氏 ＿

イ白林プリッツに於 け るゲノ、ーゲ のよj ; ，合( 1: ' 七は 1926 1，ド Brl l l l () 

T 川 lt &  nI ' lI' t i n i ¥'agncl 雨氏に よって始め られ 、古きも のは

892 戸あ り新 しき ものは六家族の家 520 戸、 一 家 絞 の 家 480 戸

ある。雨者 は す 〈・ｼ燐 りあっ て ゐるがそ の ｊＩＺＡＺ界は主張 のｾを形 づく

つ てゐる。

l 以 下 叫 国 民 有 「歓 萌i 都 市 町 近 代 相J か ら )

中央に池があ り、英周聞に芝生が あ P 、 それから花収がある大

きな馬蹄形 プランの集合住居を中心とする 、此ジード、ノレ y タは

1925年に出来たものであるだけに 、なほ f 7 リユー リヒト 」昨年

代 の 「マグデプルグ の市場 J に表は れた F ウト氏のプラ y のテ

ーマ の幾分遣 ってゐる 。 プリツツは昔騎士の領地だった ので あ

る、 F ウト氏はそれを記念する配置 平 面 の 意想 を示 した。とと

の色彩は賞味を幣び た 外壁 に 柔 かい赤煉叉; の縁取 りそ れ に 軒 の

群 育 、 それからパノレコ y の 内壁のエメラル ド色。 そして草 花 。

抑揚。

言宣計 プル/ ・ タウ卜氏



プリツツ l亡 於 け る

ゲノ、ー グの集合住

宅 の 一 部 で 、右 l討i

は馬蹄 形 に な っ た

部 分 の 位 定 で 、壁

面は 美 し い 白 色で

ある。

(!)- ｾｦ 兼 ［ｸ 氏 ｘ ｾ ifi() 

伯林市南郊 ブリツツの集合住宅

Ｈ誠回周 ｩ 品民 ｾｮｮ

同 じ く プ リッツの 集合

イjc '七の 一 部 で、 馬 蹄 形

のタトに裂 の 様 に な っ て

協 がっ てゐる 位 宅 の ー

"nで ある。

1拘i卑の新 興 建 築 家 の 大

多 数 が 外接主には 、 モノレ

タル に 純 白 の 徐 料 を 灯

ん で 使 ってゐ るの に 、

F 守 ト 氏 l土特 設 のiiI1 1) 

然 かも ｾ ｬｐＮ ｲＮｾ ｾ な色彩を採

JI! してゐる 。

1涯は 黄 色 で 出 滋ったがi

は 背 ｾ ｾで あ る。

鮫計 7 -) 1 - / ・タウト氏
5  V I  



V' 6 

Ｑｦｬ 材、 の 郊外グルヰワルトに ｦｦｩｯ 、 ｴＭ ド ｬｦＧｾ の林の中に背と ｬ 当 、 主 ｴ ゃ 赤の交 っ た壁の百 Ｑ が美しく眺

められ 、心にくいまでに自然と主l ¥築とが相互に伺伽. づけ合 ってゐる 。 設 計 者 タ ウト氏自身も

此里 ｉｾｩ に つき寄人 に 知ったことがある 。

翠盟理

盟問調

割問閤
盟盟誼

躍習慣

東伯林・オツサ街 バ ンゲス集合住宅

臨空軍曹 ｾ ｉ

瞳 曹:，(

設 計 プル ノ ・ タ ウ 卜 氏



イ自林 の ツエ ー レ Y ドル 7 に於 ける 集合住宅。

とれ は Mart i n vVagner 氏 Br uno Taut 氏

Rudolf  Salvi sberg 氏 及 I-I ugs H ii ring 氏 な

どの手 に な る も の で 、上喝の篤良はプノレ ノ・

タウト氏設計になる一群である 。

ζ λ で は建物 を 主 絡 と せ ず 四 周 の林に住宅を

美 し く級 り込んでゐる の に気付くであらう コ

濁乙・伯林近郊 ツエーレンド J(.. フ

ｻ 背閉 鎖 期 ｬ ｾ 所 総 ｽ

計計プル/ ・タウト氏
7  V I  



ＱＹＱＳ 年 Ｗ イ フチ ツヒ に｛ Ｉｬｊ か れた ｛ｗ Ｚ ｾ 出合 Ｏ Ｉ 俄 工業ｍｬ合何Ｇｦ ｊ 外側。

長後と l，i' i子で! 日来 てゐる 。吾人 がタ少 ト氏に 見出す最初 心 もノJ とし て 、倣と コ Y ク リー ト

と利子とから成るリ ア リスチ シユ な 「グ テス ハ ウス j があ る。: { 皮; :l: -B，I代 (11 な建築材料で

あ る此等 を巧 み に 共 性 質 l亡抜 いてキIJ) 目した菊i主1. な 一人であ P 、 これ( $ 1) i l l : 物こそ現代建

築 の凹怨に思出多いも の L 一 つであ る。

V I  8  博 覧 曾 建 物
阪計 7 ") 1，. . ) ・タウト氏



ガ ラ ス の 家

1914年 ケ ル Y の般用 美 術 博覧 舎 に於け る

“ ガラ スの家 " であって 、 上 闘 は外 線下

聞 はそ の内郊 の階段第を 示 してゐ る、ヵ-

ラス の 天 井、 ガラスの盤 、 ず ラ ス の 階 段

等凡てガラ スで 出 来 て ゐ る 。 屋 根 は 梁な

しの網目格治になってゐるも

プノι / ・タ ウ ト氏がガ ラス の栢I々獲っ た

而白い使ひ方を大いに主政したも の で あ

也 。

プルノ ・タウ ト氏 の作 品 集 は ζ

れ で打 ち切り以下他 の新 興 建築

に移る 。

般計プルノ・タウト氏

9  v. 



1927 年 スッ ツトカ・ノι 卜に住宅皮質舎が

聞 か れ パ イセ Y ホ ー 7 にJ/!: い て 一時 的

で な い 立 汲 な モデルハ ψ スのー併 が 有

名 な 建 築 家 法 に よ っ て 設 計 さ れh 泌さ

れ た。 つま り締結 、 初 λ 、衛 生 、科卒占

的に充分に腕究をし1 * 位化したも J ) で

あ るが ill 築 家 乃中 に 次 々は ) [ :C3 '.J I1 

dcr  R oh巴 氏 Ollcl 1.1;; R otlrg弓Oi.5 氏

Schneck 氏 CorbtL;ier 氏 Gr opi 山 氏

Hi bersei川 町 民 Br uno T 川 lも氏 l h ns

Pol z ig 氏 DJ c: ';: ..:' 1・1乏 ) I :tx Taut 氏

Ra ding 氏 Fr ank 氏 :--[. St .Ll l I氏 Pcter

Behr ens 民 向h Irotl : 1 氏等の 名 を 見 出

す。 Ｑ ＭＮ｛ｩ ， ｾ Ｑ は ｏ ｴｬｲｬ ｊ 乏の作品で“ 純白 の

家 " の - 1作D 背 而の勾自主である。

下 関は 7 ノレト ・スタ ム氏作品ノコ家 の 玄

'  

闘 であ っ て 力 強 い泊るも の を 感 ず る 。 [  '" 

とれ等の i惚 の 協 の 卒 而 闘 は Deco |  

rati ve Ar t .  1929年版に出てゐる。

V I  10 
濁逸・スツツトガ) 1 ，. . ト・集合住宅

Ｈｬ ｊｉ 脇員Ａｾ 所 蔵)

鮫計エム・スタム氏



( 都田 周 :!; ｬｾ＠ m砂〉

との集合佳子t は Brll no A hl' ends 氏 、'¥' . Bii ni ng 氏 及 び 久J! vi sberg 氏 等 の 共 同 設 計 に な る もので篤良は Salvisbel' g

氏 設 計の ものである。 シラ ー ・7 ・ロメ ナ ー ドに橋のやうに白星Eの集合住宅が浮き出されてゐる。斯く して 氏 の ジ - 1  •• 

ノι ング全般に封して;民の眺 め と 用 途と を効果的なものにしてゐる 。同 じ 意 想 の 後 廊 下 の 建 築 を 吾 々 は ヂ ツ サ ウ の パ ウ ・

ハウスにも見る こ とが出来る。

伯林市ライ= ツケンド) J . ，フ・ジート) J . ，ングのー部 II V I  



この アパ ー ト・メン ト・ノ、 ウ スはOj .i と

コ ンク リー トと硝 子 の十階主主で特異

な型態をなしてゐ る。

篤 良 中 央の右骨子張 の字 国Ii杉 の筒の部

分 は階段手: で 、 ヱ レベ ーターも ζ の

中にある。

V I  12 
和蘭・アムステルダム・民衆クラブ ( アパート・メント・ハウス )

( 山 臨 路氏' " ｾＩ＠

設 計 ス タ ー ル 氏



Ｈ 吉 田舷郎氏ｾ !IO 

8  
----

断 面 園

傾 斜 の 地 に建てら れた こ 戸建 の住 宅

で 見 るからに 明 るさ うで ある 。 二 階

三階 の パ ル コ = ーは、鍛骨に石育子 で

出 来て ゐ る、前方 の 眺めは篤良で 11:

わ か らないが 、恐ら〈 遥 かに光る湖

を隔て λ アル プ スのま見々 たる 山々 を

望み符るの であ らう。

。一一
n -ー『 ーー-.， ｾＱＰｍ＠

壱 陪 平 面 国

珪西・チユーリツ包のニ戸建住居 阪計 ウエルナー・モーザー氏
13 V I  



一

話

帳

嶋一

下

-

守

必

-

F

白
書

(，11 111 ｾ量 ｬｾ ｾｦｲ 蔵Ｉ

l耳

一 階 平 面

教ｾ の 採光 は とれ以 上取 れ ぬ程 とり

入れ で あ る 。 窓 をいっぽ いあ け る伐

て も い ふ 様 に 思」、。

ｾｬｬ 亡 ヴエラ ｹ グ が あ る。 ｬ 階 に雨天 位

日本にも 一 つ位 ζ うい」、事 校 が あ っ

に 粧は内 主111乞引 込 ん で 居 り、 各 教 家

操i易が ありカ・ テスで悶ま れてゐる 。

• 

J j - ・ドウ4 カ一氏政計オープンエヤースクール和蘭・アムステルダム14 
V I  



( 議 国 別 :.t ｬＭｾ 併 が Ｉ

U  白白日 j

• 11 卸

。

」ーー 』一一 一 一' 一一ーーー ーーーー ・ーーーーーー ーー ーーーー ー ー

元t

1931  1ド{白林に聞 かれ た 建築 度目: 合 に出tR，されたミ ー ス・7 ア y ・デル ・ロー エ氏設計 の平家建 モデ ルハ ウス であ る。 潟 提

は食堂 、 居間 Ｑ ＺＱＺ 児 たＡ却 で あるが 、 協議の良 ｲ ｬＧ に 小間 ｲｲｾ の 浴持 Ｚがあ リ そ の上にト ッ プ ライトを 採つで ある。 Ａ ｉ ｩ｜Ｇｬ↑た な ｊＧｬつ鴻

: mなものであ る。

濁 逸 ・ 住 宅 設 計 三一ス・フアシ・デア・ローヱ氏
15  V I  



7イ7
1

1/t ンの門町

ｾ￰ ↑ ＧＱ ヒ ＷＯｾ ト ・ ］｛ＺＮ，ケ ｬ レ
ｊ＾ｾる意味で新民 Ａｴ 霊式は光線をＺｊｩ調と して ゐると い

へ や う。 そ れ を 如 何 に 飽 迄 利 用 して日光を採り 入

れてゐるかはと の断 面 聞 や 平 面 を見れ 11' よ く理 解

出来る。

V f  16 
ワ イ プ リ ン ゲ ン の 病 院

く 吉 田簸 郎 氏ｾ j ( )  

。 -司旬開，ー四回ー' ー、ー- b _  

鮫昔f リヒアルトデツケJ I-氏



置量計 ウ4 レへ，1-ム・ ' J ラ4 ス氏

デユツ 七 ，. ド ル フは清潔 な 町 である。 此 ! 起に

先 "¥:: 博 覧合 が催 され そ の中 フーラネタリウ ムと

博 物館 とこの 匁 民 の 美 術館とが布!j l9i J なライ y

河田'1，に主主されて' ，1! eん で 腐 るo (J イノL と石との

ｾ抜方が 狐 洛特 有 の 趣と巧みとをこの支ー術館

に見出し ｾｾ ｊ Ｎ るであらう。

との頁のも のは雨者 共 敢 えて 新 興 の古li には 入

り1!} ないも の かも 知 れ な い が 、7;t 日寺新 興 の魁

と して準 々 しいスタ ート に 今 も 残 っ て作家の

11の ひ し ひ しと 人 に迫 る も の が あ る。

ダ) 1 ，. マシタツト・マテイルデン丘) 1 ，. ドウイじ大公成婚記念、塔

説田 周 忠Ａｾ :<< Iif J  

ｾ＠

エ ノ. /' ス ト、 ノι ドア

ウイ ヒ大公成 ｾ記

念 塔 は 、 とれ に縦

〈展覧舎場 2土びー

聞 の構 成 を な すー袋

術 家 村 の 上 に 京 臨

す るか の 干う に見

える 、 19:) 7- 1ヲ08

年 ｋｾ て ら れ たも

のである 。 t菱銀い

石と 特 徴 あ る 形 は

今 向 新 ら しい感鐙

を 持 縦 し て 作 家 オ

ノι プリ ツ ヒJ .¥: のYミ

才 の力 を飽 く ま で

も感得 す る ζ とが

出来る 。

設計 ヨセフ・オ' 1- 7 リツヒ氏
17 V I  



外部正而 Vこ黒禍色の光世事ある F イノL を使用 しであ

る。放送主は長 さ 24 米 、高さ 7 *宇ぁ p 、

幅 14 米の 監は吸普段 と して用ひ られ 、

メ幅 11 米 のものは 反射 照と して

大理石張りと なっ てゐ る。

星Eは数区 に分割され 、

ある一面に は木を

他の一面には栄

V I  18 
濁 逸 ・ 伯 林 放 送 局

後 七 ロテ ック ス を磁りそれ が適宜に移動し加減出来る

様になってゐる 。 それ によ って演誌の種類又は

出演者 の採 震により必要な調節を 行 」・事が

出来る 。 乙の放送局は毅箇の懸賞案か

ら P 品17. ig 氏 案 が 撰 主れそれ を更

に修整したものである。

193 1 年 竣 工

( 吉 田 録 郎 氏 房 誠 )

阪計 ハシス・ベ} J ，. ツイヒ教授



( 今 井 雪 量 次 氏 所 厳 )

ロシア に於 て ｩｬｴ 界大戦及 び ホ命司 ￭ｊ 、 申骨担ｔ，ＢｉＢ ｬ ｾ りなどが新し い 遣を求めつ ｌ あった際に於いて ｩｬｬ 築は依然としてタ ラ ｙ ツ

ク苧ノL ネ サ Y スの 中 にそに伎を守って 一 歩 も 出 な か っ た が ホ 命 は 建 築 に も 新 し い 滋 を 示 し た の で あ った。 Y ヴイエー

ト ・ュ z オ ンの建 築の第 一 Jt 1J は過安 の形に1 >J す る 抗 議 で あ っ た 。 そ し て 古 ν ・ill 築的言葉を否定した o IJ ト淑 を隠史的 に

タイ ノl で飾るととを止めた o ＿ ｾｮ 円 、 質 、リ ズム ｾ ｾ静力感ＦＮび動 力 撃 の 研究が良商自になされ 、 形そ の もの ｌ ための 形

はなくな P 合到，的 なるも ののみ建て られる様になったのである 。

ζ 与に掲げたのは: r o . I " Gi nsb¥l rg 氏と "¥Y" Wl aui mirol l "氏と の 共作 になる もので 地 F 階付の 3 階 の マ ー ケ ッ ト で あ る

篤長で白〈見えるの はガラス厩根で開〈 様 になってゐる。

号 ス ク ワ の 市 場 設 計 画
E主計 ギシス7"J I- ヴ氏

19 V I  



-・
煉] ( . 、品v土びコ' / ? ｾ＠ -

ト傍 迭 で有 名 な もの で あ

る 。 パノ ι コ ］Ｍｉ ＺＺ ｾ 、 ｬｉｊＭ

! t J え"1 の タイ ノι で iJl って

ありt ' : かな渋飾的効果 を

; t ; ，げてゐる 。 かIDι はl'ilI!，、

車聞い も の で 目地 1:: 1恥!ほく

炉、色である 。

彫刻j の 4N常 な 使 ひ 方 が n

につ く。

V I 2 0  

上スツツトガルト百貨底ジヨツケン

下ロッテルダム 百貨庖ビイエンコ) 1 ，. . フ

1928年 に 出 来

上 っ た もので

あ る 。 赤 禍 色

の主計 、煉瓦 、

白土 色 のト ラ

ヴ ア チ y 、 大

院に取扱 l士れ

?と Scohcken

の 大 き な 女 宇

それ ば か り で

な く、 開f瓜の

ヲラン をもっ

階段斧: からは

グ ラ ス の魅 力

をｾｾ翻し て行

人の 目 をそ l:f

た L せ て ゐ る

「メン デ ノL Y  

ーンば 近イ吃百

n応の形の創

注 者 で あ る J

と云」、人があ

もJ 。

蔵量f メシデ} I - ソーシ氏

政計 ヴヱー・エム・ヂユドック氏



1  929q ; に出来たも ので J .A .

Bri nknt ann 民 法 v: L .C.  

van  rler  VJ ugt 氏の 合作 に

な るものである。 7 ラ ット

スラ プ式で柱は慾から離れ

てるが 、 ζ の方法は Mi es  

U 川 der H <; he 氏 が J ＹＲＳＱ Ｑ ｾ＠

に {白林に於て1 l l ! 片j したのが

最初である 。

和蘭ロッテ) ! - ダム・ネレ煙草蜘枇工場 般計 プリンクマン氏
21 VI  



〔山田司ニ氏 禽 .110

新興様式の術事長明快であると止は 、 ζ の一枚 の常民で全貌を惣像する ととが出来る。苦言反

としても商白いのでとれを最後の資へ掲げて新J } { ! t ! l : 築篤良集を終る。

乙 ｌ に ｦｾ げた Ｒ 事長は首協曾後援 で朝日新 聞長士が 催 し た 新興建築展の 出品 ｦ￯ ｾ から主と して

銭んだ。 ffr語長者は列名するだけ記入したが混乱して迷惑を鋳けてゐるかも知れない 。御淀

び して泣く。

j併設は小 Rl b:; 兵吉 、 rJ c，西六良1¥の瀬氏に御殿 して不足分は綱ijiif の方で告li った。( 雨情祭治〉

V ' 2 2  J諸西・べ) ! - ン市郊外 ローリー病院



新
飽

建

開 曾 の

築 議 演 曾

との大講演舎はプルノ ・F ウ ト氏 の来f引を機として本合

主似の下に 5 月 10 日朝日合結に於 て防備されたもので総

室長官立に泌れ るの盛合であった。 ( 篤良 は徳政監事司舎の

下に上野氏の主 ￌｬ ｾ撃 で講演中のタウト氏〉

貸手

竹 目要 健
J 且ニ

ユ旦

本タは潤乙新興建築 の 構成 ベル リ ン 大製敬授プ ルノ ・ タウ ト 氏 の 御米朝ｾ機として 大 阪

移旧新聞社御後授の許に我日本建築協舎が新興建築講演舎を開 催致しましたる底 、多数析

輿建築に封し興味を有せらる 方 ｫ の御Ｊ合 ｾ ｩ 号ま して、主催者とし て 、 非常に欣幸とする

庭であります。

建築 ヵ［重芸術であるか謀 術でないかと云ふ が 如 ｾ 問 題は今更論議する必要はな し人間 の

同に掛る冶ものは森維持象- 1: : して重芸術でないものはゐりませんD 重芸術と しての建築は古

，2 3・ V l



今東西を 問 はす・線、て共時 代 の 思潮情 ｾｩ ｊ ｉｊ 、 文化 の科宝

石? 反映するも のであ りまして此磁に於て各時代の建

築の核式と云ふのが生れ出るのであります。建築の

様式は単に共時代の思 潮の表現で‘ あるのみでなく、

叉私は次のl時代の思潮筒洲qこ大なる影響を有するも

のである と考へるのであります 。良〈文J拶1. * 弁訟が

旦 ｌ 時代ｾ臨終させ ｔ こと云」、者もありますが之は ー ・凶 ｊ

の真理でめって反町11こX 共11寺代の精市JI Jを反映す る4af

も真理でありまして、建築に於ても問機の事が云ひ

得られるのであります J 誌に於てか今日種々論議せ

らる、新興建築の 現代と椅 耐 ｊｉ ｉ ｾ 表現する綴 式も現代

の思想、を jメH央すると同時に、次の時代の健全なる思

想を醜成する助ゾJ となるものでなげればなりません

今日世界の建築の様式に劃する ー叶えの制念を静かに制総致しますとクラシツ夕、ゴシッ

ク、 レネツサンス等現代名lNJl1 とイIIJ 等の交渉のない奮隊式を現代位築に fiJ ふる事は非常なア

ナクロ ニ ス ムで ある ｾ ｋ は一般に認め ら れて居る庭で、建築に従事するものの此等に依って

}，J j - る者は 11 : . むを得す之れを枝倣して居るのでありますが. 叉総ての人が新時代の様式の投

法安定を作望して居 るのであります。

新時代ｾ表徴する新様式 の 殺現に最も隙浮 と なりますものは ￟ｈｾ の機式に封する枇伶的

の美的概念であります ♀j/対念は仙 のサイエンスに於げる真理の 如〈 一朝にして奮仰を? 打 i伏

するｾｻＮは ｦｦ ￬ ど不可能でありまして之れが更改せんか訴すに時を 以てせ ねばな りませ ん。更

に新核式の確立の困却! なる 一原因は建築が他の文部約前と; 鳴り之れが完成に多数の年月と

莫大なる 費J -I1とを要する駄であります。是れ等の ぬめに新時代 に油合しに建築の琵現は非

常に困銚でありまして . 之れに針ブj する建築家の努力犠牲は非常に偉いものであります。

如 何なる l時代に於きましでも パイオ ニアーと云ふものは曾倣すべきものであります o X  

共マタイ アーダムは美しし、ちのでありますから諸料・ も新 興建築の達成に抑力す る建築家に

射しでは出| 庄の l，iJhliーと母敬とを初Ilはれむ事を希ふも のであ ります。

Wj < の如き時代にありましてドイツ新興建築の他jぷタウ ト氏が来朝せられ;14主義主張を

親しく 傾 聴する事の1;1 ｾｾるのは非常なる有意義 の 事でありまして現在 我 閣 の 建築係式の進

路に一光 I引を興へ らるる事と千r じます 。然しながら れ閤共風土、文 物 . 時代精神に於て各

典 トる 底がありますから氏 の 主 ｾ ￬ｴｨＡｩ ・，ｩｩｊｬ Ｑ のある彪に附穂せられ ｴＱらに手法の」足首Ｇｪｾ模倣するに

」とり我閤新興建築の達成を1;11. .1とする が如 き棋に 1-1'，られぎ らむ事を希紫致 します。叉是れが

タウト氏のfft 怠であると考へるのであ ります。

， Ｑ ＭＡｩ Ｑ ｾＧ＠ 4J 1 f 仰でふります Jt - JJ1 わを?ド1 ￭ ｬ｜ ｾｾ ｾ Ｎｴｴ ハ 町長紋しま Ｑ Ｍ ，
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映 高 「魂 代 ブ タ ン

ス 建 築 」 の 解 説
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7 ラ y スの 建築' ボ 、ノL ・-，ノl. ｾＺＧ ＮＢＢｴＮシユＮｬｾ指導の下 ＱＺ 出 来た“ｌＧ Ｚ｜ｬＧ ｣ ｨ ｩｴ ･｣ ｴｭ ｣ d' anjolll 

d'hlli " とい」、映担Jlが 早 大 建 築 科 紋沖ーに[fr 滅 さ れ て ゐ ま す 、それを 「現 代 7 ラ y ス建

築 j なる 題 名 の 下 に同欽 家 ρ 好主主により過般紹介したのであります。以下そ の映 留

の併 設 で あ り ま す が 、生憎 l央部而を欠いて ゐ るので 、誌トーで は不徹院な憾みの ある

の を残念に思 ひ ます 。

'目・ ての十) l ｾｊ Ｚ 紀カＺ総識の金傍期であっ ＱＺ に到して、現代は企ｬＡ［築にとって或大きな助事を ｦ

慾求して居るかのやうに感せ' られるのであります。それほど 一般の人々が建築に刷心を持

もはじめ 1: ことは珍らしい動向でめりませう 。

建築 の 問題を併 決しゃう と ｾＱＢＩ して居りますも の〉 内にあって、 ｩ 侠本的な 、 叉理論的な

そ うして明瞭 な歩みを縞げて肘る も のをヨ ｬ ｩＺＭＧ＼は ソラ ンスに於て見ＯＱｾ ， すことがｉＺ ｈ 来るのであ

ります。刷みれば 19()() 年パリに彼のエヴフエノｴＮＮｬＩ， ｾ�［ 建てられてから 、 ＱＱＱ Ｚ 聞の 人々は鍛 ｡ｬ ｡ｩ ﾭ

構造の件力に純き. その頃からフ ランスの建築界は奮告をIJj t し始 めにのみならす¥現代建築

勃興の上に、 意味深い影をフ ランスは勿論のこと 、下I:W- の建築界に新しく驚異の影を投げ

掛げにのでありまして、是より先づフランスに於て新しい建築運動力: 起ったのであ ちま す。

御承知の如〈十九世紀末から二十世紀の現代に掛りて大きな枇合的嵯助がありまして、

共の勤務は経隣組織は勿論のこと、前土舎組織の大きな崩壊或は鐙革を促して来1このであり

ますが、途には謀術の分野にも亦共の改革の波がＮｦ ｬｲ 寄せて参りまして、過去の美ｾ，は殆 ど

無用のものとして遁放者tこ等しい委で 、我 k の周悶から消え去らねばならなくなっ? こので

あります。我 k は最早感情的に従来の国製的な . 隙憾な判断に捉はれて居るぺきではあ り

ませぬ。我々 の外界は従来とは全〈 ー費 して絶えする機械と 云ふものに接燭を保っ て居るの

でありまして、 その 機械といふもの〉ブ ｊ で我々の建築 の外 観も ｾｴ の効用も Ｚ ｜Ｄｮ べ寺境 化 を
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受けて居るのであります O 是〔映脅) は建築の現場を上から眺め fこところでありますが、機

械が我 k に興へ? こ感化と云ふものは今日では既に完全に杭i _ ¥I l化されまして. それに依って

過去に於ては 三年 もＡｊＭｾし Ｑ］ 建築が今日では僅か 三月にし て之を建設し得るようになっ Ｗ こ の

であります。斯うし? こ角度から 眺 めま し? こ建築の現場は先づ我々の前 に、共の組織化され

1: 機械の現場の有稼皆、唯今フィルムが展開して居るのであります。

-先程一寸映りましにやうに. 鎮筋コンクリ ー トに川ふるセメント、砂、砂利は水色共に

コングリ ート のミキサ ーの廻怖に依って間断な〈練り上げられ、銀筋は均一に 、所要の大

きに整備され. 一方 に於ては ‘ 銭什のスタング ードされたものが現場に運ばれて、直ぐに

組 ーι てられると云ふ諜で、従来よりは非常にスピ ー ド的な構造を促して来1このであります。

唯今映爵に御買になる如1< 建 物の基礎が出来 . 位が立 てられ 、梁は床と共にー悼として順

次に出来上ってゆきます 、従って在来の木浩建築、共の他石ift 、煉瓦iiEに於て見出すこと

の出来なかっ? こ一つのフアクターを提供して 、床も亦耐火的なコンクリ ー トでi去ることに

なって来たのであります。そして在来は柱と共に僚がプJ を受けて居つ 1=のが 、今日では特

別な場 合を除いて 、ETに力r t ' 持 1: すことなくして、 11ft 柱 と梁とに荷援を支へさせ て構造し

得るやうに理論は進んできたのであります。

銀筋コンクリートが不燃性でめること及び構iit の進歩・しにことは我 -'<1こ色々な方聞から

材料共の他に 、断えす鑓 J存を促しまして、日It 今映りましたやうに床はプロックで浩られる

やうにもなってきにのであります。

先亥IJ 申上げましに女n< 監は、之を重要硯することなし白山に構造し得るに拘らす、精

ほ今日に於ても非進歩的な建築家蓬は其の壁を強調せんが局に色々怪しげな装飾を之に附

加して醜悪な建物の数々をifi ってゐます 。我 k は光線を取入れる べ〈窓をDNけて行かなけ

ればならない のに、斯かる無告をな装飾の?こめに面積を奪はれて窓は金〈犠牲に供せられて

ゐる例が多 k あります。大きな窓を要求する建築一一例へば工場では、商業建築では 、自動

車聞では一一それらでは飽くまで建築の近代性の油用を穿撃しでかからねばなりませぬ。

先づ皆さんは 、唯今 . フヰルム lこ映じてゐます底の 、巴虫の ピランク ールの工場の E し

い委を御究下さい 観いて映って居ります。巴I l ' t のパラ ール筒にある商業建築では 、大き

な畝: に運摘し1: 窓が完査な光線を提供してゐるのを御 f 七意下さい 大iU1な適J j j の一例とし

て、巴里のシャンゼリゼ ーの大通を少し慣に 入つにマル ブ{ フ間にある 、高 さ21 米 I陪 10

対とから成る犬きな硝了- の慾を有つ t= 筒動車の隙ダIJ 販究所があります っ御覧の通り非常に大

さな硝 子の壁面であります。Ｈｾｾ 1  ｉ ｾｉ 参ｊＡＨり

V' 26 

今一つの他の例として巴阜の救世軍本部の模型があ h ますが， ;1.- ・コルピユジヱ氏の設計

で高さ 21 米 、恥'i .59 米と云ふ全慌が硝子の衣で包まれてゐる建物であります。

現代フランス の新興建築家 として 、叉世界に大きな主主築i墨田J を11乎びかり 7二、ル ・コ 11. -ピユ

ジヱ氏は 、一面好き都市計霊家として尚業都市建設に 劃する棋lW高居建築を模型に よ り提



案してゐます。( 第5闘参照)

即ち使F l J材料はスチー ;L-と

硝子とであって、共平商は

片仮名のキの字をし1: 十字

形で . 建物の凡ての部分に

針 し、等し〈光と 2主気 とを

受ｾ入れるぺ〈工夫されて

ゐます。

新 しい建築の材料は 、新

しい様式を要求いにします

鋭筋コンクリート の理論が

一度ぴitt に公にされるや .

それを脇使し 、体統的な潮

流の内からフランス の近代

建築を開拓し . ＺＱｾｾ の収院を

i主りまし? こものは 、 ベレー

比弟でありますが、彼等は

主主力方コンク リート を純枠な

叉合理的な方法で之を使 flj

しに . 所謂構造i慌の主! ! ; 築家

として活動し 一つの新 ら

しい形簡を創作 してゐます

殊に 、唯今フヰルムに展開 ( 節 l 凶〕 自動 車販資所

されて居ります 。巴里郊外のランシ ー. 及びモンマニ ーにあるこつの数合堂に於げる倉Il.{ま

は、フランスに於てのみならす臥術| 各閣 に於げる此間建築に蒋しい影響を [Ji¥へ? こものとし

て有名であります 。鍛筋 コ ンク リート の最初の注目 すべき般用が、それを夜見しにフラン

ス に於て行はれ Ｎ 其問 ｈｩ 者は 、 会〈共選定材料と梢ｾ￬ＺＺｉこ闘して必然的に建築の形開を決

定しゃうとしに のが覗 lまれま す。

Ｑ ＹＲＷ 年巴 ｟ ｭ オ ー トイ ユの近 〈に白 誌の性宅 Ｑ 洋が ＱＱｾ Ｑ 見し 、 設計者 マレ ー・ ステヴアン氏の

名を冠せて共一群をマレー ・ステヴアン何と呼つt 、巳J f ! のどの術よりも清新の策にヲセちて

ゐると巴里ツ子は語りつ?こへで ゐます。

最小の貸家で 、 最大のＱＢＱＧＺ心地好さを示す ｴｾｉＺｌ ｬ ｴ イじされ仁 、 ボルドウの郊外にあるペザ ツク

の住宅群。設計者はル ・ コル ピ ユジヱ氏てーありまして 、 此の杭宅 ｴｬｲ の ， Ｚ ｉｾ 現 し＿こ頃から械部 て

巴の建築界では . 如何にすれば ，最小の昼間 に最少の設用で最大の性心地好きを興へ得る

2 7  V I  



かの問題 、即 ち『生 l'丹最少限の住宅JI ごつい ての議論がII t t まし 〈なってき? こ のであります。

若し皆さんが2誌を建てゃうとなさる時、徒に官式の参考〉1; をk り廻すことを止めて 、須ら

し 新 し し 、枇舎生 li
i
i公器んでゐる我々は 、新しいJR見位を以て解決への迭を辿る必要があり

ます 。フラ ン スの建築家ル ・ コ ａ ピユ ジ ヱ氏 の主張する ｲ ｾｩｬ ｩ ，我々は先づ現代科E裂を基調

として. 機械の もつi I 1JI 刀] と 、その合理的で 、創『純的 で、初片:ー的であることを認めて、建

築解決の方注とし1: ぃ。而して 運輸交通の機械として陣ゆ〈 ものに汽車. 電車 . 自JI}) 車 が

あ り、昼141 るものに飛行機があり 、水ゆ くも の としてれ舶が ある虫fI <  f 1i :: tJ 1こめ の機州』と

して住宅を考へなりれば ならぬ と云 ふのであ ります 。 フランス の現代建築は彼のH¥現によ

って、世界の建築界に大事な波紋を詣〈に至りまし1: 。我々はこれか ら共 のル ・コ ルビユ

ジヱ氏の作に成る住宅の若干を見物することに 致しませう 。斯う云ふIllri 序で映識は次第に

A ・コルピ ユジヱ氏の 作1日に移って行〈ことにな ります。

先づU 里近郊の ガルシユ のヴ イラ ( 第 2 I品l参) 1 のでありますが 、其拙長の: 容は ‘ をiτむ煮に

光と答集を充分に供給してゐます 。

( 第 2 問〉 ガ ノ レ シ ユ の 佳子t

是は l' iJ じ娃l拘の内制'から外企

凡 1: JWでありまして 、光と; ，; '毛糸

とに悦! し、同じ言 F見! : を繰返しれ}

るのであります。屋ーとから 7kH'l

の上部へ過す' る廻り階段を示 し

て、入力; こ れに薮ってゆきま

すが人間は高いNi へJ-. り1: ｾ、何

鮮 がありま すので 、犀似へj てる

し も う 段 高 いr1rへー1-. りj色 、

と云ふ 気 に Ｑ よる所が主 ｮ 質 ｬ こ ｉ ｉＧｾ古 Ｑ Ｒ

に現れて居ります 。(nAうを)

々 に映ります建物は公閑から

僅か向性れ 1: 所に建てられ 1: ものでありますが 、建物と自然とが互に融和し合ひまして 、相

互の位偵を? ー- 居 'J I立てる やう に努力 して居るかのやう に見え て肘ります O

次の例はヴイル ・ダプレと 云ふ 所に在る {I :宅であります。近代建築家は 、1 1 : 心地好くす

ること の要求と、外観の融和とを知ってゐます 。屋上 の庭l潟、それは庭闘が立問的に取 級

はれ? こも ので ありまして 、2S地の利用と 云ふ ことにな り、在来知られなかっ fこ所の幾多の

利 仰を提供して居ります o 然るに . 在来の巳旦が如何に展根の利用と云ふととを無視して

居つ1: かと云ふことを簡単に皮肉るにめに「屋棟 のあ る巳恩風景」を映っして居り ます D そ

れに針して屋 上庭闘利用 の一例として 、朝市内へ出勤しますM i i に、家族が寄 って屋上で仰

い腫操を行ひ、W! < することによ って、摘が上にも 心身 は爽かにな り、共の日 の能等、は供
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加され

るでは

ないか

とて 、

我 k に

当分し、

共の開

J公的効

Ａｬｾと 屋

上庭園

の利I1J

と云ふ

〈持ｾ 3  [，，]) ポア シー の住宅

ことを効洪的に示して居る のであります 。

是は 19坊 - 30 年にポアシーといふ l討に出来? こ建物の例 第 3 闘参!Hi. )であって . 従来の

建物はイ ｬ リ故も っとｾ気に嘗てることをしなかっ Ｑ こ の にらうか 、 叉じめじめしに土 地 から紋

ふことをしな かっ? このピらうか 、今こ〉に現れて居るやうな手法に依ってそれ等の問題は

解決が出来得るぢゃないか 、然るに何故従来の建築家は之を行はなかったのか ‘ 今後は知i

う云ふ方面に 心を 用ひて 、在来の不良な! l k 態を除去する必要があ ると 云ふ 、ル ・コ ルピユ

ジヱ氏の新しい試みの提案でありま す。艮pち窓 if 大きく 取る ことに依って食堂からの展墜

を徐限効果的なものとなし、太陽光線が十分に室内に入りますので 、最早人工的な光線を

必要としな〈なつにのであります D 犀. 上の日光室へ通じる緩い傾斜がありますが、それに

依 って屋上に出て 、 我々の慢を十分に太陽と空 気 とにほ Ｍ 露して可いのであります。そ れ ｲｾ

のに拘ら 「れ巴里の心臓部に嘗る所には、二十世紀の人間枇舎に古めかし〈も中世紀のや

うな惨めな 、 じめじめし1: 何が残 って居る 、是が我 k の誇 る f 巴里』かと云ふことを皮肉

って居る のであります 。で、新う云ふ不良住宅匿を一掃すべ し 都市計壷家として 、ル・コ

ル ピユ ジ エ氏は地闘を鎖げて Ｎ巴 盟の西がら東へ 一 線を剖し、市の中央部を占めて居る ｦ，ｾ

1打何の不良恒域の破壊と改善を提案するのであります 。

幸嗣な都市には建築がある υ 吾 k の家屋は街路を作り、街路は都市の動脈を形成する 。

都市は生命をうげ入れ感じ、悩み、途には死j成を さへする - - {聞の有機穂fごと 、ル ・コルピ

ユジヱ氏は考へてゐる。彼は' 存て秋のサロンに 人口 400 高人 の理想都市計蓋築を提案して 、

巴mの 大改革に就て の運助を起した のであります 。

彼の梁は 、周回に成い益地を? 有つ fこ高居建築の得一一 これは先刻彼自身が茜幽・の上でがi

介しましに模型がそれでありますーーから j戎 り、 それら の格は相互に 400 米の間隔を有し

北の地の 中には右 らゆ る奉仕機闘を制縫什 しめて、会 主. I時聞 と・当事ナ1小経絡を岡 己，うL
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〈封ｾ 4 凶〉 巴虫の改巡案 一一模型

云ふので

あります

。j切〈す

ることに

依って巳

阜 の サ ン

ル イ . サ

ンド ェー

ル ー プル

の溢り は

金〈新し

し、近代的

商業地 ｉｾ

になり、

同時に県]

闘の空地には公閣のや うに樹木を値え 、芝生を設げて 、維の都市 とすることにより 全 市民

の 蹴には元気が j溢れ、 U 盟は一つの近 代都 市として再生して来ることになる のであると彼

は力説してゐます 、( 第 4 闘 参J!H) 其li る、明日 の理想都市 ! それこ そ巴里のみなら 十全世 界

の 人々の待も佑ぴてゐると ころ の ものでもあります一一一。 ( 伯 J手)

(1)--' :) I刈〉 円 WiY( 泣 案 I，- !j 与ける i白隠は築一一一模別



日 本 に 蹄 れ

中 尾 イ呆

お見受 りするとこ ろ、字数は青年建築家( 拍手) 乃王製生諸r ，で 、あ との半分は一般知識

階級の方々 のやうで あ りま して、私は非常に嬉 し〈存 じま す。此のや うな席で演壇 に立っ

と 、 彼れも巾 ー ト ー げ に い 、 是 れも巾上 げ Ｑ Ｚ い と 巾上 げ にい 事 Ｑｾ らげ で あ りますが 、 何 分本 タ

はタウ ト博士の講演が主眼であ ります ので私共が徐り多 〈の時聞を取る ことは 、却で炎叫

に営りま すか ら遺憾な が ら時n日の許されにる限 り?ごり のお話 をいにしま す口随ってお、の話

は 何 慮 が頭やら 尻つ Ｑ ＱＧやら〔 約 手 〉 些 とも掘り の ｾＡｾい 、 金で古道具 屋の ｽ Ｉ Ｑ 頭 のや うなお 話 に

なる詩 であります 。「 拍手〕併ながら其の間にやすか少しでも共鳴して下さる や うな こ とが あ

れば、非常に光栄に存す・る次第であります 。

先程 フランス の新興建築の 映番 を御覧にな りまして‘ 新興建築のー班はお解り ーー と言

ふ と、失鵡 であ ります が一一お解 り下さ つにこと 〉思ひま すが、( 拍手供笑) 確に コルピ ユ

ジエ氏は我 k に新しい美 〈しし、建築の形密教へて下 さつに恩 人であ ります。そ れと 同時に

共の建築界 に投げ掛げにテ ーマ は叉私共の大 に参考となる 所であ ります。但 しあ れはフラ

ンスの話であ りまして 、めれが住いから と云って 、あれを共の催直認すると 云ふ ことは禁

物 であります。 ( 拍手〕日本とは飴程圏情が遣って肘ります 。所が 日本人と云ふものは何 に

映らす真似が極め て上手な人事lt でありまして、 是は 世界ーであります。 ( 拍 手j ムーランル

戸ジユでミス タンゲ ツ トカ; ，モン ・パ リ」と唄つ? こならば 、三筒月経仁子して . 日 本では洗

濯屋の小僧が自縛草の上で・モン ・パリを唄って行〈と云ふ風に直ぐ流行するのであり ます。

尤も 此の模倣の才能 があると云ふ ことは必す・しも悪いとばか り言へ ない ので あり まして、

明治維新から今 日まで僅か 60 年そこそ この聞に 曲り なりにも 日本の文化 を現在の程度 ま

でゴ |摺り 上げに日 本岡氏の才能は賓に 驚 t べきものでありますが 、是は即 ち真似が lて手で・
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めつ? こからであります。或E罪者は「京し日本人が A. 13. C のやうな術文字の世界共迫の文

字を用ひて居つ 1: ならば ‘ 恐 らくもう 世界を統一 して鼎る関. LU ごらう 」 と云つ fこことがめ

りますが 、非常に 後禿な 人相fごと思はれ るの であります。 ( 拙 J予〉これに付て色 k な話をす

る と長〈なりますが 、第一複雑な生析に棋へ得る 素' l t { f ' f 守って居ります。満員電車に来つ

でも電車は斯ん なものTごと思うて居 りますし 、服装にしても皆織は今さう云ふ月以接会して

居られますが、家にかへれば組砲や浴衣も着られる 、下駄も穿v1ばf . lt も苦手く 、建築に於て

もメートルは勿論のこと 、尺も使へば吠、吋も用ひると云ふ諜で 、スケ { ルに至るまで非

常に復rrt なものに堪へ得る質に恐しい閥民でありますが， 11t - ながら今 日の桂度まで文化が

進んに以上最早外聞の枝倣ばか りして居る時ではない日本の文化の樹立を闘 らなければ

ならぬのであります 、叉闘って必す・成功し得る自信を持つべき時が到来して居るのであり

ます。

所カ; 日本人にはま fごま Tご凶i H去奔思想があり ます 。是はー商 巴むを得ないこと で もあり

ませうが、先づ此の思想を除いてしまはなげれば可げないと思ひます。舎で主主主抱[ 山と1 1 ' ，ミ

し〈言って居つ? こ日本の問iでが明治維新になると、焼に外岡のものをll ' i 1. 入れ. 何でも f皮で

も外岡のものは良いものとして、が1*と云へば 、良いもの〉代名詞となり、 j て等舶 ;k珍 無

類など〉云ひf 映笑 ) }x 針 に主i;l 、ものはジャパン 、 ジャパンと 云ふのは惑いも の〉代名詞の

やうになっ＿このであります 。 此の 思想が 今 日までも 残っ て ｌ､ りまして、何 で も外 図ｾ Ｍ ｽＱ奔 の

傾向があります 。例へば 、( マア絵討な話で ありま すが) ミルク ・キャラメルと云ふ主江梨子

があります。 あれはミルク ・キャラメルと云ふから 、資れるのであって、 あれを牛乳飴と

云つ1: のでは徐り貸れな い. 置に頼りないも のでありますが、 ( 供定〕舶* も の〉やうな 名i

が附いてゐなりればいりないのでせう。さう云ふ西洋崇拝思想、を先づ棋絶しなりればなら

ぬと思ひます。尤も私共も外問主? 崇拝して居一 るやう でありま すが 、是は建築方商に於きま

しては外闘に偉い人が多いからであります。即ち今脱走0・話{ f なさるタウト氏であると か 、

或はグロピク ス氏であるとか、 或は コルビ ユジエ氏であるとかと云ふ人々の kn き、是は外

岡人であるから崇奔すると云ふ のではな〈して 、人間共有に我々は敬蛍を拶# って居るので

ありますから 、共設はどうかお考へ泣ひのないやうにお願ひしたいのであります。 0 1'=1手)

向ほ話は甚に駈歩になりますが . 近頃はま? 二西洋かぶ れに反封する所謂閤梓主 義 と云ふ

反動思想、が起って居ります。 J!X桂問粋主義も結構でありますが. 其の園粋1: るや本官の意

味の園事宇でな〈して 、「もう 一度 1・簡を結はう 」と云ふ やうな ことが園粋である かの如 〈思

って居るのは間違ひでありますc 是が叉建築にも非常な筈をなして居ります。ぞれに付て

話をすると叉長〈なります から 、止めますが 、共の例を準げると質 に牧撃に暇ない〈 らい

でありますが何ち私が菰Tこ「日本に師れ」と云ふことは、「もう 一度 「簡を結はうぢゃな い

か と云ふことでは断じてない」 と云ふことをハツキリ頭に入れて世かなければならないと

思ふの で あ ります 。



近号訴に文化 と云ふものが段 k 世界化して うKまして、斯うして集りましでも、皆さん の治ど

全部が所調洋 ￟ ｉｩｾ召して肘られます。是は 日本でまに洋服と云ひますがＮ近頃は月 ｉ ｈ ご りで

も通って町 一 ります 、 ｗ￭ う 云 ふ ￟ ｉｩ装を し て ｾｩｦｴ を穿レて居る のは Ｎ即 ち我々が世界共通の生析

をする 一つ でありま す』そして斯う云ふ( 朝日合館)建物も以前は西洋建築主云つにのであ

りますが、此の頃は 11住建築で梢ひゃうであります。知i椋 lこ世界は段 k 共通 '1'1: ｾ ［ｩ ｪ ｲＭ ぴて保て

居る のであ りますが Ｎ 起Ｚは 何 故 か とおふと 、 主 として科与Ａ の 進歩に ｾｉｉ る の でありまして 、

共 の 結決通信、交通、慰問と云 つにや うなも のが 非常に護法しＮ 各 間各省 ｾＱＱ 市 の 聞が非常に

接近され. 南米に地民が起ると . - ! 時間経 1こす・して、日本では新聞の蹴外が出ると云ふや

うな次第で. 世界が総て 一つのもの〉やう にな ってういまし1: 。陥っ て特殊の} 副作特例，(})

1: 1 聞など〉云ふものは段 k 消えて行くのであります。例へば有名な和蘭風俗など〉云ふも

の も 、 今 日和酷 ｪ へ行 つ でも 一つ も見首りませぬ 。一引 ｉｊ ｾ 烏に 限 られ ＱＺ もの となりましに。ま

にロマンチックなジプ シーの姿な どもス テーヂに残 るfごりであります 。世界の文化と云ふ

ものは喜 併々しいものとなり 、電車の形も何事の形 も共の他の機峨も 、皆世界中が一つの

)1去になって来ることはどう しても石むことが 出米ない のでありま すの此の文化の出: 界化石?

我々はインターナシヨナ ライズと 偶へて 尉りますが 、文化がインタ ーナシオナライズすれ

ば、随って共彪に出来る建築も之にf判まなければならぬ :J) は首然の問題で あり ます 。 ( 拍

手〉 もう色々自余計なことを考へる必要の無い時代が米? こ のであ りまして 、それが折衷主義

であ らうと何であらうと 、 そんなことは問題ではない o ( 拍手〕我々はもっともっと真剣に

往築の本伎を考へねばならない のであります 。而して誌に考へなげればならぬ のは ローカ

リチーの問題で ありま すo J ! f 1 ち各閣各地方に依って夫々の特殊性があ ります。それは風俗

の特殊性でな〈 、主 として自然的、地理的な閥係でありまして 、人間のカではどうするこ

とも H¥米ないも のであります 。例へば 日本の本土は北緯 50 度以南 21 度以北の聞に在り 、

兵 は 暑 し 冬 は 寒 い . j:j:j の多 い島闘で あ りまして、各になれば風が吹き、 i熟度の閥係、は凶

米諸問と全然反i 1で 、夏は暑い上に iH、度が最も高い時になります。?ごか ら、日 本の暑さは

i毘度に示されにる 以 上に暑L、一 ー と云ふより蒸し暑いのであります。叉冬は寒流が南下し

風が乾燥して居る常に温度以上の寒 さをl喜子る のでありまして 、「ひぴf あか ぎれ」など〉

云ふのは日本間有の病気でありますが 、 ［ ｾ の 上に叉地誌と云ふも の に惑まれ ＱＺ 闘でありま

す。j抗う云ふことは肱米諸問と根本から迷っ て居りまして、試に 1命款を見ますと 、北総約

1) ] 度の k に在り 、日本の持太の ロシヤと境界線で ありまして 、イ1' 1林は 5 J 1主位 、巳mは
50

1支

j，' r . であります。我が大阪は約 il l 度で 、之を肱雑巴の} j へ' 1 11rt
lすと、エデプトに近〈 、ト リ

ポ リ、 モロツ コと阿弥利力11地方に行〈 のでありまして . 太防の光度と云ふ上から考へまし

でも非常に南閣的なものであります。仇も如何に文化は世界化して来ても 、日 本に於ては

さう 云ふq: ! H:.k性をど うして こなして行〈 かと云ふこ とを民剣 に考慮しなけ ればならない JUt

) L f : : にゐります。すべてが賦米諸問と遅しくよ鳴って肘るのでありまして 、同じ洋服にしても
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円本に於ては向ふに於りると同鎌では いりませぬ。大悼 の プリンシフ・ J].. は同じやうなもの

であっても 、夏はどう云ふ風にし、冬はどう云ふ風にするかと 云ふ ことを考慮して行かな

げればな らない のであります。 Jt の;V}i に於て私共が日本の古代建築を見ますと、時代にも

依 りますが 、大憾に於て 日本の ローカリ チーに印j しに 、而 も少しも mつ仁丹(J が虫! 日、非'市

に真剣な民間目さを有つに住いも のが多いのでありまして 、私共は 日本の数百年或は千年

以上も1 l fj の 日本 の古代位築を十分に研究し、之を女fI (1'1にして近代的に取倣って行〈か、如何

に して現代建築の参考にするかと 云 ふことを考へな りれば な らな いのであります 。( 拍子)

伐に日本にはｼ荻雑ｾＨこ無い程 の優 れ＿こ建築が津山 あ る のであり ます が 、し か し 又誌 に助も

すると或極 の 人 ｫ は針 慢 を 起す の で あ ります 、 古 代 企ｾ築 カ ［ｦｬ ｾ ｾ 、 から と 云 って、 ｩ其民 の Ｈ彼萩 Ｕを＿也

ぐ 今ト ｬ の 建築に持 つ て Ｓ外米 』い Ｔ やう とする の で ゐ ります 。 ｦｪｾ へ はばＮ 十村刊ｼじ ｛ の 離［下符、 Ｎ ，，ｾ

力が ［ ゴ非ｼド ｚ 常常Ｎに ｴοｉ ｾ いと 云 よふ、と 、 ぞ れ カ ［ￜ ｾ し、 から と 云っ て、法隆 寺ゃ れ ー の 離宮 の 形を ｊ｛ ｩ ｩＮ人れ ゃうと

Ｚｌ ､ 、 の で、今日銭筋コ ンク リートを以て位 の 離 Ｇ ＱＱ ｾｲ の カツ フエ や怯 の 離冶 の ｗＺ 校 、十 ｬ ー の 肉 ｴｴ '，';'， 

の わ・ ｾや 法隆 寺のやうな 的 ｈ 見などを Ｎｊ Ｇｦｦえて見ても Ｈ 供 笑 Ｉ イ Ｂ Ｑ の 役にも 立 たなし、 。 私共が 昔の

もの に美 を感 じ愉快を J様子ると 争ムーふ ことは、 共の機能と、共の技術を遺憾な〈瑳予11して居

る弘11に在る の で あ りま して 、共 の もの ':> ｊｉ 三 韓共 の ｦｾｴ を ｅ ｓ すと 云 ふことは間違ったことで め

ります。又 中には昔の建 築 物の断 J Iーを今日持ってうIE で悦んで居る人もあります。例へばイ111

底其彪の陣子の桟が聞白いか ら と云って 、錨できう云ふ附子会払え? こり 、或は何彪其庭の

悲股が住い形fごか ら と云って . 餓 筋 コンクリ ー トの建物にさう し1=基肢を遣ったり. 或は

桝 )J.J 木をコンクリ ート で主主ったりすることは 、我々 の先刷が:泣きれ? こ精 i，iJ l'を酌まないも ω

でありまして 、 先組は地下で泣かれるかも知れないのであります。的ちさう云ふｾｽｩをハツ

キ リ闘に入れて世いて 、今l児のタウト博士の議出もお聴き下さ らな い し う っ か り す れ ば

はき泣へるやうなことが起りますから 、私は老婆心ながら一寸御注意を巾上げて置くので

ありま す。時聞が米ました ので今l隠は この溢で -'1:: めておきま す。

基 ＱｾＧ 纏らない話を ｉｾ ｟ｪ て げまし Ｑ］ が 、 ｙＮＮＮ ｍ 時 か機 舎を得て 、 思 」、存分 ＱＮＮ 話することに 致し

? こいと思ひます 。( 拍手)



神 話 よ り 空 想 へ

j龍 よ貝I宰
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弓

ｬｩｬｩｬｬ ｬ 話より昼恕へ」と 云ふ 、 立任が有るのかｾＡ｜ｾ ｾ、 のか分ら ない や うな悦也 ー を揚げまし ｦ こが

其の思I i は迫々と御諒察を願ふこと〉致しまして 、之れより「建築とは 111J ぞや」と云 ふ|問題に

就いて昔ーから 人々はどんな風1i . 事を考へて来7こか と云ふこと . つ ま り丹市民「建築制」なるも

のの鑓越 を1 題として約三十分間ばかり御情聴をお1しにし、と存じます 。

古来、いかなる民践でもさ うであり ませうが . 我日本でも最も古い記銘として ti 事詑に

就て見るも 、伊牙11那" 攻 、伊牙1I 那 美の命が最初に行はれに所の技術的な御替みは八371・1没金建

てられにと云ふことであります 。 即ち人類 の 生前が始 まっ て先づ ｴｦｾ ー ｟ ｮ こ行はれる仕事は

アルキテク トニアであつにらうと思はれます。

西洋の建築史上、否むしろ . 建築制の歴史上に建築とはイIIJ ぞやと云ふ問題が始めて事問

らしい形で 11¥て* る のは 、恐 ら く希臓のアリストテレス の「形而上申」即 ち1; タプイジカ 」

に於て v あらうと思はれます。この大哲謬者が「第一原 理」即 ち「アルケ ー」と云ふ問題を取

扱 つに 中に、建築術は一一一即 ち希11鼠認の アルキテク トニア一一ー は有ら ゆ る技術の中に於て

• • 
i止も指導的位置を有って居るもの fごと云ふ意味の ことを述べて居ります 。

ｪ 全中ｻｴ＾劣きまして 、 ｽｌｾ 建築論 の 最も華やかなりし頃は何時かと ｲｬｾ しますと、 今 より約

冶年ぱカ》り 前 の ＱＹＧ ｏｾ {t> Iド心とする )Vi 謂ロ ーマン淑時代でありませう 。誌に揃 げましたの は

賞時に於りる働側凶第一の建築慰者1こして且技術家であつにヴイオレ ・リユ・デニムツクの言

葉であります。英語 に概諾しでありますが、彼はその建築墜講話」のは頭に於 て 「水の枝

を組合せて進つにものは重芸術の仲間に入れることは出来ない。土の 中へiliiJ 穴 を射 る事によ

って 、はじめて差芸術的な建築がまfi まる」と云ふ意味 の ことを? 云って出ります 。つ まり 、何

3 6'
V 1  
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A
寸

な 所 に ふ 日 本 建 築 な ど に 劃 す る 、所謂「ニンシキフソク 」がひそ んでゐ 7このであ ります 。

( 拍手)

ロ- - c ' ン沃中のロ ーマンi辰は 神 承知の虫n< . ドイツ の ローマン派でありますが、彼等が最

後に到達し? こ所の建築に闘する結論は悲に示しに「凍れる音楽」 “ Gefrorene Musik" とい

ふ 、詩 のやう な、定義み 1: やうな表現でありまし1: 。然かも此の言葉は此 のI@: Iの右肩 に書

きまし? こ やう 仁 、誰が言ひ出し? こかといふ事がよ〈問題となっ fこものです υ まづゲ ーテの

言菓子ごといふ のです。そ れは無理もないことでありまして 、彼の秘書役であつにエツケル

マン の「ゲ ーテとの ｾｊ

話」にちゃんと 、ゲーテ

自らが古い原稿の中 l二

審 いて置いにことにな

ってゐるからです。 Ji)r

が閏秀詩人 リカ ルダ ・

. . .136 

フツフの「ロ マ ンチ ー

ク」 と云ふ者' i A; に依り

ますと . 之れはウヰル

ヘル ム ・シユレ { ゲル

がはじめ て言 ひ 出 しに

もので あ ると明記 され

1  て居 ります 。然 る に 数



年前ド イツの某雑誌に於て( 多分 Innen Dekoration誌であっ fこやう に記憶 しま す がJ シ

ユー ラア博士の論ぜられ1こ所に依りますと 、是は狐迭に於ても相官接界の問題 になっ て、

結局本家はシ エリ ング fごといふことになっにさ うです o 若し私が今 l兇史めて共の 本家主T'ひ

を問 題 にL、Tこしますならば或は恐ら 〈制逸ロマンずー タのMl 照を総動員しなりればならぬ

事にもなりま せ う。それ科此 の言葉は 問題的であり有1' ，なものです o そして その感化はnjf r

に嘗時に於げるのみならす百年後に於でもなほか つ大 な る ものがあ ります o 論 より 誇様、

|攻洲大戦直後のドイツの表現i辰に於て見出す事が 出来 ます D 此の| 副( 前頁) の県 中のは

その一例です 。

只 今 ゲー テの話を持

ち1:11 しまし fこが . 現 代

に於げる 濁逸 f15ーの文

豪と言はれるゲルハル

ト・ ハウプトマン o ｾＩｊｩ＠

{f 、誇張する人は. 現

代に於りるゲ - テ?ピごな

ど〉申して居居4 ります。

H  

迎八7仁こJ折斤は ドイ ツでは

殆んとど. 金岡的に市帆兄つ? 仁こ

かの槻力が;6あb りまし7に:。

4彼1皮主は今から 十 官飴余年 前

ギ リシヤへ，綴妓行して師

関 してから其の紀行 文

「ギリ シヤの春J '‘" G巾 -

chi scher  .Fruhling" と

云ふ著書{ f 稜表 して居

りま す が其の 中に 於 て

彼はパルテノ ンに参詣

しに折その建築の威力

に監倒さ れに 心持 を 述

べてゐ ます。日 ¥ 1" パ

ル テ ノンの有4葉はどう

か。言って見るな らば 、

x  x  

bunftr ｾｴｗ ｵ 帥 ｩｮ ， ｡ｴｾ＠ ob tt1D4  sbtr Tit eau( tn， Tco 蜘哨何印

刷 n ba ab， ats man ｦｩｾ＠ tuieber iu aめttn anf1ng， febr llitl ｾちＨＤ

t' aufcf) tes llerfaOt tuorbm todre. 'J nb bocf) '  glaubte iめni めt，bat 

ed llitle gibt， bie ¥)on ben OueUen btr ｾ･ｲ｡ｵｦｴｴｵｮｧ＠ trun. fen 

geゅefen ｾｮ｢ ，＠ bie ｴｵｩｲｦＨｩ め ｩｭ 甲 ｡ｲｴｾ･ｮｯｮ ibren Urfprung ｢｡ｾ･ｮＮ＠

8i e ber l)J arttenon ｩ･ｾｴ＠ ifl ， fo ｾ･ｩｾｴ＠ (t ine jiormel: .1erafl 

盟L 宣q 巴J 豆並on ifl bie jtra代 fafl bis lur むrobung，｢ｴｾ＠

笠ＡＡＡＨｬ ｊｾ｢ｩＶ Aur ｾ￤ｲｴ･ ･＠ aefteigtrt. Di e <Spra伽 btr Ij ormen ifl fo 

btfl immf， baf iめni ゆt einmal  glaubfn fann， t8 fti bu崎 bie fr幼ert ，

buntt ｾ･ｭ ＼ｬ ｬｵｮｂ＠ ibrem ｾｵＶ｢ｲｵ､＠ etto<l 8  genommen roorben. 

:Jcf) belbe ba6 ｦｬ め ｲｯ￣ めｉｩ ｾ･ @)ritめi f l mn，bie blutlofe ｾｩ･｢ｴ＠ .u 

ci ncm blutlofen @)riec専問tum niemal6 leiben mdgen.  .  ｾ･￰ｾ ＼ｬ ｬ｢＠

fcf) redt td mi めauめ ni めt ab， mir bit borifcf) en :t empel  bunt 

unb in einer fur manめe ｾ･ｧｲｩｴｦ･＠ barbarifcf) en m3ti 代 bema(t 6u 

btnfen. :J a" mit eintr gttoiffen e cf) abenfteube gdnne ｩ め ￓ ｉＱｾ

Ten ｾ￰ｲｴｴｩ￸Ｆ ･ｮＮ＠ :Jめ nt bmt ω ，t' ，4b bt m 4rttitt伽 ni (i伽n
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其の法式は力と般 ｩｩｬｾ ! 共の力は殆と威噴きに まで . 共の般市j' fは殆 ど苛酷に までJ e云って居

ります。永年間れてやって来た:老文豪の感激思ひやる べ きです o 所がf皮は一一三月に聞を

立って 同 月にアテネを訪れ 、ぞれより五月に掛りて「ギ リシヤの春」を心ゆ 〈まで抑)! (i.し

ながら放を続けにのでありますが一一: ) ; l : の放も終りに近づいてスパルタを訪ねる途上に-

Wf の宿 屋( 掛茶屋 ) へ立寄る事となりま す。然るにその宿屋は 、彼の記述によれば 「歩 〈と

制; ュラ ユ ラ動寺 、茅茸の屋線を支へて居るのは細い木の柱で . 二階の床板は示会のやう

にilJi .< 、而j も指の太さ稗. の隙間カ: 閉し 、てゐて下にゐる連中が司見かれる」 と云ふ有機でしに。

所で 、諸 煮、ハウプトマンの言葉によれば、この宿屋は「何とな く自 よる品がある」と云

って居りますよ 。諸1j i-- 澗巡のT 相 ヒットラ ーは今やあらゆる反調逸的な書 物 を焚き梁て

ることにしにと云ふことであります 。然かもそれは今 日此の 日です 多分今頃は伎んにや

って町一るでありませう ロ若 し日本にもヒッ トラーのやうな 勇ましい大 |でが就任しにならば

lH: のハ ウプトマンの日i-物の如きは多分火に投せ' られる ' ]f にもなりませ う。清擦は之れこの

通り ! 原文を御覧下さし、。

私は此庭にアン夕、 {

ラインを引きましに t;;

悲1'[[ 保慨の徐り思は今

ギユツとやっ 1: ので、

「日本の」といふ所が抹

7止されさう になりまし

1: 0  ( 笑聾) 私は先に

rHミ板は セン ベイのや

うに」と言ひましにが

原文では「オブラ ー ト」

と書いであります。「笑

韓〉 きて 、今や時はめ

tmfめt. ｾ釘ｉＩ ｩｭｭ､ Ｘｨｬｾｴ＠ tn ri 附 f4f 11l 1r i 伽eI Ut . 制odi Bt

91bb4ngt in ￞･ｲ 説 Ｔｾｴ ， bOn ｏｬｩ｢･ｮｾｑｩｮωｫ 伽 ｮ￞ｴｮ ， ｴｲｦｾｴｩｮｴｮ＠

4uOgtbrQnnt. 

ＮＮＡＡ ｾｦｴｾ ＺＧ ｾｾＡＮ 悦 ＡＮＤ｟ｴ ｟ ｾｑｴ ｟ｾｾｾι 泊齢輔氏 ｾ･ めｩｉＨ￞ ｑ ､Ｉ

ｅ 担 ＡＮ Ｎｍ Ｍ 伽峨 ｩ￱ｾ ，ｮＮＮ部内Ａｬ ｴＮＮＮＮ ｾｬＧｦＮ悦 ｟ ｴ￐ ｬＡ ｟ｬｬφ 叫守骨
組ＧＡｬＮｃ ｾ ｾＡｾＡＡｾｾｾ＠ g! 附五 Unt mrtingtln Tit mdT側 仰rTt mit 

ｩｾｲｭ＠ ｾＴｬｩｩ ｬＶ ､ め ｴｮＮ ＧＢｾ "i) it ｴｲｩｮｦ 作 ｯｾｴｮ ｾｴｾｲｴｲ＠ QUI 8pQrtQ babtll 

unO ､ｮｧｴｾｯｬｴ＠ unT ｾνＢ “ ｲｭｴｮｴ＠ unttn i m ea向immtr. 思 ir

"' trTen in tin ｯ｢ｭｾ＠ gi mmtr ｧｴ 何 ｾｲｴ ， ｾￚｉｬ帽官、 ｷ￸ ♂ ａ 岨蝿ＭＭ

･Ｎ ｾ ｾｾｴｾ Ｎ Ｂ＠ s.'!.T' Ｎ 均 ｲ Ｎ ｾ Ｎ Ｎｦｴ ｲｵｊ ｾ｢ｉｴｩｴ･＠ ｾ｡ｾｴｳ Ｎ＠ lt D 偽 印 刷 1 & 似 凶

fdnne_n I¥) jr '" ｩ＾旬以 ｾｲｴｭ ｾｩｉｗ｢ ｬ 愉ＮＮＮ ｾｴｲ＠ ｾｵｲｩｴｲ＠ trdgt e;n  

tJn1bfldd auf. :J nTtffm flゆn>dgtn Tit 刻ugtn unT rubtn 6U9(ti c{l 

i m fnngtn ｾｬ￣Ｂ･ｲｧｲ､ｮ＠ tinel ｾｑｐｰｴｬ ｢Ｔ ｵｭ￘ ，＠ Tt 鳥 加m bれOm

19inTc ｢ｴ 削 ｾｧｴ ， fenfritl t t r  etrQtt ftめ倒的 unT rQuflめt.

mQd)Tt m ft) ir ot，tff' tn 加b m，f Ubcn tDir 4uf t t r !l3tranT4 

ω 日 般i j t l>僧句宮崎 t t a . .  Ct WI l 凧 f伽 時u Tv 仰"

1: かも春五月 、プルノ ー・ タウト先生は「 日本の春」を 心ゆ〈ま で味はれて居られる次第で

ありますが . 師園されたら 、筆まめな先生の事?ごから l吃度又著書が出来る事 と千1"じま す。

言は- . ; "J旦panischer Fruhl ing" VOn  Dr. Bruno  Taut なんでい ふ ものです ねo 共時に先

生が「日 本的」なものについて如何なる解傑を下 されるでせうか。吾 k は此鈷を只今から十

分取視する 必要がある と思ひます。 ( 笑聾 ・拍手〉所で私は先生に一言御注意申上 げたい と

思ふ事があ ります。前掲のハウプ トマ ンの文章 にスパルタと 書いでありましにら スパル タ
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は彼にとって閏より慣れの地です。さて御承知の如〈ス パルタの武士は非常に簡軍明瞭ぞ

が ｊ ん ｲｾＧ ものでありまして 、 由来スパルタの土地ラコ エアの 地名 から特じ＿こラコニツ シユと

云ふ言葉は簡軍明| 原と云ふ意味になって居ります c さう云ふ意味に於て日本的なもの〉有

つ第一の特色はラ ョニツシユ? ごといふ事です 。ついで乍 らこのハウプトマン の 「ギ リシ ?

宇 品ν

の ｻｾｊ はゲ ー テの「伊太 利紀 行」に 比せられる程有名なも ので・す。そのス ケールに於 Ｗ ｊ Ｚ 裁

はゲ ーテに及ばぬまでも、その哲i早的な深みに於てはゲ ーテ以上ではないかと思は れますご3

州共の最も敬服すべき貼は 、彼が古代ギリシヤの文化に射して、わりて その前11話 喝 し

て深い理併を 有ち、之 を新しい併障の下に取上げて. 文化批評をやっ て居る事でありま寸4
。; 司

来しも誌に一人 の 削 人が あっ て日本の文化 洲 本 的 に 理1れ よ う と す る な 収 刈 ザ

日 本 の 利 Ｑ 訊の精神から ＯＫ Ｇ， 設しなげればなら ぬ 廷であ ります 。 日本建築に就てぜ全Ｈｾ様恒
悔

すD そこで私は古事詑か 1
1
から 此底に示す やうなー飾付{ 介いたします 。之は悶 川 雷管

• • • 
V 象徴的な詩でありまして、必

十しも建築そのもの〉言E鍬とは

言へぬの でありますが 、能< 1味

はって見る と、なか なか味のあ

る一節で あ ります 。然かも注意

すべき は之が雄暑天皇の項に出

て居るといふ事ーで‘ す。建築術の

上に最も多〈 の問題を遣されに

帝の項に1-11てゐる とい ふ事は十

分問題にする伯値があるのであ

ります。此の詩の椅前I1
1は即ち前1

1

耐建築の精胸1
1であり、やがて茶

室住築の料j' ;IIl IIで あります。 しか

もなほ其れが我々 モダ ン日本のア ーキ テク トの精 ;1
111

1の中にも 何) i J f かにひそん でゐる と私は

考へるのであります。( 相手)

×  ×  ×  

今 言 つにやうな日本的な 一 一つま り ｊ｡ｰ｡ｮｩｳ ｣ ｨ な ーー も のから更 にもう一 週 Ｂｊｾｾ 西洋の

世界に時じて見ませう。恐ら< =1まから 、そして陥洲大戦以来近年までも、西洋人が護表しに

所の多 〈の建築様式論を見ま すとヨーロツパ様式とは取りも直さすユゴチイク様式fごといふ

主張が見られます。共の中でも特に濁逸人などの書いて居る所を見ます と、「ゴチイク」そ

れは取も直さすドイツ的〆ゲル マニツシユ) な もので ある と云ふ意気が窺はれます。例へば

ヴエ J 1 フリンと云ふ美術史家の建築様式論、特に「イタリ ア友 ぴドイツ的形式感」 、或は

一時批界的な センセイシヨ ンを惹起しにシユペングラアの「西洋の波落」或はグオル リンガ

..3 9  V I  



アの「 ゴチイク の形 式

1m題」或は カアル・ シヱ

ツフラアの「ゴ チーク

の精耐IIIJ な ど〉いふ手i-

物 を通じて見ま すと.

ゴチ イ クの本来式 こそは

ｾｾＳｾ 主的精 や Ｑ Ｑ の殻現であ

ると云はんばかりであ

ります。 fこしかにまに .

ぞれは首肯される事で

もあります。こ〉 に映

しまし? こ沼買は約十年

前 lこ州予ld こ、そして賞

にその昔時のモダ ーン

建 築であつに所の澗逸の ストウツツガルト停車場、 それとゴチイクのものです。 如何にも

共れ等はドイツ的宇ｾｩＧｦｦ， ＱＱＱ の も の です 。言 は Ｇ＾ Ｑ ドイツチエ ・ イデオロギー酌建築報式」とで も

宥 ひ度い所であります。ゴチイク、ロ ーマン減、表現i氏。之がかつてのド イツ的 な様式で あ

り まし Ｑ］ 。川がやがて新しい控訴 Ｎ ｾ ｴ ｬ仰が現れて来まし Ｑ］ 。 フランスの ｊ ｴＮＮ ・コルピ ユジエの 如き

天才建築家が「建築は作むf . bの機 械 に」とl' 山政してしまっ? こ の です。i ' f ては事術 と云 ふや う

な ものに とっては相反的な要素Tごと考へられてゐ仁所の品仏が積緩的 に導入されて、 建築

V' 40 

概の上に於げる 言 は Y コベルニ クス 的特 同が行は

れ?このであります。此事 について は今夏事新しく

1"1
1す必要はありません。とにか〈西欧の新建築は、

それ以来非常な特向を示 してゐます。しかも聞〈

F斤によればコルピユ

ジエは少なからぬ暗

示を日本建築から得

てゐるといふことで

す 。 ｾ の潟 ｊｬｻｻｦ御賢

下さし、。之 を見ます

と、 コルピ ユ ジェ の

行き方と日本の古 い

技術的様式と の聞に

は必すもや闘聯がめら



うと云ふ推測が起るでせ う。次にもう少し雌貨な公平 な材料を鯵げ て見 ま せ う ーーと云 五、

のは、私が日本人? ごから、 日本の建築を.ift 美す ると 云ふのではイIIHこもなりませぬ。叉同時

に フラ ンス人以外 の人のものを です 一一之は Paul Nas h とい ふ英国人の喜い仁、市も撞

築専門の審 物とはおい趣をよそにした「書 物 と部屋J "Book  and ｒ ｯｯ ｭ Ｂ と 云ふ ｉｉ ｾ ［ 年出版さ

れた書物中 の一節で あ ります札日キ; の室内 とモ グ ン・ フランスの室内と は非常に似て 居 ると

云ふことを述べて居 ります。 此の書の他 の箇所にもいろいろ 日本の事を述 べて居 ります。

無論然うにからと云ってやIJ も別 に悦ぶ必要はありませぬが. 兎 にftJ之れな どは第三者とし

ての公平 な見方で ないか と考・へ ます 。つ ま り、あの lE k しい ドイツ的桟式より は 日本の「制

い桂、うすい} ぷ」の方がモダンでシ { クTごといふ事になるのであります 。

x  x  x  x  

i活の初 めにあげ ま し

Tこ、ヴイオレ・リエ・デ

ユツクの建築 観に暗示

される が女n< 西洋流の

建築は由米 、石や煉瓦

の建物 か ら始まつ fこも

のです。ギ リシヤ の大

理 石 . 議馬の コン クリ

ート、中世紀の煉瓦、

乃査は近 代の銀筋 コン

クリー トにしましでも

要するに それは 「壁の

建築 l であ ります。近

it ｾ＠ noti ceabl e 也at 也.e m側 succ偲f UI mode m 

interiors are dis也19ui shed byausteri ty rather than 

exuber ance. bakawHer ber t  Read，di scusshz 

_  ｾＩＮｬｾ Ｎ ｟ ｾ｜ｬ＠ ｨｬ 住 ｌ 思 Ｂ ｡ＮＮｮ Ｍｾ 信仰占 Ｚ｜ｅｌｔｚ ［ 両説、五雨前
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駈 ､ω て ｭｯｯ とＺｲｮＮ Ｎ ｟ ￬ｾｾ 説明・ ｔｨ･ｲ･ is， of  .course， 

ｯｮ･ Ｂ ｧｲ･￡ ｲｾＮ ￨￭ ｩｓ ｰ￥ｮｴ� ，ゐ ｲ ， whereas the ] apanese 

r oom 18 出e expressi on of  an unVaIγi ng tradi . 

tion， our r，∞ms  are， and will al ways be， the 

頃 よ〈 言 は れるドイツ 諾の Ｂ ｍ｡ｵ･ｲＭ ｢ 乱 ｵＢ です ｯｾ Ａｩ￭かる先行 ￭￡ｈ 牛の下 に 般 然 ｦ こる 構迅戸理 論が

成立して居 ります。所 が今 日、 斯界には師 に餓 筋 コンクリ{ ト iit なる もの に封 して疑惑 の

念がか もされかげに のではな いでせうか。尤も 、私が今 こんな事を qJ しま すと、 鎖筋 コン

クリ{ ト構造な るも のが米fご脹史的の許悦さ へ も経ないのに料卒にも 、何を タワケ1: 耳H '

申すかと 言 はれるお方も あるかも 9，11れま せぬ。ヵヘ 少くとも鋭筋 コンク リー ト構造が人類

の辿 1:)7;'部 、?こ:lt1後 のものにとは . どうしても考へられな いのでありま す。H佐、今日 は まに

それ以上 によい構造が見つからぬから 、暫 〈は其れを勉強するのでー す。 とにか く営々は従

来さう云ふ壁帽 建 築の原理 を一生懸命に勉強して米ました。之れ に劃 して吾々 日本人は一

方に於て古代から の木遣建築 一一制 し、棒金創立てる構逝一ーを有って居 ります 、所が近頃

新しい一 つの研坑題目として 「乾燥式の組立 て建築法」 なるものが唱へ られて居ります 。

Nj '; il'] "' 1‘ rocken- mont age- bau" です。
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いつ fこし、今日のコンクリートの縫物の寄命が終つに時にそれを取壊すのにはどうしにら

よいかと云ふことを .吾 k は今から考へて置〈必要はないか。枇舎が進歩し‘ 人間の生活力2

9 化し て司王7二場合 . 何時までも不媛不動の鍛筋ン コ クリ{ ト の糠式の硬い殻の 中に閉 ぢ部

められて居るのが幸繭であるか。若しも歴史的現賓が建物を改造乃至解消を要求する場合

には共の建物を遠慮な〈取組:i して、吏に新しい建物 を建て れば可いぢゃな し、か。斯う云ふ

風になって来て、恐 らく建築技術に j冷ける 所の最後の幽径は J以除かれよ うとして居る ので

あります。ではその最後の幽誌とは何か。それは建築に劃する永遠性への信仰. 即ち「記

念同性J ( モェユ メンタリ テイ) とでも 言 ふべ きも ので唱す。連築がH: U' 1こめの機械で あるべ

きな らば 、機械も亦古〈 なって不要になる事を考へねばなりますまい ュそれ には在来の慌

関本位の建築は却って不油ｾ Ｎ ではないか。そこで、組立式 の 建築と云ふやうなものが純米

の建築の方向を暗示するものでないかと考へます。丁度我 k の 日常の新聞や維誌がそ の役

目を巣せば・直ちに片附けられ、又は惜しげもな〈梨て去られるやうに 、建築物も共の使命

を巣し7こならば . 遠慮な〈改築さるべきです。今後は其} i J f まで徹底すべきではないかと考

へるのであります O そこで将来は建築構造事に封立して「建築解消事」といふ討在庫が出来ま

せ れ ( 笑聾) まあ. とにか〈、私は斯んな宰惣を? 夢みつ〉こ〉に一つの公式 ff 考へて居る

のであります。それは l明治以後の日本人に耕せられ* 1こ所のテーゼ k して の西洋式「壁鵠

建築」。之に封して反デ ーゼとして日本古来の木i 7 i の「組立建築」コそして綜合テ ーゼとして
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「乾燥式組立建築」です 。斯んな

Z蓄を考へてゐるうちにもう- )!ill

古い我々の祖先の心持が何とな

¥ ＧｉＧ ｾ ｾ かし〈 忠 ひ 出されて 来るの

であります。といふのは l防長lリj

の方丈記です。

聞より鴨長明は山の中へ遁越

し? こ人生の敗者です O しかも彼

の建築と、そ の建築観とには、膳

史的に見て前に古車ー詑のあij 刷11が

あり 、後には 、やがて起って米Tこ

所の茶袋の t1t 界があります。 j j

丈は 、雨111家の手によって凶帖宇

茶席となりま す。之は言は Y 今

日の所調「生活最小限の住居」視

の先踊 とも 言ふベ 〈、叉古人の

を1: 底に3討する態度の方が却って

現代人の新聞雑誌にませする女n¥ 



ではなかっ fこかとさへ思はれます。尤もそれは 、言は- ，; rルン ペン的」であっため'で〉今

日のやうに枇合的乃至合・理的でなかっ 1: といふ矧に 問題はあります J

×  ×  ×  ×  ×  

此遊 の ｊ ｩｊｦまで ｙ 今 ｉＡ ｾ 己 申上 げにい事は Ｍ ＭＱ Ａ 色つ 〈しにつもりです 。がえよ ｦ ご 時聞が少々ありま

すから結論 を含めて少しくつヲけさせて いに 、ずきませう さて私は、今i犯の話を「建築と

はや'J か」といふ311題から始めまし1: 。ぞれがア リスト テレ スの「アル ケー」から 、口{ マンほ

の「棟、れる ff 然抑」となり 、遂に現代のr l t : む機械」となっ 1: といよ、次第です。其の他多〈の

エピゴ ーネン主主は儀 k の定義{ t >下 して居りませうが 、結局斯様な風にして「鐙築とはイI'J ぞ

やJ e 云ふ問題は永久 に流動して ゐ まし? 二 。最後の「 イデア」を捌んにと忠つに時には 、も

う事賓として の建築は その「姿」ぞ鐙へてしまふ のです。それが歴史fごから 、 それでよ いの

です。しかしそれでも. { r r J /J' . bっと悟史を1 ' r <  r建築籾」はないものか。 としづ、最後の期 待

がタ返ります。貨は数年] I Ii. 私はそ の:tJi で色々暗中模索診致しまし仁結浜、偶然にも弘の此

の期待に時々合ふ所の百;!lli{t>一つ殻見しに のであります 。 それは有有i1才名y古1なカン トの 「純村料2理

性J批t比tじMけflキ|ドれ、1山 |

人の理 性の自爪祈円百今き 3を? 建築術に J槻反へて考へてゐます 。即 ち彼はill 築術 を以て 「組 織の技術」、或

は「開系 の技 術J と提案してJ t る のであります。尤も近頃ではカントなど' ) I合に 附すと 1M

7ご御念論の家元か」など〉 言 はれて、或 人k からは頭ごなしの有様ですが矢張り大哲カン ト

は流石組爺ぢ やわいと考へさせられる所もあると いふ わけでもす。大分語弊もありますが 、

イ ｉＧ ｊ とはなしに 、 下世話 の「 仰つでも捌」とかいふ諺が思ひ ｾ ｕ されます 。〔 笑聾 Ｉ さてこのカン

ト の 言葉からでありますが 、 吾 ｫ は建築術 の ｬｩ Ｎ ｜ｪ週に闘しましでも日本文化といふ ｾ ｊｦ につ い

て、探〈自ら刷みる要があると存じます。先に 、日本の建築が西洋人に教へる所があった

11111 I しましに。それは吾 k の札l先の脳で- す。しかし吾 k は之について決して甘へではなら

ぬのでです。成程日本人 のやって来仁川は 、時には西洋人に教へる所があつにかも 9: 11れない。
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はなかった。間動的では

あっても閥系的 ・組織的

ではなかった のです D 然

ういふ貼で吾 k は大いに

gEj i芋人から製ぷ必要があ

りはしないか。特に閥系

組織の天才である所の制

逸入に壊ぶ所がありはし

ないか と思ふのめでります。誌に今lぬ現代ド イツ の最大鑑築家の一 人プルノ ・タ ウ ト先 生

を迎ふる に首っ て特に その感を強 くするも のであります。

2さ惣が終る と話が少 k 現質的になりましに。本音が出fこわ りで- す。ま めこの溢で以て仰

勘刻i { t >刷ひ ? こいと 存じます。 ( 拍手 J

( 註〉 挿入の闘版は岱夜幻燈にて示したものと同ーの箆民である。
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日 本 に 於 け る 折 衷

主 義 建 築 の 功 繭

村 藤野
五

口

Ｂｦｴ 今司合者か ら 私がむ「てロシヤに参りましに時にロシヤの建築を研究してうｾて、きうし

に建物が今度御堂筋 lこ問来ると云ふや うなお話がありましにが、御承知の虫fI ( 日本とロシ

ャと は経桝 ｪ 毛 の 他社合機構ｾ異にして居りまして、 そ れ等 の依 件を異にして居る閣から我

k が何 を侃っ て可いかと云ふことは頗 る疑問でありますし. 又大に研究すべきことであ ら

うと思ひます。併ながら私が今 ｈ 員 ｾｪ､ ・話し申上げたいと思ひますことは Ｎ そ れ等の間出では

あり ませぬ 過去二十年間我々 の同波及び先輩逮が日本に於てなされた所 の民のちf力に封

して倣立と It ]同ーを以て共の業績を同船し、同時にそれ等の努力が将来日本の新しい建築金

生むではないかと云ふ私の考への下に今11免の題目を選ん fごのであります。( 伯手)

私は1'f てフランクフルトに参りまして . 御承知でも ありま せうが、今の ノイェ ・シユグ

ツト 、即 ち首時の ノイ エ ・フランクフルトの編制者ーでありましfこガントナ ー氏にあ・闘に掛

かりましに際. 私は其の時はあちらに居りまして知らなかったのでありま すが、ノイト ラ

氏 が 日本に う い朝されて首時集 めら れ ｦ こ 色々 の文 献をガ ン トナ ー 氏に主主 ら れて 、 共の雑 ｦｻ ， ｾ Ｎ［ Ｑ こ

il長せ られ?こ のを私に示され 、日本のi J rしい建築の傾向に付て色 k e，j{; されにこ とがあ りま

す。私はノイトラ氏の来朝に依って日本に新しい傾向の建築が起り 、又現に起りつ、ある・

とぶふことに付て世界に共の存在を会11 られ? こことに劃して非常な敬志を拶1¥って 1舌りますが

それ等の 析しL 、建築が何故に日本に起つ? こかと云ふことや 、日本の折衷主義鐙築の事など

に付て 、 タウト氏の御来日反を迎へ? こ今夕 、此庭にもう一度巾上 げる機合を得 まし?ここ とは

私の非常に光栄 とし. 同時に諸 Ili にも共に 此の光栄に浴 して誠 事Tこし 、とイIーする 次第であ り

ます。 ( 拍手)

そこで私が折衷主義の建築と qj します のは 、過去二十年間、即 ち大正の 中期か ら今 日ま
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で引棋い て建 て ら れ 、或 は 建て られつ〉ある所の各闘の様式を採つに建築或は其の後日本

に於て失第に特化しつ〉ある所の主としてスタイリツシユな建築に付て三あります 。

御 承知の如 〈日本に初めて様式的な建築が入りまし? こ のは 、欧緑巴に於げる Ni 謂折衷主

義の建築: が行 はれに時代からであ っ? こと私は承知して居ります。共の後円本の建築は色 k

と賢って来まし7こりれども 、共の日本の匙築なるものは、私のぞ八では共の時 k の外岡の

ZE縛を受付て質化 し? ことは想はれないのであります。即ち 111正の建築は 日本絹自 の枇 併 機

構と経済的要求の下に鑓化して居るのではないかと想像して居りますが、此の考へは或は

誤って居るかも分りませぬ。御承知の如〈折衷主義なるものは各岡とも| 格 k 十九世紀の終

或は二十世紀の初頭に於て其 の 命'1辰は絶えて居ると私は思 ふのであります。又歴史は我々

にきう告げて居るのであります。[ 11主共の例外として、イ ギ リスが今日も緩 ほ折 衷主義を保

って居るのでありまして、是はあ〉 云ふ停統を向ぶ間柄として首然でありませうが、それ

きへも次第に其の命脈は絶えつ〉ある のでなし、かと思ひます。然るに術ほ例外としてアメ

リカは長い間折謀主義の建築がnはれて居りまして、 今 日に 於 ては梢 k 湖 、 併の影響を受

けて幾らか折衷主義の何i向から離れて居 るで あ りませう が 、共の似本 に於ては依然 として

折衷主義的であります。1 1 1 ' し其の内孝子或は其の傾向の動き方と云ふものは、主として経済

的な、即ち私に言はせれば、非常に唯物的な傾向を辿って嬰化しつ〉あるのでないかと思

ひます。日本の建築も亦一般には折衷主義と云はれて居りますが 、是は所・511便J' J : 上の名郁

であります。 "11:今も rl 'IJ 二げました泊 L 毘 の折衷主義なるものは既に共の命脈を絶って居

りまして 、日本の折衷主義なる ものは 日本湖特の方法. 日 本調特の質化の仕方に依って今

日まで鐙化し或 は建て られつ〉あ るのではな いかと私は想像して居るのであります。

然るに日本の折 衷主義の建築なるものは今日まで新興建築家諸君及び新興的情if，ll l に燃え

て居る人 J ーか ら非常な非難を受付て居つにやうに考へます ー即 ち共の 傾向 のj訣れる貼を数

k 指摘され? こことを私共は日常耳にし或は色 k の文献に依って知らせられて居るのであり

ます コ惟ふに是等の考へ方は 、過去十三四年*1私 共の皐，生時代の頃か ら勃興して米?こ所 の

所謂建築革命の思想. セセッシヨンの E 想、なるものが拶・校教育の一般的方針となって 、共

の腰史 ｾｩＺ の教程の上に非常な費 化 を興へつ〉、ぞれ等の， ｾｪ 生を今日まで教育して来 ＱＭＧ 馬で

あらうかと思ひます。然るにそれ等の思想、ぞれ等 の紋育Ｎそ れ等 のｾｾ 問的 立場が 以して

日本の貰怖iに即しに批評を我々に興へて呉れにであ らうかと云ふ ことを今日に於て考へて

見ますと、私共はE摩F

であります 。兎も角もそれ等の思 想、と云ふ ものは最近に於て 一 商には3文た重喜き的な或はI所珂百計訓i目1枇

舎的な側面的影響をを? 受げ て. 可なり酔〈批評され1=様 に 思ひますが、果して それ等の批

評が遡首で あったかどうかと云ふことを --f!Il¥険討して見る必要があるのではないかと考へ

ます。それは買 の新次建築なるものは斯犠な批評或は斯犠な考への下に決して起り得ない .

若〈は起 る べ きものではなからう と云ふ私の橡感の下に私は之を申上げるのであります。
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そこで先づ第一に私の考へを元 lこ戻しまして 、日 本の折衷主義なるものは果してど う云

ふ似態にあっ fこか と云ふことをもう一度諸君と共に考へて見亡 し、と思ひます r 而 して私は

之を仮に功利的な方面 L 我々の間売に抱!八 、感網に担!へ る問題との二つに分りて考へて

見ゃうと思ひます コ

: c y ) 利的な問題に付て之を叉仮に 三つばかり に分 けまして、円本の析哀主義の建築なるも

のは近代生前と相手長れなかっ 7こかどうか一一 日本の折衷主義の建築なるものは純情機構及

び利便即 ち便利さと相容れなかっ? こかどうかーーーもう 一つ円本の折衷主義の建築なるもの

は其の機械的設備及び近代的な色々な内部的設備が訣げて届? こかどうか、 と云ふことを考

へて見ますと 、私 は是等の僚f ! l " 1ま完全に備って居るとは申し銑ねますりれども 、最近は可

なり立仮なもので、共の設備なり或は其の月j 途に封して大関; t r ) とげる所はないと存じて肘り

ます。而l して是等三つの僚件と云ふものは 、取 りも直さす・我 J が々 モダ{ ンな ーーと育ふと

詩併がありますりれども . 所111新興建築に求める 所の僚件でありまして、我々は新興建築

に封しでも同様に是丈の僚件は初日' べからさ' るものでるあると云ふ意見を有って居るので

ありま す。何も mして日本の折衷主義の建築なるものが是等の僚件を具有して居るとする

ならば 、 ぞれ等の建築に封す; rj) 利的な JJC難をなし得る徐地は無いやうに考へ られます。

で. 是は私が外閣へ行って見てか らの感想でありますが 、私は骨て佐藤rj) ー先生に向って

日本の折衷主義の建築は世界無比であると云ふことそ ｉｴｾ 上げにことがあります。ぞれが 果

して最も優れて居るかどうかは問題でありませうりれども 、 少〈 と も我 ｫ の 同僚及 び先 ｾ ｭ

主主の窮されに所は左程誤つに途を辿って居るものでないと云ふ こと を私は熱 k と考へて)Ji

ります。欧米へ行かれ t:: お方は御承知でありませうが、アメリカは特別の事情があります

から、除外し、 t: しまして. 肱羅巴に於げる如何なる園の建築に酎比しでも 、共の功利的方

商の結に於ては 日本の建築はJたして扶げて居ない 、少 しも遜色は無いの でありまして、 是

等の黙 に於ては今後と 雄もー居稜展するのでないか と云ふやうな彩、は考を有っ て居るので

あります 。即 ち唯今申しましt: 所へ私の考 を進めますならば、今日までの日本の折衷主義

の建築なるも のは功利的方面で・はあまり 批難する徐地はな からうか と存十る の でありま

す。そこで熟 k 考へて見ま すのに、 走等の建築に劃する批難と 云ふ ものは主 として蹄克的

方面、我 々の感闘に於げる批難ではなからうか と思ふのであ ります。併ながら此の動に於

ては日本の所謂新しし、建築、新興建繋 e Mせられて居 るものに付ても亦同様に批難せらる

べきではないかと存 じて居ます。( 拍手)

そこで更に話頭を特じまして 、然らぱ建築の美 と云ふ もの は どうかと 云ふことを考へて

見ることが必要であ らうと思ひま すO 是等ーの美 に付て我 k は色 k の} j 面から教へを受り 、

共の訟を 聴いて居りますが 、 そのうちから弘は 、誌 に、便宜上或書物の中から之を抜不L 、

たしますと、建築の美は第一 rjJ 利的結果から自然に生十るもの 、第二1) ) 利的局限の中で意

識して求め仁美であり 、第三 は表現の美であると云はれ 、叉之を柏 k 所謂イデオロ ギヶ的
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に巾上げるな らば 、即ち尉: 合的或は階級的と市上げても可いで あらう と思ひます。共の他

色々と考へられまぜうが 、先月玉の美の考へ方に付て考察して見ますのに 、 それは主 として

主観的な問題 、建築それ自身の美の目撃的な解搾ではなし、かと思はれる こと が多いの では

ないかと存じます。それならば我 k が之を美と感じ. 之に劃して一種の感欄を費えると云

ふ ことは 、 それに封立しに或ものがあるべきであります。例へば誌に能〈磨かれた床があ

り、或は程好く暖められ1=部屋があるとして、 それに到して我々が美を感十る と云ふこと

は、共の封立するものとの聞に 何等か測定すべき ものがないかと云ふ こと を感す' る のであ

ります 。叉私は此の喰達ひ 、此のfH立するものとの聞に於げる作用を今 日何等かの方法で・

現す必要はないかと云ふことを感する のでありまして 、是は即 ち経済償値 として現はれて

mるのでないかと云ふ風に 考へますと、私カ;1象て考へて居りました商業的な、経済的な位

仙と云ふやうな問題に陥れるのではなからうかと思ひます。例へば菰に非常に装飾をされ

1=建築があるとして . 我 J々は建築は装飾するものではない、械で可いものにと考へて居る

と(限定し、叉別に装飾のあっ fこ方が可い 、接的i を施すことに依って 、それ等の建物の似値

を増し、所謂大衆に射して其の酬心を喚ぴ起すことが出来ると云ふ風に考へる者がある と

致します o 其の場合に装飾が無〈してそれ等の的値が多くなれば、 それは我 k の理論がI [

蛍であります。併しながら若し装飾が無い昂に、それ等の回filt が大衆の闘心を喚ぴ起すに

足りないとするならば、 それ等の建物 は来して伯値があるや否や今日考へて、疑問であら

うほ、ひます。果して それが慣値が無いとする ならば、是はセセッシヨン以後、即ち私が

先刻も市上げましに建築革命以後に養はれに rfr の建築的な思想、の下にそれを言ふのではな

いか、私が認に申上げゃうとする のは 、即 ちそれ等の装飾されに所の建築が可いか悪し、か

と云ふことは今日非常に考へるべき黙ではなからうかと存十るのでありま す。一般に是等

の建築は可げない と云ふ ことは我 k の進歩的建築家、即 ち新しい思想、の 人達の通設であら

うかと思ひま すが. 問題は叉共虞に非常な複雑さを? 刻lへて来るのではないか と思ひます。

( 拍手) 例へば認にコンクリートに石を H占り付り?こ建物があ り、 それが ローマのスタイルを

真似て居る として 、新しし、建築家はそれに針して今日銭筋コンク リ{ ト 或は鎖骨の心を持

つ1=所の構i主に石 をth1j ¥l 付 けると云ふことは誤って居ると申しにと致します。 然るに之を

建てに 人は其の建築をするこ とに依って自分の富を世間に現はし 、それに 依って利j閏を得

ることが出来? ことするな らば 、果して其の建築はロ ーマ風の建築なるが故に惑いと云ふこ

とが言八るかど うか 今日非常に問題で あらう と思ひま す。さう云ふ風に考へて見ますと 、

経済問値、所謂大裁を 封象として の考へ方と 云ふものは無限に褒展を すると思ひます 。若

し其 の 利潤 の 針象となるな らば 、 我 ｫ はロ ーＢＧ ｾ一日にして建 て る ことも出来るし、 ギ リ

シヤか ら現代の建築 に至 るまで何 ? 建て〉 も発支へな いと 云ふ結論 に達しはしな いかと思

ひます。そこで是等の傾向を有って居 る所の 日本の建築に針してセ セッシヨン以後の今日

まで養はれ fこ所の考へを以て之を批難することが出来るや否や、非常な疑問ではなからう

かと思ひます。私の考へでは それ等の思想、は決して日本の是等の建築的傾向の中心を 突い
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? こ批評にはならないと思ひます。日本の新しし、建築家諸君は屡 k 日本の折衷主義建築に劃

して批難をされ、 ぞれを攻/ J 持されにと私は存じて居りま すが 、私自身の感じでは世人の考

へがどうであらうと色 、 兎に角それ等の批 ｾｾｴ は決して共の中心を突かない 、 叉それ等の批

評の如何に拘らす 、日 本の建築と云ふものは共の欲する 健に 、祉合機繕の命する僚に張展

し? このでないかとも私は考へて居ります。夫故に新しし、建築家諸君の議論は勤もするとロ

マンテ ィックでと云はれ 、直寓的であつにやうに云はれるのでありまして、私の考へを以

てしますと、 ぞれ等の思忽は決して中心を突いて居ない . 又それ等の思想、に依って . 日本

の建築は 、全然と は申しませぬが. 飴り多〈の効果を見て居ないのではないか 、今後我 k

はそれ等の建築に射して批許含するならば、今少し〈考へる必要はないか、我々 の新しし、

思 想 な れ 我 k の同僚諸 ，{-'，' t ; 有って居られる 所の新しい思想、な るも のは今少し く其の方向

を特換する必要はないかと思ひます 。そ れは飴り直潟的ではないか 、或は徐り多 〈外闘の

思想、を受入れ過ぎて居る のではないかと云ふことを私は熟 k 考へるのであります。

然らば私カ;nlf; 今市上げ 1= ｉ 高 ｪ 業白Ｇｾ ftfi 向に劃して今後どう云ふ風に進むべきか、恐ら〈建築

界は依然として 百鬼夜行のJ山岳を積りる のであらうと云ふことも亦一つ考へるべき貼では

なからうかと思ひま す。然るに今 日の広ー業界 . 企業或は商業上の傾向は次第に合理化をし

て無駄を少くする やうに進ん で居る ことは御承知の通りであります。是等の枇合的曙JT.

大衆の要求に劃して、 百鬼夜行の建築 を以 て民ー して之に lei じ得るや否や、今日までは出来

1=かも知れませぬが . 今後は非常な疑問であらうと考へます。そ こで今日折衷主義の建築

は次第に従来の組脈な j伏態から 離mt し、折衷主義の建築をなされる人濯が共の作品 の上に

漸次皐純化を悶 られ 、それ等の形を次第に改めて行かれつ、あると云ふことは注意すべき

ことでありまして 、是は決して新しい思想、新しい批評の側面的の影響ではなくして、白

から気づかれ、白から1 J 日拓され? こ所の 傾向ではなからうかと存じます。

以上私は大分折衷 主義の 建 築 に剖 し て好意を有ち、ｾＢ［ の考 へ方に劃して理解める態度 を

持ち? こいと努力して来まし1= し、叉さう云ふ風に私の話を進め て来1=や うに存じて居りま

す。是は和の話 の結論 で あ りましてＮ私が従来 の 日本建 築界の ｾｫ 態、或は先輩同僚諸有力［

篤されに努力の結果に付て染 k と考へて見ますと . 首然f t J i う云ふ風な結論に到達いにしま

すので. 是は必す・しも私一人の考へではなからうかと存じて居ります 。1JI: ながらそれにも

拘らす・私は私自身の此の結論に針して一つの疑を有っ て居ります。之 に封して完全に同窓

し得ない一つの観念が私には生じて居ります。的ち此の私自身私の結論に封して一つの疑

を有っと云ふことは 、勝て将来に於ける新しい建築に針して一つの疑問を投げ掛げて居る

ものと私は考へて居ります。もう一度 Ｑ Ｑｾ しますならば 、 私は前述の如き好意ある結論を折

衷主義建築の上に投げ掛りて来まし? こりれども 、此の結論に劃して私自身非常な不満を懐

いて居ります。此の私の不満が果して正賞 7よる道を辿るか否か . 今後此の結論がE 首なる

道を踏u ' でみらうかどうかと云ふことは諸君と共に私自身の今後の努力に侠つより外ない

と考へて居ります D 簡単ながら是で御菟を裳 ります。( 拍手〕



日本建築乞西洋

建築乏の関係に

就ての第一印象

ブ ノ レ ノ ・ タ ウ ト

通諜 J  里子 伊- 三二. 郎

大阪朝日新聞 /11止の御後援に 似て りま して、;.'t: tr ら日本の建築 と附雑巴の建築と の比較にイ.J"

てお話を致すことが出来ます の を非常に 光栄に存じます 。 j}j' し先つ' 以てお断り致して置き

Tこい のは、私は日本へ参りまして から . まに駄目に過ぎませぬので 、十分熟考し研究しに結

果を皆さんに御報告するまでの費絡 は無い ので あ りますか ら、共の鮪誕からす・御諒承{ t ' 願

ひます。

私は少年時代 から日本の文化に付て非常に興味を有も 、叉ウヰリヤム ・モ{ リス の時代

から 英園人が 日本に付て種々知って居ると云ふことに付て非常 に傘敬の念を有っ て居りま

しに 。即ち十九世紀に於て欧雑巴では一つの新しい草野町が起りまして . 日 本の華術 を? 模倣

し? これ或は自然物の形を新 らし〈見直すーっの新しい試みが行はれた ことがめりましに。

それは無論聴い意味の一つの遊戯的なも のでありまして、叉それが 日本にも及んで日本の

差t4i ffi ' に一つの動 きを輿へ? こやうに思はれま す。

日本の妻都障が駄雑巴の塾術に興へ? こ最も好い賠と恩はれる のは、自然物を非常に立仮に

塑術化して居るこ とで ありまして 、例へば海や湖水の7Kの助主或は流れ と云ったや うなも

(}) t ' 形のみな ら十色彩までも非常に洗練され? こも の として現して居ると云ふやうな結であ

ります 。( 註 、観世水、青海彼等. . 1 < )其の結に付て私は IJ 、さい時分から非常に敬服して居つ

にのであります。斯う云ふ風にして日本の重芸術は駄雑巴に大事な影響を奥へましたと同時

に Ｎ 臥争 ｩ をじか ら も亦 日 本に ｾｊ し て多 大の 影響を輿へに のであ りま す 。 即 ち 日本は 肱羅巳カ，

ら工E裂を l汲牧しまして之を非常な熱心さで消イじしつ〉ありますが z 日本の今迄の歴史が示

す虫nし支那、朝鮮の文化をよ〈放牧消化しにと同様に将来西洋の文化が日本に於て普週

的に泊化せ られる fごらうと云ふことが考へられる のであ りまして、肱ぷil:巴の新 しい文化 は
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急: 激なる襲撃とでも云ふ べ き強さで日本に持ち来されて あらゆる方面に念激な質化を起し

つつある のでありまして、例へば機械を動かすことに 依って色々な経化を起し、近代に於

ては各方面に非常に新しし、形轄を加されて出ります O 随って生前の構成上に於ても亦それ

に感じた新しし、盤、化が行はるべきでありま すが、認に起るべき問題は日本が外閣の工事を

取入れ 、それに依って外国と些も鐙 らない世界的な建築7 ! ; >今後持っ て行〈か 、或は 日本調

得のものを持って行〈かと云ふことで あ ります。所が日本に米て 、私が京者11や奈良を観察

しますと。日本に於ては侮統的なク ラシックな様式を多分に保持して居ると同時に近代文

化を惜績もな〈取入れて居ると云ふこと が看J&されます 。

我々駄羅巴人として日本に到して如何なることを寄興し得るかと 云ふこと を考へて見ま

すのに、恐らくは大して特別に寄 興 し得ることはないにらうと考へます。即 ーら日本の方々は

同羅巴に於ける事柄は審物などを通じて叉御 自身 の海外政行に依 って能〈お知りにな って

肘るこ と〉 存じます。我 kl ，: 次雑巳 人 として臥羅山の事物に劃して自己批判をする の と同じ

調子で日本の文化を批判しましでも多少共庭に相泣ーがあるかも分りませぬ。仮に日本の輸

出品である所の着物で あるとか 、所謂ハッピ ーコート であるとかを西洋の人に 着せると致

します 。 さうすると! l l i 米利} J I l 人でも l峨雑巴ふでも それが非常に日本的であると 云ふことに

於て珍重するでありませう 。併 し それを日本人諸君が御自身に御覧になれば、非常にi t J ' f 1S'

なもの として御笑 になるでありませう 。そ れと同様に 、我 k が日本に来て 、日本の土 の上に

ゴシック とかクラシックとか 、或は此の曾舘のエジ プ ト式の石柱とか云ふやうな建物が到

る庭に建って居る の を 見 ま す し そ れ が 縦令相官; 立仮なものでめって も、 それ等の様式が

殴羅巴の土から出て居る文化の産物であると 云ふ鈷に於て矢張り何鹿か妙な所がありまし

て、我 k として もそれに釘しては一種の失笑 を禁 じ得ない感があります。 ( 拍手) 概して建

築の形式と云ふも のは非常に非個人的なも のであ りまして 、是は一寸面白いと云ったやう

な即興的気介か ら州来 るも のでは全然ないと考へます 。( 拍手) 建 築の形鰻と云ふも のは我

k が野原に出て! 央き匂 ふ花 のいろいろを、 或時はスミレが美しいと云ってスミレを、 或時

はチューリップを、或時は模写!i:7!;>と 云ふや うにそ の時 k の気 まぐれにつみ取って洋服のボ

タン孔に挿込むと云つにやうな気持の ものでは決してない のであ ります 。そ れで建築と 云

ふものは総て共庭に是非必要な目的と云ふも のがあ るので、ぞれを十分に把握して 、それ

に油合するも の を逝ってこ そ初て民の建築と 云ふべ きも のであ ります。( 拍 手)

建築家の設計と云ふものは最も 11M人的でないも のであって、災最も 11M人的でないも のが

長も良い建築と 育 ふこと カリ1¥来ると思ひま すO

先 日 十 ｼ ーの 離Ｇ自を奔見しましに Ｑ 昨 に非常 に美 し ， さ をｾ Ａ 感 じ ＱＺ υ ＩＢ じめ り土 す か ‘ ＧＱ Ｂ 分 υＩ 無い の

ω立祇な建築は決して桂の離宮を 終 え1:建築家が即 ちーノj 、幼H圭州が天才的に、 天降り的 に

考へ出しにものではなしあ〉云つ七日本の建築に封して同じことを長い年月の間考へて

段 k と改良して行った結果出氷上つにも のでありませう 。此の事は単り日本建築に於て の

v. 与O



みなら す¥ 希蹴建築に於て も 四 五 百年の閉めの一つのド リツ クを飽 〈ことなき 態度で極

〈微細な黙に至 るまで出来る fごりの努 力を以て精練して行つに結果あの立振なパルテ ノン

が生れて来1この で ありま す。的ちゴシック建築に於て もルネッサ ンス建築に於ても 皆同様

なことが言へ る と思ふのであります。

粧の離宮や希 IJ 鼠のテンプルを見 1:場合に我 k の心を打fこれ るのは 、昔の建築家が非常 な

熱意 と熟練しに技術 を有して居つにと云ふ こと であります o 祉一つ見 ましでも あの手工時

代に於て今 日我 k が精巧 を極めに機械を以ってしでも狛ほ及ぱなし 、?ごら うと思はれ る程の

精巧さを示して居ります。特に桂の離宮 の材料の使mと云ふやうなものを調べて見ま しで

も、亦非常に巧妙な驚嘆に値する技術を示して居ります。それで要する に技術即重芸術、或は

事 術即技術でありまして 、優秀なる技術から優秀なる差芸術が生れる のでな いか と考へ ます o

最近建築界は非常に機能的なものとなりまして 、決して 一方 に偏しな い、 それで家の構

ifj に致しましでも ・共の家に必要なt条件、即ち光線 . 1免策、溜li:蒸以Eの調節I を始め 、あらゆ

る質際的な問題が非常に重要1;' 悦値をなして 、それに建物の目的に忠質に部屋の配世等が

ＱＫＧ， 来て居 れば 、 自然に共の外形と云ふものはモダ、ンな表現を現してうｾるのであります ｯ そ

れで生活と云ふものと建築と云ふものは相閥的のものであり、そうし、ふ意味が建築の形に

十分出て居る程良い のであり最も 必要fごと思ひます。

茶室の デ ザ イ ン を 見 ま す し 其の1惨なり 、色彩なり或は間取りなり 、 きう云ふも のが非

常に シンプルに出来て居 ります。赴は多分茶道 の作法からさう 云ふ方針が係られ? こかも知

れませぬが . 併し茶道其のもの にまましでも建築はあ〉しに作法を護生す べ き原因をなしに

駄があると云ふことを考へない諜 に行きませぬ口

経済的建築に於ても亦同様の闘係がありまして建築の目的と建築の設計及び共の技術、

さう云ふ もの と首然密接な闘係があるのでありま す。美を生み出す所の要素 と云ふ ものは

日本の建築に於て非常に強〈現されて居ります。

山「の建築なり塾術と云ふものは決して ＱＱｾＱ 人的なものでなく、我 ｫ がそれを見ます時に 、

それが ど う云ふ目的 に於て浩 られにも のか と云ふことを現して 居るのであり まして 、我 k

の ｮ ｊ ｾ と 云ふもの は共 の 建築 の語 る所 の ものをば我 ｫ の頭 に体へるト ラ ンス フ オマ ー のや う

なも のであります。能〈ロシヤなどで見 る例でありますが、壁にゴタゴタしに給郵 とか彫

刻とか云五、 や うなものがーl自iにないと徐りに淋しいと 云は れる のを li日〈 のであ りますが、

それを絡に依って見ますと 、 壁に何もｷ，ｲ［い簡ｾ共のものが翰苗に非常に立派 さ を輿へる の

でありまして叉床や棚 と云つにやうな何か厄介なやうなも のが他の慨が安成である矯めに

Ｉ ｉ ｾＧｬｾｾ Ｇ に ｪｴｕＩ 地仰を ｾＱ 白 ｪｬｨ て出るやうに私共は考へる υ 〕であります 。 そ れとｼ有 ｬ 械に ｈ 4.: に於て

も Ａｾｴ ＨＩＩ タル キ や 瓦 ω 配刈 力、或即 メ ミ に 於て 彫刻 ＨＩＩ Ｈ動きをし て居 ると云」、 やうな 断力 ｊ 建築 山 表

面に現れて居るもの と考へ ます。( 附記 以下は幻燈に よって同氏の作品の紹介があ りま

しにが各ー顕の潟真 によって御諒併を願ふ こ とにして葱には 11惜しましに 。編者)
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プル ー ノー ・?l ウト 氏 は 1880 ｾドイツのケー

ニヒスペルヒ に生れ、毛1] め煉泌総t工 とし て建築技

術 の貨 地 修 業 を 積ん だと云ふ事である が 、其 後 有

名な建築家テオド ール ・フイツシヤ ー教 授 の 下 に

助 手 とし て 5 年 間 スツ ツ トガルト で 働いた 。 之 11

彼 にとっ て非常に幸運な事 であって、 思 4 ・に 7 イ

ツシヤ ー から 得る所 は Ｑｾ に大であ っ たらう 。後日

建築界の 闘将と しア一方に 沼・臨するに至った の も

彼に負」、所 が多い にちが ひ ない 。 テオドー ノι ・7

イツシ ヤー 1:::[止に 7J 儀 後の 老 齢で 、作品とし て

特 に 終色あるも のな〈 、 ｩｬｩ 築 ［Ｑ￟￮ｉ 請に ｾ ｉｾ 々 し く ｉｏ￟ っ

た 人 で も な く 、 むしろ 過 去に協 する Ｑｾ 世ｬｬＺな 老 大家

である が 、建 築 教 育ぷ と しての 伶大 さは 、彼 の門

卜から輩出 した多くの 有名な建築 家 パ ウノL ・ポ ナ

ーツ、 ドミニク ス ・ペ ーム 、 アノι ア レッ ド ・7 イ

ツシヤ ー、 7 ノL チ y ・エルゼ ツ七ル 、 エノ'1- / スト

・7 イ、 フラ / 9 ・レー クレ 、 エ リヒ ・メ y デノL

:;1' 1 ン、 7 ゴ ー・ へ ーリ y グ、 ノ、 y ス ・ゼ ーデノL

J .J .1' . ウー ト俸の 名を 皇居げるだけ で 充分である。

それ程彼は現代初逸 の往 築 界に 大 きな功絞 を残 し

た人である 。

1909 年からタウ トは 7 ラ y ツ ・ホアマ Y と共

に建 築 設 計 に 従 事 し、1911 年 に は更に弟マック ス

タウト を加へ て 仕 事 を 共にした。 戦 後 1918 年 F

ノ1- ?l - ・グ ロピウス 、 ア ドノι 7 ・ペ ー ネと共同の

は 築 事務所を闘い てペルリ ンで 活動したが 、1921

年マ グタプルグ市の建築技師と な り、 後 にベ ル リ

ン市u l : 築技師となって大 ジー ドノ1 / 9 の設 計 其 他

に従事 L 、最近はソピエツト の1mゆをう けて ロ シ

アでジ ー ド ノ ＱＭ ＯＹ の建築に従事した。 ｾ｜Ｑ ｊＺ はペル

リY 工着陸 大挙教授と して 住 宅 及び ジー ドノι y クの

講 座 を柳営してゐ る。

その作 品として重なも のは 、

ノι ーノι の F ー ピ y 昔¥I ( 1908)  

ベノι りy の集 合 住 宅 ( 1912)

テイ 7 ・チ ヒ博 覧 舎 の 「繊の 記 念 塔 J ( 1913)  

ケノ1 / 工業組合怖覧舎の「ガ テ スの家」

(  1914)  

ベルリ ン郊 外 7 アパ ケ ンベ ル グの住宅苦手

( 1913ー 14)

Ｗ グ ヂ Ｗｾ ｬｌ グ乃伐際 Ｗ ｾ '1" 位 育 館 (19?-2)

ミ 1 1) .;、大集合付J 十" ( 192'1 以 :&- 1

グ ウ ト ゾJ 自立li

ス 7 ツトガ ノι ト{ 土宅博覧合 ゐ 住宅 い 92.. )

主主f舎は

“ Di e st"ut k l' one"  ( 1919)  

“Al pi n( 占 archi t ekt ul ' ' ' ( 1920)  

ト 氏 紹 介

“ Del' l I' <! l tl n ulll ei stel' '' ( 1920)  

"υi e au[i uesull g  del' stadt ， udel' di じ E nl e

Cill C  q  ut e  lI' uhung"  ( 1920)  

対 ｴ ｾ ＧｉＺＮ " Fl' ueli cht" 四 谷 ( 1921- 22)

“ Di e  r. eue ¥¥' ohung"  ( 1924)  

" Ei n wohnhaus" ( 1929)  

" Bauen， del' neue  lI' ohnb:山 ( 1927)

“ lI b dern al' chi t ect ll J' e" ( 1929)  

作 品の 中 ライフ・ チツ ヒ博 の 「般 の 記 念塔 」は ア

テン ツ ・ホ 7 マ Y との合作、 ケル ン博の 「ガラス

の家 j は色ガ ラスや プ リプ ムガ ラスミ宇を A 而 に 張

りつめ た費石型 の ガ ラス巌根 を もフ美 し い '1、処築

又 7 グデ プルグの公官官 はヨハネ ス ・ ゲダリツツ と

の共イノ「で、 内部 に 鰹快な架橋を総出 した構造的な

大ホ ーノL で ある 。 此 の 公 館 の 出 来 る前年 に彼 はす

グヂプルグの主主築技師となり 、 市 の建築 物 を色々

な色インキで塗り後 へ て都 市幸Ｚ ｾを去 現 ｩ 氏風に彩

色 し、 市 の紙分をーがf しゃうと企てた容はあま り

に有名 な認 であ る。 勇敢 な 彼 の 企|首|は芸評か不 ヰ か

幾 多 の困刻[ 反'¥('-1に遭 過 して 中止の.tl:. むな き に 至 っ

たけれども色彩に 5 M する彼の熱情は その後も依然

と して失はれず 、 先 年 建 築 さ れ た 彼 自 身 の邸宅に

釣 して も色彩研究が細 か に行 は れ た 事 11 、 彼 の 著

書 “ Eill lI' <l h・， h'Lll S" の中 にうかピ」、司王 が 出来る

此 の 7 グデプルグ時代 の 他 の 有 名 な仕引とし て 我

俸 の 記 憶に未 だ 新 た な も の は 、 対「誌“ F l' ll eli cht'

の後刊 であ って 、 11;立か 四谷で燦 刊 となったけ れど

も、 之 によって 世 界の若 い 建 築 界 を 刺 戟 した彼 の

主主力は先 年 の " Neue frankfl l l' t" 誌に於けるエ ノL

Y スト ・7 イにも憎 して目ざま しい ものであった

。コ民後彼 iよベノι リン市 の 建 築 技 師 と なるに 2えんで

専 らジ ー ドノレ ンクの設 計 に従 事 し 現 。: に於け る彼

の腕心も 此 の方面 に最 も 多 く向 けら れ て ゐ ると思

はれ るu ｾ庁舎は は築家と し て は可成りその駁 が 多

い が、 ロ ン ドンのス F デ イオ員土凝行の英文容" .1¥1

何 lcrn >: l' chitertll l' e" が最も大き い ものである。

ノ!、 fIIト子 " Eill ｜ ， υ ｨｬｬｨ ｡ｬｾ 、Ｂは彼 の 扇形 的 非常・ Ｑ : 巧，( ，);

tI 自邸 .;.) 紹 介で 、 特 に 色 移 の 研究が 入念に行 i; ｩ ｾ＠

てゐる。 又 “ .J iヒ neuewohung"  !こはa:.l 醐 三銭

ｬ 史 、 大徳寺の民球庵 のｾ 員等を載せて 、 日本 に Ｍ＼ＯＱ

け る従 来の (1:居 形 式 を 紹 介 してゐる 。



閉 能曾 の

池 田
賓

今夕は我円本建築協合が大阪朝日新聞刺: の御後援を得まして、諸に新興建築講演舎を開

きましに所が、斯 t 多数にお「集り下さいまして、極めて静長1:'，に叉非常に御熱心に御情聴、

御概胞を戴きまし? こことを、私は日本建築協舎を代表し 、? こしまして咋 〈お鵡を 巾上げます o

( 拍手〉同時に今夕の講演映識に依りまして、皆様に相官; のサ ム シングをお興へ一一ーと Fj'Iし

ては相情み ませぬが、何物かをお持も蹄りを願ふ ことがH-II オミ?こ らうと私は信じて居りま

す。

タウト氏は日本にお出でになりましてからま 1:: 数日しか過ぎま せぬので、色々 の方面の

御研究は禍ほお高いこと〉考へます が‘ 従米既に d本に制 して非常に好感を有って居られ

1: 方であります O 今白我岡は 、否世界は非常時とか lわす やうな時でありますが・此新興と

云ふ字すらが我々には或感じを輿へると思ふ のであり ます 。松岡全植が世界を巡られまし

て、 何1:: か 日本が認識されて居らないとか云ふことをこぼして居られfこゃうでありますが

タウト氏が西駄に居られながら日本の古建築其の他の御研究に依って大に得る所がある 、

なかなか見 所が あると認められにことは 、世 界に Ｑｬｾ げる日本の正し い 認識と云ふものが我

k の闘係する此の建築より始まるのではなからうかと云ふことを考へまして 、私は衷心愉

快に感令るのであります。 ( 拍手)

長時間の御情聴を煩 しましに上に叉私が長 〈駄fzTf を振ひますことは誠に 御迷惑で あらう

と考へます。今日は是を以て閉舎とすることに致します o ( 拍手 )
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欧 洲 の 新 興 建 築 概 説

問 田孝 男

オツト ー・ ワグナー の功績

1895年オツ ト{ ・ワ グナ { は “ Moderne ｂ｡ｵｫｵｮ ｳ ｴ Ｂ を著して 、 その 抱 ＧｉＢｽｾする革命 的な

建築観を護表しに 。

「以前は “ 如何なる様式で建築すべき ? " が問題であっ? こが 、我 k は “ 如何に建築す べ

きか ? 日を問題にする」

「新見解より芽生える建築は 、完全に我々の逃つに形であっ て. 古い綴式の棋潟模倣で あ

ってはならない」

「負=用でないも のは美 しくあり得なし 、o "Et was unpr ::t kti sches kan_n  ni cht schon <;ein"  J  

「建築の四要項 I 目的を E 雌 に把み、完全に満にす。 2 建築材料の池首 なill 様。 3 簡明

で経済的な構造 4 これ等の前徒から生れ? こ型」

これ等の建築観は現在の建築界では師に? 首識となって居て 、敢 えて 問題と はならな いが

首時、歴史的建築様式寓能の Hl 世紀末では官に驚l民すべき革命的建築制であ った。新民l

建築は この年から始まる。 ( おもこの建築観は著書になっfこのは 1895 年であるが、師に共

前年 1894年 に講演で強表して居るから IL 俗に 云へば 1894年を紀念すべき年としてよしづ。

ワグナ ー( Ot t o Wagner  184l - 1918) はウヰ ーン美術皐校の教授として、又建築最高顧

問として新興建築 の育 成に霊 力し 、 多 く の設 ｾ Ｍ ｉ ;餐を残して居るが . 賞施されにものとして

は、ウヰーン の郵便局 (1900) 年、ウキ ーン の教舎堂( 1006年) が有名である。 何れも彼の建

築制の現はれとして大理石 ｩｾｾ 板営鋲 ｦｻ ｬ しであるのが目立つ。

ワグナ ーは弟子オ ルブ リツヒ の起し? こセセ ッシヨン運動を指導し新建築の組主 云れる。

モ リスの工事運動とアー) ( " ・ヌーボー

新興建築は 1895 年 ワグナー の“ 現代建築" の強行か ら始ま ると常者は設し、 1= が、 それ

にいにるまでに. 重芸術革新の前駆運動があっ 1=。それは英国 に於 けるウ ヰリア ム ・モ リス

の工事運動 と、 ベルギ ーに於 げるア - )L- ・ヌ{ ボー運動である 3

ウヰ リアム・ モ リスは「型備 とは、其人の喜びを工作に表現しにも のである o "Al t  is  

man's expressi on  of  hi <; j oy in lavour"J と説いて工場を経営 し. 白 から工場長となっ て

奮来の古重しし、停統様式より維れに明るい愉快な家具ぞ造り 、叉金銀細工. 吏 出、壁紙等の

工業品をi孟つに。 1888 年ロンドンで第一回の展覧舎を開いて注 目せられにが後振はすも 、か
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えって これが大陸へ渡ってベルギ ーで営時の自然科" ，主. 義と結合し自然形直腐のア ール ・

ヌーボ { 蓮勤となっ 1: 。

ア{ ル・ヌー ボ ー “ I r々l NOll veall" は“ 新しい勢術日と云」、窓外えで . 18!l 4  1，ドプラツセ

ルの工務博暗合に於て パ ンデ ，<; L - ドがその 出品しに家具の様式に名づけに J1ii') > ら起って居

る。始め家具に行はれ. 後鑑築に入つ1: 。パンデベル ドの---i反は . 既成様 式による 室内監

怖 や家具が 、 主 と して ＭｴＱＺ ｽ￸ ｾ 山 追 及［ の 翁に ｩｩｅ られ Ｎ 豪脊で ｬｩＺ 芳しい の を見て 、中 流の 人 々の篤

に、明るい. 愉快な百!嚇11 したも の を逝 らうと企て仁、 その需に自然の横物や動物の形を採

用したが、これは モリ スに吸えら仁川 が多い。 パンデベ; L- F にはハーグン の1専物館. ケ ル

ンの劇場等の作 が あ る。

ヌーボーはベノレギ { からフラ ンス及ドイツに入 り. ソ ランスではギマ 戸ル ( HeClor gui -

mard) の地 下鋭伴併所と なり . 挫物全韓が一つの樹木の桜で位が幹、窓のサッシ ユは枝出ー

パラ ベッ トの飾 は 樹の梨、花m: 百をつり . ーの建物が繁茂した樹木そのま 〉の形であって

摘f!J J のけつ 優美な感情 を地築 に修すことを試みたの後 lこし、たり HI OO 年のパ リ大1事党合の

建築と なっ?こ。 ドイツで出ユー ゲ ンドス テイル と云はれ . ;;j - ーストリーでは大きな影縛をセ

セッ シヨン初期の人 k に及 lました 。 ワグナ 戸にしても . ウヰーンセセッシ ヨンのオル プ リ

ツヒにしても. 又ダル ムスタツト 嬰術 家村 のベ ーター・ ベーレン ス. プトリツク・ フーパ ー

等にしても初期はいづれも . その主張にかかはらす・その作品には多分の ヌ { ボ 戸の影響雪

見る。これは既成様式から 離れ? こ常座の間 に合せとも考へられるが、ほんとう はヌ ーボー

によって既成様式から離れること を教え られ‘ ヌー ボ{ をf 士宮: 土して後のセセッシヨンの

稜展にまで行ったと 1m車問来る 。

これ等大陸のヌー ボー; 主主1) と金 〈別に護法しにも のに‘ アメリカ のサ リパン ( Lui s Henr y 

Sulli van) のシカ ゴi庇が ある 。彼が始めて名を出したも のは . l R93 ｾｰ のシ カ ゴ高閣博覧舎

の蓮轍館であるが、これは大陸のヌ ーボー運動と同年代で、相呼肱しに形になって居 る。

か 〈ヌ{ ボ ー運動は ベル ギ ーに起り、 一時にして悌. 獄 、換 を風脈 したが. 1900 年のパリ

博覧舎を頂上として、恰も火霊長の消え失せる如〈影をひそ めた。これは動物、f i ! [物 の曲線

をそのま〉建築に期ふるに際し、無理解に復雑な曲線を筒L用し放縦に流れ? こからである こ

アメリカ のシ カ ゴ派は大陸の ヌ{ ボーの如〈放縦に流れす¥ よ 〈整理した意匠を用ひ 1: 矯

サ リヴ ア ンの作 品は後多 〈の銀行. 高居 建築 等に韓民した c

ウキーンのセセツジョン運動

ウヰ ーンセ セッシヨンは瀦家が主 となっ て組織された来Jr興 要術運動のl調鰭で める。 1897

年 に組織 され 、建築家としては ホフ 7 ン( ] osef Hof f mann) オルプ リツヒ CJ osef Ol bri ch) 外

二人が加はって居る c

セセッシ ヨンの名は “ Secessio  1' Iel 】is" から 出 Tこも ので みる。 その昔、u _ マ帝園の
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機んな時 、 口{ マI↑l 民は何か執政官 に劃して不満な事柄があると 、大拳して郊外の山に安

ト ロ ーマ念日下にながめながら執政宵に劃す る示威運動をやって「我々は不満なこと の

多いロ ーマの市街を捨てて 、 ここに第二のロ ーマを浩る ベしJ e宣言しにものである。結

}，7; は執政官の方から市民に人墜のある 仲裁人を派して、市民をな? ごめそ の希黙をきき 入れ

て事件が孫着 する のが例であっ? こが、人 k は これを栴して “ Secessio pl ebi s" と呼んに。

ウヰ ー ンのセセッシヨン運動もかくの虫f I c 、古い袈術家間胞に不満を抱L、て、第二のロ

1 7 をu¥戸る意策込で分離しにもの故、こ の Secessio pl ebi s にならって 、セセツ シヨオン

( Secessi on) と呼んにのであって 、文字の意味は分離と云ふ意である。

ワグナ ーはセセツ シオンの |妥l憶にはカ11入して居な いが、 その最も優秀なお子オルプ リツ

ヒとホフマンがこれに加入して居? こか ら、これ を指導しにワグナ ーは 、事質上セセツシヨ

オンの建築の方商を指: 砕しにことになる 。従ってワグナ{ の建築概は即 ちセセ ツシヨオン

の指導原理となって 、在 )-11に油ふ E 、材料の正用 、理論的の柿iiEが重要脱 され 抗 期}!l の

建 築 SFiiE らんとし1: 。 しかし既成様式から認! I れはしにが、米? ごその主張通りの建築郡慌を

表現するを得今 、先づ自然の形に目をむりて 、営時主主んであっ1こア ール ・ヌ ーボーに走ウ

ＱＺ 。帥 ワ グナ ーでさ えもそ の Ｉ ｪｾ 縛を濃く受りて居るから 、 ｩ｢ 子遼も一時はみなヌ ーボーＡ回、

のものを造って照る。しかし ｭｾ もなくヌーボーより肱し 、 その主張に従って潤特の迫を行

ったのは最も菩こ ぶぺ手ことで . 珂代新興建築の本源? なすも のは . こ のウヰ ーン・セセ

ツシヨオンである 、

襲術革新の運動は 、 ｾｂ｜ｬ 逸 の件 地例へはミュンへン Ｎ ベル リン等にも起り‘ 叉ウヰ ーン か

ら. オルプリツヒカ: 、ダルムスタツトに移入しにも の もあり成巣を結んに。又他方この主

張は . 北民主の郷土整術と結んで仰杭i民主な 1) ， X 構 造 {e煎んすること ‘ 材料の正用などが

工場建築そ割象として、特殊の穏! 廷をなし、椛i : I Ti，氏自? 逝っ た。これ等は後に迷べること主

する。

きてウキーンセセッシヨンの組合員及ぞれと 傾向を同じ〈する建築家は

オルプリツヒ( J osef Ol bri ch)  

ストワルナ{ ド ( Osker St rnad)  

エールレ戸 ( Rober t O巴rl ey)

等がある 。

ホフマン( J osef Hof f mann )  

ヤンコテ ラ ( } an Kot er a)  

ノ〈ウェル ( Leopol d Bauer) 

オルプリツヒ ( 1867- 1908) は建築に於げるセセッシヨン謹動の急: 先鋒で . ウヰ ーンに於

てはセセッシヨン儲の作があるが 、後ダル ムスグツト に紺かれ て嬰術家村を建設し傑作を

捜 して居るから事術家村のところで設〈。
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ホフマンＨＱ ＸＷＰ ー〕はワグナ戸よりそダーンの精 ｾｪｦｬｬ は承りつい ＱＺ がＮ共抱〈建築観はワグ

ナーと少し異なり、建築を接飾されに貰nJ 品問して居る 。建築も湖特の境地主? 聞き主として

直線形の洗練された清新の手法である、作品にプラッセルのストクレ ー邸 、ウヰーン のア



スト邸 、ケ ルンのオ ースグリ ー儲等がある、現在もなほ健在し、 1925 年のパリ博覧舎では

オースト リー簡を浩って居るし. 叉 1928 年の園際聯盟含踏の懸賞募集があっ? 二時には審夜

員 と な れ 反 ア カデ ミー派の主緩として 、新 興 建築築の採用 に努力しに 。

ス トクル ナー ドは鋒華装置家としてアムステルダ ムの劇場後があ り、ヤンコテラにプラ

ーグの博物館、 エー ル ν ーに 多〈の住宅作品 、パウヱルにウヰ ーンの五千人劇場の作があ

るo 共他 ホフマンの弟子にマ ーゴル ト CJ osef Mar gold) がある 。 ウヰ ーン工惑製作所で?f，

〈の家具工罫品を逃つ? こ 。

ダ) J . ，. ムスタツトの華術家村

ウキ ーンに起つ f二セセッシヨン運動と 11子降して華芸術革新の運動が掛滋の各地に 起つに 。

ミュンヘン、 ベル リン、 ドレスデン、 ヂュツ セルドルフ 等の ものがそれであるが . これ等

はクヰ ーンに於げると等し〈主として納苗の1字新運動であつに D

湖逸に於ける建築及工裂のセセッシヨン運動は . 先づウヰ ーンセセッシヨンの分身 ?こる

グルムスタツ トの謀術家村運動に始まると考へられる。

へツ セン大公ルドウヰツヒ ( Ernst Ludi ng) は幼にして父を失ひ、祖 母な る英閣 のヴイ ク

トリヤ女皇に 引取られ、英京ロンドンで教育を受げ にD 営時の英国は、ウヰリアム ・モ リス

の工英運動力:EEんであっ 1=から 、目の tあち?にこりそ の盛況をを? 見 て、深 〈感 す宇.る F所所月庁. 力が:あ り札. 師閥

するや Ｑ早手 ｫ に し て 、 その首首 ･ 音都 ＱＱ ダ ｊルレ ｊム、スタツトに 差嬰 ｅ 術界の ｪ新 Ｗ冴 ＿ 人 ｅを ｾｴ 集兵め 、 重塑 Ｕ 術 の ユ トピ アの建試

5を? 思ひ? 七こつ? 仁: 先つづr副

ツシ ヨンの;なこ2むi町:先f鋒孝ヨゼフ . オルプ リツ ヒ、 及ミュン へンセ セッ シヨン のペ ー ター・ ベ ー レン

スを相事更にアルピン ・ ミユ ー ラー等i : ' 十日し 、て、 i'l' iの 郊外マチルデン丘に 塾術家村 ( K :l ms-

tJ er Kol oni e) の建設にかかっ 1=。先づ 、こ れ 等逃術 家の各自の住宅金建てさせ 、これが建

もそろっ Ｑ］ 時に Ｑ Ａｬ ＰＱ 年 、 村 の ｪ 九成 式ｩＺＧ ｾたね て、 ｕｻ［ 毘舎を聞いに 。

この以覧舎 によってダルムスタツトは調逸新興建築界の中心とな り、沿い建築家は- f ' i 、

に立って、こ の運動に参加しに。 決で 1006 年の民党ー合には 、オルブリツ ヒの傑作、 美術館

主これに附地しに成婚紀念搭 ( II ochzeitt ur m) が建ち H1 14: ｾ ｉ ミ には ｛ Ｂｊ や ｐｊｩＷｋ が出来て 、 村は

完成し Ｑ］ 。成婚紀怠ヰは赤Ｊｾし、対 ｵ 己主主で ｩ ｊ ａ ［ の上は尖端のメ ｌ＼ なつ ＿二五 つの部分 に別れ 、 終

身につい 1=不規J! l Jの窓 、煉瓦の沌い 凹凸など 今な lま最もI r!i 紛の主義あふ れ、硝逸セ ヒツ シヨ

ンの最高位に位する ものであらう。

ぺ戸レ ンスは重芸術家村では自足1; を? 建てて出るばかりで め るが後ベルリン に修り A . E.  0.  

工場や事務所をH ¥i 1) ，排出派の方で名をなしに。

アルビンミ ユーラーは住宅に多 〈の作品 を越して出る 。

傷 統 汲
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1玖惟紀末から 20 世紀初頭にかけてア ール・ヌーボー. セセ ッ シヨン等の新建築迷動力: 起

ったが 、これ主反割に体統的な郷土謀術の問題、 ぞれに十ドふ古建築の保存など の問題が論

lf られる 』羨になっ T二口

ＱｾＱ￭ 時代から純いて 、 ミ Ｑ Ｒ 院や公館建築に 刷 ひられにア カ デミツクなクラシックやゴシック

の様式の こと はしばら〈おき . ここでは北陥に 一品ーからある農民欝術、郷土塾術 の ことであ

るが、こ れ等は原始的なところはあるが 、深 〈人心 に喰ひ入って、それ に封する 北跡人 U)

愛好は 、やみ難いも の と思はれ、殊に私的な住宅建築に於 て盛んに朋ひられた 。

この建築に於げる体統的な郷土様式は . 急;11

頃斜のj脱折屋根、ド ルマ ー・ ウインドーのM

等 に特色があり . ややー市苦しい感じの ものである 。

セセ ツンヨン の所謂新しきも の ( D as Moderne) を目指しな が らJ 邸土謹術を賞以させ に

すのム住宅建築ばかりでなし大建築にまで次第に勢佐及ぼし? こ。筆者はこれな体統派

とl呼ぶ コ即 もク ラ シヨ夕 、ゴ シック の虫n< 洗練されにアカデミツクな建築様式でなく 、北

峨にイ与はった原始的な郷土華芸術と . セセ ッ シヨンの 'Das 1vl oderne" の結んで出米7こも ω

で. 場合によっては . セセッ シヨン の特殊な 一分派とも見られる 。

制逸に於ては このiJ ，えはまた獅迎近一Itt 式の名でH千ばれる 、 アルフレッド ・メツセル ( 八lfred

Me川 ピ11863- 1909) はこ の派の 門医で、有名なウヱルトハイム の百貨応の作がある 。 ソリ

ツツ・シ ユーマツヘル ( F ritz Schum乱cher 18仰ー〕はハン プルグ及フe ルメ ンに数多 〈の作r出力;

める o : h I : ! 瓦建築を得怠とし 、積 lJ. "，ノI j によって紋械を表はし、又胎所に彫刻物を入 れ急: 傾斜

の)煤折屋根、 .1'1¥=の愉}) Iiなど1!l '; i ; 生怖がじがえの代表的基'! 式を数多〈巡って居る。

カウフマン ( Oskar K al1f l1l ann 1，"73ー 〉は康Ij 場建築営得怠 とし、ベル リンω民衆劇場、J Jj・

ー ン ω市立劇場等の作が ある。

硝治体統派 と同じ行 き方 . 即 ち郷土必術と D 川 恥[ 0 【lピrn の結合は樹逸以外の各国にも

行はれ ?こ。

オランダの ベルラ ーへ ( Berl ag巳) ハン力 リー の ソーゴ ( J osef Yago )  

ハンガ、リーのベ ラライタ ( Bel a Laj i ta)  チヱツ コのヤンコ テラ ( J an Kot er a)  

スエデ ンのテンホ、ム ( I var '1、巴ngbom) スエ ーデ ンの エ スベルヒ ( Lagner Ost berg )  

フィン ランド のサ ーリ ネン ( Eri el Saari nen)  

さ ｾ［である 。

オランダのイ皐統計えとしては アムステルダム の耳x'J 1)列。で仔名な ベルラ ーへ及多〈 のず与同 {:I -，

'告を建てた アムステル ダム抵の デ・クラー ク、ク ラメル. スタ ール 、ヴア ンデル メ一、 ウエ

ーフェルト 、 プラアウ 等があ り、煉瓦建築に特有の美 しさを見せて属る。

ハンガリー の1J! t統i氏としては元米 ブ夕、ペス トは東洋人の子 訴 が 多 し そ の郷 土韮芸術に は

東洋的の もの を多分に J 年って居るからここ の建築は特殊の手法を J4fって居る。ワ { ゴの作

l! ?i として ブダ ベス トの博物館と公| 羽! 州場があ りペラライタ には養老院、寄席「パ リジア ナ」



等の作がある。

ヤン コテラはワグナ ーの門下生でプラ ーグに師り博物館を造つにことは前に述べ? こ。

スエ ーデ ンの侍統il1t としてテンポ ムとエ ス トベルヒを畢げる。 テンポムにはス トツ・ク亦

ルム の教舎堂及背楽堂があり 、 エス トベルヒには有名なるス トツクホルム市臨舎の作が

ある。

フィンランドにはェ リエル ・サ戸リネンがあり 、へルシングフオ ールの停車場で名をは

せて居 る。

繕 造 汲

大戦前の調; 逸に於げる大工業の設反は 、すば ら しいもので数多〈の工場{ f 建設せしめに 。

この工場建築に於ては、今迄の建築の ｾ ｦ 象であっ ｦ こ版 堂 、公共建 築 、 寺院 に於げる場合

と異なり 、 その建築にめにつて第一 に重要な僚件は、その建築の内外で行はれる製浩工主主

に針して最も油合する如〈建てること 。即 ちI明るいこと、大きなスパン及長い住で蹟い室

内の昼間を得ること、 l既日給水共他の設備 の完備 、及同定資本の可及的少額等が重要硯さ

れ、外槻や室内を装飾するこ主 は殆んど考慮外におかれに。

換言 すれば 、建築問題を解決するに あ? こって、古来から宿命的 に我々が持って屈に所ω

定し 〈しゃうとする考を先づナ片いて 、建築を理論的な緋也、介理的な配置、材料の経済的

使nj によって解決しゃう と折力しに のである。

この抑力は n変営時程遠 して来1=締法力E裂の ). 1f t i . J I j と. 制 、コンク リート } えが ラス等主要

建築 材料 の大量生産に よる 安 Ｑｾｾ な供給色相 ｦ 突っ て、 急［ＡＮｩｬｩ 力で 成功の域 に 迷 し に 。遂 にはこ

の新材料、及構造力感の肱 用によって、建築の新道を1mき、これによって美にまで達しゃ

うと試みた、これ等の建築家主? 線、Mして 、市者は構造i氏の 中へ合めることとする コ

ワグナ ーが掲げ?こ三つの要項、賞用にかな ふ こと、材料の正Jij、 理論的な構造は 、現代 建

築を通じての普溢的な依f!j: となっに が、最も特殊な護泌を? とげたのは 、こ の構造抵であ る。

構造祇に局する最初の建築はロンドンの水晶官 ( 18.') 1年) であらう 。ヨたてーパ リのェツフエ

ルJ各:c 1889q三) が建ち、構ii1 J;&安の命中るままにj j ! f つで も可なり 美 しいものが(1¥来 ることを

一般に 教 えに D しかし脚 内' {f繰出 した建築は 、古い建築美の考へ方に削はされて共後あま

り建? こ なかっ 1=。こんなものはrr- t なる構込ー物で あっ て建築でない と考えられたから でめる。

しかしそのうちに工業が次第に峰崎になって多 〈の工場建築が計剖されることになり.

鋼 、ガ ラス及コン クリー トの大fit 生産に よる安慣な1)'.: 給 . 構造事の進歩ーと臨月1は、架締材

同/ l i の建築が行はれ次でこれが一般の建築にも勢を及ぼして米?こo

即ち 構造製の命す'る ままにj j ! f った? 診が美 しし、こ色 、遂には この形 こそ民の建築のM' Cゐ

って 、建築の芙はその中にあるとさえ考へる椋になった 3 この々は ，.，ーター・ べ{ レン ス

がA . E. G. の諸工場 ¥e泊ってから誕:古 されて、 抗々深〈 信ぜら れる綴になった。持に土佐
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築 に於ける 唯物的な 、科製高能的な考へ方の絶頂{ t ' 示十も のである。

構ilfi 辰にJI. l する 建物は、 その性質上停車場、工場 、合庫、博覧舎等に多い。

フラ ンク フ ルト の祭組合堂。プレ ス ラウの百年記念祭本 ｾｉ［ Ｇ［ 。 ハン プル グ 及 ニユルン ベ ク

グ等の停車場、A. E.  G の工場等が有名である 、建築家 として、 ベータ ー・ ベ ーレンス

( Peter  Behrens  ]  868ー〉 マッ クス ・ベルグ( Ma x B巴rg 1870ー〉等であ る。ベ ー レンスは柿

浩 ｩ Ｉ ｾ の肢 も 有力な建築家で 、 ａ Ｎ ｅ 目 ｇ のタ ー ビン館 、工 場等の名 作 があ る 。

表 現 汲

19世紀が自然科・撃的文明一産業主義の文明ー唯物主義の時代であつ にこと は、師にセ セ

ッシヨンの とこ ろで述べ?こ。( セセッシヨンの建築は貨にこの臨の文明の所庄であ る) 特 iこ

ｪ ｾ 世紀の後牟は こ の傾向が盛んで 、 人 ｈｉＱ 生前は全〈物質 ・文 明に 征 服 さ れて 、 人 心 は ＱＱ 佐恐る

べ き機械力 と資本主義のもとに IIrl ll吟し 、人間生前の奥底にひそんで居る感情の躍動と云ふ

が虫 ｮ きものは 、 次第に世間から忘れられ 、 選術ゃー宮ＡＲＭｾ ・ ゃ［博士 は 、 ぅ ｊｕ ご無味な理智に襲って

しまった。

これ等の物質主義、自然科私立5能主義に劃する反動は次第に起 k 自然科早川こ* 縛され

て居る所の精紳カー接魂一感'jWが勃穫して 、この) . j 司容に jがJ' cしゃう とし? ニ コこれが表現iJ.氏

である。

夫現減が定まつ?こ傾向 { t ' とつにのは 、1904 年頃であるが、戦時及戦後に起つに猫乙の11.

惨な運命は 、 忽ち鋭敏な青年 の感 Ｑ ・ ＱＱ Ｑ ー を激烈に ｾ ｩ ｬｊ 怜し 、 そ こから些術 Ｑ Ｚ の こ の ｩ げ ￍ ｉＨＧｊ が 、 似ま

って米fこものと考へ られる。

給過に於ては 、自然主義に束縛されて 、谷組一白書長一印象以外へはー一γ少も 11..1 ることの問

-s! 1i なかっ 1: 印象派に反抗して 、表現主義者は“ 自然よりの1' 1打点" L os von  der Nature" あ!?

JJil l1に遣れ " Zur i. ick zu  Gei 日t" の二つをモッ トー として梢げて )l} る。 即 ち主芸術は 自然 金主

とすべ きもの でなく 、主 11却がそのみ; 貯Jであって 、印象を受mJ 的に認すも のでな 〈、主制の

活動一生き? こ感怖を台白し表現することが主であると云ふ のである o 換言す れば 、線 やj l手

中 色 は どうでも よ く、 ｔ こ Ｑ ｾＧ 最 ｪ Ｕｴｾ感情さえ所主 ｴｦ￯ き と してか［れば 、 そ れ で給識は完成 され て

肘る 主云ふ立で ある。

絢前 に 於けると等し し 文製に於ても 、 文学や ｾ二 Ｑ ， Ｉ ＰＩ 上心常識は 、 ｬ Ａｩｬ ｬ る ＱＡ｜ｾＺ 述 ｬ 舷に似泌さ

れ て 、 ド ラマの蒜合なども Ｎ 長カ・つ＿こり短カ，つにｾ Ｎ 筒 ｌ ＱＮ んなものが少〈な ｾＧ ｊ

建築に於げる表現派は 、大 ljltJ ;J，、後に見られる 。

自然科接持能の i抑制亡乗じて 、倣竹の勢で稜民し仁 、セセツシーン巡: 肋は 、或は体統派

となり或は構造 訴と なり 、 組 ｫ の特殊な資泌を＿とげにが 、 その桜本精神 で あ る 所の科ｾ 偏

点、II jff 抑主義の建築制には縫りがなかっTこ。

これに飽きに らぬ、 若 い建築家主主は同時代に起つに絢讃の表現仮に共鳴して、 ここ に新
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時代の唯心主義的な建築観を樹てるに L 、につに 。

セセッシヨンの流を以む建築家が、現在の機能や賓f円、材料、構iiE等から離れることを

得子、刑: 舎的、経術的 、科[ 4 ，: ¥的の考慮によって、その制迭を抑鹿せられて居? このに反 し、表

現減の建築家主主は 、一 切の建築に附随しに概念から離れ . 新しい主間の表現である Ecstacy

の建築を創造する 、能動的な態度に出 1: 。

前者は、機能、 ;構浩、材料等の客観的のものが 、先になって腐るに反し 、後者はそれら

の主1聞が先になり、機能部建等の問題は白から解決されるとして居る 。

前者が“ 賞用に非す・んする美し〈あり得ない" と云って官斤! と美の一致を川んで侍るに反

し、後者は美と' a : 用を1伝用させて居る。

以上の比較からして、筆者は、表現i反を目してセセッシヨン派へ の反抗であると巧へる 口

欧洲文化に於て互に相反するこつの i緋流 、クラシック封ゴシック の見方よりすれば 、セ

セッシヨン仮は賞用主義、従って現世的で 、どち らか主云八ぱクラシック系に近し、。 北険

の人 k カヘかかる現ilt 的な嬰術に長〈満足しないのは、今迄の慌史のよ く誰明する所で、

ゴシック的な精ffilll の復所、新しいロマンティックな精請'11の現れとして表現祇がH'. 来fことも

考へられる。

表現波はか〈して大戦後、調喚建築界で急:激に人気を得、我問へも東京以災の後輸入さ

れ? こが、数年な ら十して潤乙でも日本でも影をひそめに。それはあまり 刺 殺的なその意院

に睡しにのし建築の機能、材料を無視してまで、形の新奇に走ることは、早克するに或

程度迄しか許きれないことから来1: ものである。

か〈の虫n ＼ 表現主義の蓮引は短命に終つ＿こが 、華 ｫ しかつに ＱｾＧ げに、多〈 の建築家は Ｎ

この洗植を受り 1: 。次に翠げる建築家は 、各々表現誠に 一時は共鳴して、その作品を持っ

て居る 。

ハンス・ベルチツヒ ( Hans Poel zi g)  ベル リンの大劇場

プルノー ・タウ ト ( Bruno Taut )  ガラス館

エリツヒ・メンデルゾーン ( Eri ch Me ndel sohn)  アインスタイン塔

フ リツツ・へーグル (Fri t z Hoeger )  ハンブルグのチリ儲

ォツ トー・ パルトニング ( Ot t o Bart oning)  星の教舎堂

等で其他多数にある。勿論これ等建築家の中には、後に表現i民営枕して 、他の或は純粋

抵の方でＮｦ ｬ ｾ 走せたものが多い。メンデルゾ ー ン等がそれであるが、先づ表現減として翠

げら れ るのは以上である。このうもでもハンス ・ペルチヒは代表をなすもので. ( 丁度精造

抵のべ { グー ・ぺ{ レンスに あfこる) 天才的の創造力を以って数多〈 の傑作がある o g-Iでも

ベル リンの大劇場、ザルツブルグの柴臨劇場案 、映書館カピト ーJ l - 等は有名である二

欧 洲 新 興 建 築 家 の 分 類
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筆者は欧酬の新興建築界を見て、-これに 1: づ きはる建築家 を大鰐 lこ時代分けして、 三つ

に分げること を提案する 。

第一期 の人 k は、新興建築の開拓時代?こ る1893 t. p頃から 1$105 年頃迄の約 10 年間に 、活

動を開始し1: 建築家、こ れは新興建築の開拓者である コ

第二期の人々 は、1!l 05 年頃から l故例-/大戦の直前即も 19 14 年迄の約 10 年間に祈動を 開始

しに建築家、これは第一期の建築家に よって完成されに人 k である の

賦洲大戦のあっ ?こ ] 914年一1918年迄は建築界は休J Iてo

第三期の人k は敏治! 大戦後から今迄即も Hl L8 年から 19)13 /，p迄の聞 に活動を開始し1=人

.)< . これは第一期及第二期の建築家に義成されに人 k である つ

而してこれ等第一期 、 第二期 、 第 竺 期の建築家 の大 部分は、 何 れも今年 迄 活動ｾ糟観し

て肘る。 これ を建築家の生れに年代で云ふ t

第一期の建築家は 1850 年代 に生れたものが多 t 。

第二期の建築家は 1870 年代に生れにものが多い

第三期の建築家は 1880 年代に生れ1: ものが多い ι

更にこれを詳しく翠げて見ると

第一期に寓するも の

ワグ ナｾ ( Ot t o  Wagner )  ]  841  

メツセル ( Alf red Mes s el )  1853 

サ リパン ( Lui s H enry Sull ivan)  1856 

ぺル ラーへ ( Hendr i k Petrus  Berlage)  1856 

ヴア ン デ ペル ド ( H enry van  de  V elde)  1863 

第= 期に寓するもの

オ ル プ リツヒ( J osef Mar i a  Ol bri ch)  1807 

ぺ ー レン示 ( Pet er Behrens )  1868  

ライト ( Erank L loyd Wright )  1869 

シユマツヘ ル (Fri tz Schumacher) 186H  

ベルチツ ヒ ( I-I ans Poelzig)  1809 

マツクス ペ ル グ ( Max Berg )  1870 

ホフ マ ン( J osef H of f man)  1870 

アルピンミ ユラ ー ( Al binmul l er) 187] 

カ ウフ マ ン ( Oskar K auf mann)  1873  

ス トラウメ ル ( H einri ch Straumr)  1876  

ボ ナ ッ ツ ( Paul Bonat z)  1877 

スト ウルナ { ド ( Oskar St mad)  1877 



第三期に属するもの

アンカ - (八 ifons 八nker) 187ヨ

クライス ( 'vVi l hel m K .reis)  Ｑ Ｘ ＷＺｾ＠

グ ウ ト ( Br l1l1s T al1t)  1880  

ベツケル ( Fri tz Becker )  l丹83

グロピウス ( W a1t er Gr opi m)  18g3 

デユドック ( Wi l l em Mar i nus Dudok)  1884 

フア ーレ ンカンプ ( Emi l Fahrenk乱mp) 188，'! 

ヴアンデアロ- ( l¥Iies  van der R o  be)  11IF: 6  

コルピユジ ヱ ( Le C orbusier) 1887 

メンデル ゾーン ( E !' ich l'vI endel sohn)  1耳87

7 ーゴルト ( E ma nl1el ｊ ｯｾ･ｦ＠ Mar gol d)  1889 

ルックハルト Ｈｈ｡ ｮ ｾ L uck hョrdt ) Ｑ Ｘｾ Ｐ＠

アウト( J .J. P ，O l1d)  

こ の 生年Ｉｾで 、 建築家を 分 類することは 、建 築作品 の 新 ＱＯｌ 良否とは 何 等 の 閥係 はな い

が 、 大関 そ の祈勤し始 め ｦ 二時期ｾ ｾ ＺｦＱり 、 従って その 建築家が他から受けた影響などを ＹＺＱＱ る

に便利なのでか く分げて見? このである 。

第一期に属する人 k は、みな新興建築の開拓期に働い t: 建築家で 、 そのうち でも壊のワ

グナ ー( セセッシ ヨン〉、対とのサリバン( シカゴil，民) 、自 のヴアンデベルド( ア ール・ヌー ボ- )

の努力は特筆すべきも のである。 ベルラ { へ ( オ ランダ体統汲) とメツ セ)1.- ( 澗乙侮統波〉は

) 1 - ネツサンスより締じて来 t: もので祈J三者程革新的ではな いが、各々、和 、調の開招者と

して功績がある。

第二期の入 k は各 k ウヰーンセセッシヨン、警術家村、何統減 、構造訳、表現涯の方で

述べて来T二、これから書〈のは215三期の人 k の活動力: 主である。

純 韓 汲

世界大戦後 lこ所動を始め t: 建築家は 、大戦以前の夫と、建築槻にも作品にも . 著しい相

遣を持っ て居る こと が分る。一言にして云へば、機能の合理的解決、建築の形の簡明であ

るが 、その動機 としては ( 1) 体統精神よりの解放っ ( 2) 建築をその本質より解決せんとす

る努力。 Ｈ ＳＩ 新建築材料の鷲見 ｾ ( 4) 構造法の進歩。 ( 5) 暖房 . 衛生、検索、電気共他の

設備の進歩 ( 6) 経済的考慮。 ( 7) 機械、自働車、円時等から教えられt: 美。共他fil J:.'<の

動機があるが、これ等から表現されに匙築のJ l 古式的特徴としては

l 無接飾( 平明な 世間の命mn

2 解放的フ・ラン
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3  iJi!ri き卒易な構遣( 大きなスパンの建物〕

4 大きな窓商積( 時として控全憶がガラス張りのこ とあ り〉

等が認められ、著しく簡明な形式となっ?こ。形を簡単にすると云ふことは 、今迄 とても

企てられて居;'1こが 、 しかしそれは単に形の上ばかりの企てであったに反 し、 大戦後では 、

その依 って 来る所の建築の要素の宇 ｉｾ 的追及 によって、純粋にした結果 、 形の簡明をもに

らしたものである。

換言すれば、要素の純化による形の純化である。筆者はこの黙に注目 して大戦後のグロ

ピウス. コルピユジエ等の一統を純粋涯 として便宜上、ーまとめする ことにした。( この純

粋仮にーま とめする ことに劃して 、グロピクスの著書「インターナ ショナル建築」にまとめ

た新辿築の形式よりして、インターナショナル建築派と命名する人 k もある)

濁 乙 メン デルゾ ーン ( Eri ch ｍ･ ｮ ｬ･ｬｾｨｮＩ＠ グロピウス ( Wa! t er Gr opi u$)  

フア ーレンカンプ ( Emi l Fahr enkanp)  フイツシ ヤー ( Al f red Fi scher)  

7 イ ( Er nst M ay)  

和 蘭 アウ ト ( ]. ].P. Oud)  

デユドック ( W .M. Dudok)  

イ弗蘭西 コルピユジエー ( Le C orbll sier)  

J L- J L- サー ( A ndre L lI rcat)  

等である 。

ウイルス( J an Wi l サ

ステプン ( Mal l et Slevens)  

これ等の他にも若い建築家でこの誠に屈するものが多いし、叉こ れ まで述べfこfd. J統i氏、

表現仮に属する 人 k でも 、最近はす べて、この純粋抵の方へ純向して居る 。例へば表現祇

の最高位置を山めるペルチツヒでさえ. ベルリンの放話局の如きを遣っ て居るし、構逝抵

の高峰ペ ーグ{ ・ ベ ーレンスに、ストツ トガル トの共同住宅あり、体統涯のシユ マツヘル

等もみな現代に於ては純粋滋の作品を透って居る現献でみる。本誌の谷頭に新興建築とし

て掲げ てある多〈 の 口総E署員は、すべてこの汲に入るものである。

メンデルゾ ーンは 、大戦後アインスタ イ ン塔の表現滅的作品によって 、名をなし1: が、

後に持向して純粋i底的作品を数多〈遣って居る 。 そのうちシヨツケン商庇. ヘルピツヒゼ

ーネ商 J官、映番館ウェフヱルズムが有名である。

グロピウスは 、1919 年ワイマ - J].. の図立パ ウハウス の長 となり 、後輔じて 1924 年デツ

サウ にパウハウス を起して、 急: 泣的の塾術運動に従事し1: が. 1928 年却して ベル リンで事

務所を持って居る o パウハウスも今はあまり盛名が 1J. ｾ＠ 、が 、グロピウスの居? こ頃は非常に

信号ん で、新興建築の策源地の感があっ たも のである。

l 'ltt 界的に開りに交通や 、ij1: 界に共通な建築技術によって 、現代の建築は閲民とか、11，川人

とかが自づから 持つ月Jj の境界相違を打ち 越へて 、総ての文化問では共通の性質を持つ綴に

なっ1: 。建築は常に問民的であり 、叉側性的であるに しても 、この三つの焦勲、即ち 一例



入、闇民、人類ーの うちで第三番目の最 も大 なるもの( 人類) が途に前二者( 個人と園民) を

時倒してしまふ故に“ 図際建築( I nt ernati onal Ar chi ｴ･ｫｴｵｾ･Ｉ Ｂ の名が生れる」

と云って建築の級協を“ 入 額 " ｉｾ 求 め閣際建築を提唱して居る。作品にはアルフエル

ドの製靴工場、バウハウス の校合、職員住宅、デツサウのジ{ ドノL ング等がある。

フア ーレンカ ンプはグロピウス程に理論的でな く、簡明 . 也銭、清新な作が多い。ミユ

{ ルハイム市公合堂内部、パラス トホ テルの改. 装、ハレ市のアクロポリス案、園. 控: 併』JL合

館案等がある。

エルンス ト・マイ はフランクフル ト・ アム ・マイン市の建築技 iflj i として 、数多〈のジードル

ングを迭つ ＱＺ 。住宅の大量土ｾ築に着目し、各部分品に ＴＴＱ 準規絡を ｩｦｴ って、これを組み合せ、

位宅の標準化による多量生産を賓行に移し有名である。

マイのi去っ 1: フランクフルトのジ ード ルング以後ドイツ各地にこの計却があり 、 タウ ト

も 、 アンカ ーも グロピウスも同じ行き方で 、 ジードルングを ｾｩ 去って居るのは注目に慣する。

オランダの純粋抵はアウト . ウイルス 、デユドックの三 人で代表される。

元来オランダには表現抵の系統をづ lいに幻国的な辿築家の群、即ち天. t デ・クラークを盟

主としにアムステルグム i辰と . ここに 設〈アウトを盟主としにロッテルグム涯があり 、丁

度その中聞を行〈のにヒ J レベルシユムのデユドック一派がある 。( 日本で一時騒がれにオ ラ

ンダの新建築は多〈はアムステルグム減を指す) アウトにはロッテルダムの共同住宅 コ ウ

イルスにはアムス テルダムの大説法場、デユドックにヒル ベルシ ユム の考昇段、共同浴場、

アムステルダムの ｉ ｾ ｩ 貨山等の作が有名である。

コルピユジ エ、ステブン 、ルルサ ーの三人はフランスの純伴減を代表する。フランスで

はトェー・ガルニエー ( T ony Garni er) が 1905年に既に工業都市の大計却を設表して此人を

鴬かしに、ガル= エーは今リヨン市の技alji として、住宅、運劫場. J忌役場等の作がある 。

ご欠でベレ ー( A. &  G .  Perot ) はコンクリ ート のスレンダ ーに浩れる性質に着目して 、 レン

シ{ 及モンマニ ユイ ーの敬舎堂1 ; ' iきつ fこ。

コルビユジエについてはあまりにやかまし〈諭せ' られて居るから ここには説かない 。作

品にボルド ー 近郊の住宅群 ｾ Ｑ ＹＲＵＩ 、ストウツトガルト の住宅 Ｈ Ｑ ＹＲＷ Ｉ 、園 僚 ｬ 倣盟合的 Ｑ 従 Ｎ ソ

ビヱ ー トロシヤ中央合{ 前奈等がゐる。ステプン 、ルルサーは共にコルピユジエのTIじを以な

もので 、前者にステ ブ ン街の 多〈の住宅があり、後者に件冒宅、来合住宅の作がある J イi1J れ

もコルビユジエ程に理論偏重者でなく 、大衆の a註向にも投じて居る様である。 ( 1933・5・2li )  

ζ れ奇宇の新興建築の系 統 的 記 述の詳しいものはアル スm築 大 j伴睦に 石本1喜久治氏と筆イ5- ;1: 共 同 で 軌

録した最近建築1栄式論が あ ります。文武 田五一博士 者if :l l l :匠北淡筒i のf 111論と iL'i 本 J にも詳し く出て居ま

す。なほメ y デノレ Y - './ 、クロピウス 、ピノL チツ ピ、ペ- ( J ーペーレ y ス、7 アーレ Y カ ン 7 ・、アウ

トの 個人についての建築御 Ｎ 作品等の詳しいもの は 、 雑 誌 ｲｾ ｩｬｬＺ 築 ｊ I昭和 2 年頃 より昭利 4 年 頃 迄 にZ医

者の執鍍したものがあります。なほ上述の概設には f科舎が必要でありますが 、載せる ζ とが出来ませ

ん で したれ ｾ ｩ･ Baukunst  U" l' neuesten  Zei t" と云ふ本 l亡、 よくま とまって豊富に出て居ますか ら、つ

いて見られた ら、御霊手考にならうと考へま す。
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ソウエート・ロ V ヤの都市計量乞建築

藤 田 進 一 郎

革命前のロンヤの都市には、まに枇舎が]、 経済的計重なるものは見られなかった。尤も

レニングラード( 革命前のセント・ピータスパーグ) やオデツサあ? こりには都市計霊らしい

ものがもよいちょい現はれかけてゐにやうピヵヘそれもー杭特憐階級の趣1J ; f えを潟込せしむ

るにめのものに過ぎする、産業一般の進歩とか. 勢働者の稲iJ i I l ; の増進とかを目棋にしにもの

ではなかっ1: 。この黙は、他の資本主義諸閣と少しも費りはない。どこへいってもブルジ

ヨア階級の住宅は一等場所を I lj め、 1!! f ; 産努働者階級は貧民加におしこめられてゐ? こ。工場

と人口との分布も混i屯としてゐ 1: 口しかもロシヤにおいては 、民衆文化の傑準は 、他園に

比べてすっと低いピけそれ1:' げ、 一居悲観すべき川、態にあつに。

特に目? ごつに特徴は、農村労働者と都市努働者とが. 全然もがった二つの別天地に隔離

されてゐ? こことである。西ヨーロツパの諸園. ことにイギリスあたりでは. 産業革命も早

〈行はれ、工業 も著し〈進歩し、 資本主義;j jlJ 度も糊熟してゐる上に 、領土の商積 も狭〈て

小ぢんまりで あるのみならす¥ 道路も鍛道も圏内に四通八達してゐるので、都市の ブルジ

ヨア階故に属する人々も、絶えす農村に接関することができ 1: 。それが農村の労働者と 1密

接な親しい闘係を生じ 、生日程度の向上を促し、むしろ農村労働者の生活程度の方が. 工

業都市の努働者のそれよりも改善されに以態にある場合もあり得たのである。

ところが戦前のロシヤにおいては、 交通の不便 からブルジヨア階級のものが . 農付に出

かけてゆ〈といふやうなことは絶割にな〈 、互ひに速く陥つに付と村との問の交通の自性l

も、極めてJ l j IJ 限 されてゐ? こので、そこに住む55イ勤者同志 、まには都市の工業努働者との嬢

糊も絶封に行はれなかっ fこので 、い つま でにつでも、刷付 の世界とは文字通り に隔泡され

? こ武陵桃源に 、原始的生活をつ Y りるの外はなかっ? このである。

そこで . 革命の成玉iJ e 同時に、 ゾウ エート・ロ シヤ常J r 'J者の ttll 白i しに軍大問祖は 、 その

国有の共産主義政策 lこ合致するやうに 、何よりもまっ公共生前、集陸|生前の枇命的構造を

建て直すことであつに。しかしてこの軍大問琶をfo/f， Jとするにめの具鴇町方法は . ? t 闘を通

じて 、工業の中心 佐科接的基礎の上に改造すること〉 、こ れらの工業中心地を繰り て、 そ

の周聞に、工業の合理的設展を保障し、促 i主するやう人口を T可分配する こと 〉であっ仁 D

こ の二つの百十重を完成するには 、 ｕｾＭ に 、 現仔者 ｦ ＵＱｬ ｩ の ｩ 乱 雑無秩 序な設展を夕食ひ とめて 、 方

法 '1句に計置し直きなりればならぬコ第二に 、 その位置からみても 、計重からみても 、生産

と分配とが最も能率的に、経済 的に行はれる やうな 組 織を もつに新都市を創設 しな げれば
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ならぬ。換言すれば奮都市の誤謬の訂正し新者s市の創設とである。

こ〉にソウエート ・ロシヤの都Tl i計霊が初まつにのである。

2  

ソ ウエ ート・ ロシヤ の 者 ｬｬ￯ ｬ￯ ｾ 十 盤 上 の 一般的原 ｊｻｉ ｊ と もいふべきも の は 、 工場を中心として 、

それを繰って . 市民 の共同生活が管まれるやうに 111来てゐる梨(I である D 奮音fl 市の不経情な 、

ｾｮｾ ｾ 十 登な 、で にらめに設けられに工場はすっかりとり仰はれ、新らしし、工場が 、 隙々とし

? こ緑樹41Fによって絶縁 され? こ市外に分離して該げられに。これら の新工場は 、健全なる都

市計 肇の原理に立脚 して、 それ を中心に努働者の共同生活国組b人衛星的に賞展して ゆ く

や うに計 聾 されにも の である 。かっ ｊｾ 民紺 や 、そ の 無宗敬主 義から 邪魔も の になっ＿こお寺

や、その他無期 の建築物の除去は、新規の共同生活に組合する や うに都市l を建て直す上に、

まことに都合よく、 その結決、哲翻1mの改造には 、す・ ゐぷん思ひきったことも H"¥来る飴簡

を生じ、多〈の者11mでは、対んどJ京j診を? とず めないほど の荒療治が1mへ られ 1=。

工場、または工場の集削は、中央に あ り、自給自足的な共同生活のー単位として組織さ

れてゐる 。労働者はみな自己の働 ら く場所に接近して住み、健康、休養、慰安、修養等に

必要な、すべての施設 を輿へ られてゐる 3 この単位は 、工場地411t 、枇合地帯 、農業地帯の

= 段に分離され、各地都と地帯 との聞には慌澗な空地帯が備はっ て、 完全に互ひに隔離さ

れてゐる。祉舎地帯 は、いつも 工 場地ff? と、農業地帯 との 中央に位し、各地帯は、努働者

の 決 ｬ 惜的精 神 Ｑ ｉ 的繭枇 の 哨匙 を考 慮すると 同 時に 、 工場 が ｩ 誌も 粧 桝的に運 皆 される や うに ｾ Ｍ ｉ

聾されてゐる。工場の建築にも 、都 市日|繋の原則が熔) 刊され、突しい花里によって総どら

れに腕い道路が. 工場の建物と建物と の聞に縦横に設げら れて ゐる。工場 に近〈技術論省

所や、科，墜l的 研究所 の他 物があ り、強電所など〉ともに 工場地イ! ? を構成して ゐ る。工 場 地

併 にはま＿こ特に謹輪 交 通 の 使 ｆ ｉｊ と 将 米 の 摘 張 設民主 力 ［ ｾＱ ￍＱＮ 訴されて ゐ る ･

ili止命地帯 は即ち 1t 宅地帯で ある。 こ〉には労働者の11ニ宅 を初め . 政 府の役所 、取t ふ 病

院そ の他の公共l 1i建築物. 休養および一般市1: 合的改善の施設 に必要なる空地をも合み . 日

市品の配給所もこ のうち に訟りら れて ゐ る。

農業地帯は食料を生 産する 。すべての農産物 は こと ご とくこ〉で耕作 される 。図有農場

の試げられにところでは 、 それに附随し1=各 自の共同体'.i ，fil ¥¥( IWの1= めの制: 舎地帯をもち.

ｉｪｾ 主 ｬ｢ の 工 場地帯と同様 の Ｍｦ ｌ 宅 ｉ 以 、 ｅ拶 Ｙ

剖都Ir市「仔t昂吉計十釜の! 原京理に つい ては、 需要の動脈 的道路に沿うて 、*1Il 長 〈リボン のや うに都市a -

建設せ、4 といふ一誠と 、際 大 な地域を卜 して、集 中的大 都市を建設せよといふー振とが劉

立してゐるが、 ソウエート政治の イデオロ ギーから見れば、 その何れにも長所もあれば短

所もあるから、現代の過渡期を通り越して後、従験の成果力人もっと詳統なる分析研究を

可能ならしなるまでは. どちらとも軍配をあげかねるといふ ので、雨者の優劣論はまに決

定してゐない。

工場、または工場の集図を 中心にして、 その周回に共同生活調憶を? 衛星のご と〈分散さ
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せる様式も、なるほど、か〈て、最大の能率と経済とをもって工場を蓮賛することはできょ

うが、 まに努働者の生活猷態は改普されるに相速なからう力人しかし、努働者が 、か〈ま

でして二六時中工場と接偶を保ちながら生活しなければならないといふことカヘ心理的に

見て、処して健全無害のものであるかどうかといふことについては 、い ろいろの議論が戦

はされてゐる。

3  

ＱＱＺ 宅地帯内におりる持働者住宅 の 建築様式については 、 刊に ｩｾ ｬ ｮ に考慮され、多〈 の 試

験的資騒がなされに。最初のほど全閣一般に探J i j されに のは、二 戸つづき のカテージ式の

二階建堂 、白面者li7d風に生l ! ; て並 べ ることでめっ t: 。ところが これは、二戸つずさ の分離建

築は不経憐「ごといふのと 、家践と家族とを結びつけす・に却 って分灘せしめ . ソウエ ート政

策の根本精神となってゐる共同生活充宜の主旨に反するといふ の との理 fll で、 tMi もな〈放

棄されにのである。

っついて、大きな中庭を困んで 、凶階建の長屋がプロックをなして娃てられることにな

っ1: 。現在レニングラードには 、 この方式の労働者住宅の出本が盛ってゐるが 、それを凡

る し 第 1 階から U} 4 階まで、幾僚かの階段がつづき 、 その階段の雨 (jjlJ に、 3 室乃至 42bz

の フラットが並んでゐる。中庭 の ｱｊ ｾ たには共同 ｲ ａＺ 機場があるが 、食 事は各戸 別 ｫ に 支度す

ることになってゐる。これは前の カテージ式に比べると、よほと簡易化し 、経済化してゐ

るが、しかし . これもカテージ式に射するほビ同じ理由で II:} び修正されにのである。即ち

今度は中庭の a 方を開放し、かつビルデイングの雨翼を短かくすることによって、建築問

地が節約され、階段の数を減じて、ーっか二つかの大きな階段が泊首の位置に設けられて 、

その階段が各階の各フラットを主li 絡する蹟々としに廊下に泊することにしにのである。か

うすると 、一つの建築物のうちにある各戸は、互ひに自 111に交通することが1'-1来 、共同生

活の精利 ｩ はー居振興されること受合であるコ ｕｾ 1 階には共同炊事場と共同食堂と ・幼桃園

と、洗濯場とが設けられ 、国¥1下つヲきには小さな炊事場もしつけられて 、各戸別々の炊事

も出来るつ

ところが、この中庭式住宅プロックの主なる扶拙は 、最大限の空気と日光とを 、各戸、

各フラットに封して平等に供給することが出来ない黙にあるので、この依陥を? 柿ふ? こめ、

ｊ 最近の傾向では 、中 庭を＿駁してまっすぐな 、 長い前面 ｩ を有しにビルデイングを＿・直角に ｨｊｾ

.j=rI ' しなが ら、道路に沿うて、腿々 とっつけることになってゐる。まに新らし〈都市を制連

するに首 ｫ 空地 の十分なる場合ならば 、 それが Ｎ ｾｬ ｊ なり の距維を隔て 入前後に 重ねられ

てゐることもある oかうして各戸卒等に; 最大限の空気と日光とが供給されるやうになっにo

TこY し、この様式では 、公共建築物は、佐芭地'市から日IJ にかけ離れて 、 その附近で- 1 l f 便

利さうな場所に建てられる。

一入賞 りの住居面積は、普通 9 卒方メ ー トルといふこと fごが、建築材料や 、熟練建築努

働者などの昧乏から、住宅の供給が不足がちな ので、現在ではそれ以下の平均7 平方メー
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トルヤらゐt.: らう t のことである。

4  

次に建築物のデザインについてであるが、革命の建築上におよ lましに影響は大し? こもの

である。貰木主義枇舎から 、突然仁 、 しかも完全 に、共産主義枇舎へ と飛躍的な大艶革を

遂げにことは、 各建築家を して、何とかして 、こ の新枇合のイデオロギ { を最も よ〈 象 徴

化 し1: 建築 様式を殻見しようとする 希望に燃えしめにのである。何でもかでも新らしいも

のに就かうとする 焦眠から 、空想ばかりが奔 放 して. 初期に考へつい? こデザインやモデル

には、 随分突飛な 、奇怪な もの も少〈なかっ t: 。いろいろと研女の結果、最後に商ョーロ ‘

ツパに現在行は れつつあ る現代建築の精利lが、 その間際的なる黙において 、革 命的なる貼

において、 目的の直接的 なる黙 にお いて、建築貨を低廠な らしむる草純さと jai 度 とにおい

て、最ノj、限の熟練労働者を必要 とす る黙において 、大家の産業眠気質 に調和す る黙におい

て、すべてソヴ エート・ロ シヤの建築家の 心 を捕へ fことい はれて ゐ るが、しか し、これ ら

7 7 シク シ3 . ル スタ イ九ス

の 機 能 的 様 式 を と り 入 れ て 、さ らに森美的に成功するには 、 その設計者の側において、

特殊の経験 と熟練左右?要するはい ふ までもなし、 o ｾ、か に あせっ て も 、 一朝 一 夕 でできるこ

とではないのである。 Tごからソヴ エ{ ト・ ロシア の建築物は 、みな審美RRからは失敗?ごと

いはれて ゐる。 何 しろ新らしい建築家に乏し し 取校の生徒が練習の? こめ に作 製 しに デザ

イ ンを 、そのま〉質際に採用した り. 1こY モダニズムばかりを追求 して、 建築の廃史や、

外国の建 築大家の傑作をrau<研究する迭 もなかっ?こので 、それ も無理から ぬことであ らう 。

ブ o t ' 今 ト

それにソヴ エート・ロ シヤの建築家の特徴 として、 車 に岡上の設計Tごりを準備すれば、ぞ

れ以上 それから できる建築物 の建築 中にも出来上ってから も. 一切関係しない のが常であ

る。プロ ゼ クト が出来あがると 、直に専門の建築技師に引き 渡 され、細目の間引 や、材料.

慣絡の取りき め まで、 一切 の こと が、 その設計者ーか らは潤立 に、建築技師の責任である 。

これで は審美的効果 金あげ に〈い の も営然で あ らう。しかし、こ れについては、現在すで

に非難がもち上って ゐるの で、3Z匠家主建築家 とが同 心一憾となり 、互 lこ協同しなりれば

ならないことが 、t :' んfごんとわかりかけて来てゐると の ことである 。

森美的概念の紋げて ゐる君主擦には. 外岡人がある建柴物 を観察にゆくと、まつ' 輿へられ

るのが、 その建築物に闘する数字的統計である。その誇 りと するところは、 その室の撒で

あ る、窓 の 教で ある。 務 実 的 に見 Ｑ Ｚ そ れ らは プロ ポ ー シ ヨ ンで はな ｾ Ｇ ｣ 現になほ機械 ｬ こ 到

する狂 停 と、工業 l: 劃 する発意 t が、ま1:' 宏事; 自( 1工学Tを興」 ξ 節、絡を 生 じな い桜子 である

新ら し< ｈｾ 来 ＿ こ 建 築 物 の外Ａ聞は 、 どれ も こ れもよ 〈 似てゐる 。 性 宅ピ か 、 病院の病室 ｦ ご

か、 ちょっと 応別のつ きかね るのが多い。大 1: い色彩の ヴライ エティ ーが乏しい。 レニン

グラ ード やヴオルガ地方、 モス クワあ? こりはま? ごさうでも ないが、カルコフでは、セメン

トの次色の ま〉な のが多 し、。しか し建築家の シユクセ{ フ氏 などは色彩の用ひ方について

熱心に研究中であるから 、将来はもっ と明るい費化に 笛んにものが出来上る? ご らう と期待
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されてゐる。

大 Tこし 、丙 ヨー ロツ パ諸闘の現代建築を見馴れ、かつ鑑賞しつけにもの にとって は、ソウ

エート・ ロシ ヤの新らしい建築は、何と な〈もの込り 1，}.( 感じられる o 建築家の仕事と L、

トよりも 、むし ろ技師の仕事に近い。その構成よりも 、むしろマツスに訴へる摩力を貫ん

じてゐる o 仁、ずーっ着想が宏大で印象的な のは、カルコ フの『涛. 業の官殿J と栴せらる〉七

ラフイノフ氏の設計にか〉る建築で 、i将来 この方 向に向って進んでいつ? こならば 、ソウエ

ｻト・ ロシア の新建築にも 、 百 Ｑ｝ 日すべき新機車 ｉｨ が現はれる Ｑｾ Ｇ らうといはれてゐる。

5  

上 のやうに 、建築物外討のデサ イン や構造には、 まにもに不十分な緊tは 多 いが. しかし

その他 の倣態におし 、て は、殆んど思ひがりないほどの改善ぶりを見せてゐるのである。む

かしの空気も光線も砧に過はない 、 Ｏｊ 、さい Ｎ 病菌の餌食のやうな木 小 屋の集ｼ到の ｴｾ りに 、

空気も日光も自由に通ひ 、便利に出来上つ1: 小ぎれいな努働者の{1二宅が建てられ 、 そのmJ

聞の施設もまたよ く行事朋いてる Tごりを見ても、ソウエ ー ト政治に f J して相首 の11: t見を) j j t

しきらないも のでも 、あまり悪口はつげまいやうである 。 さらlこ到ると ころ勢働者の心身

の健康を増進する文化的施設が試みられてゐる 。 レエン〆ラ ー ドの ごとき帝政時代にー岡

の首都ともなっ 1: ほど の大都市でさへも 、革命前までは 、下水道は無論上水道ーまでも 不完

全で、非衛生的であっ 1: が、革命後は 、 りっぱに現代式に改iiE され、部: ダくそ の他の主要各

都市にもおよ lまされつ』ある c

都 i !i 生爪の一般的改汚については、ソウ ェート・ ロシヤは、遺かに他の資本主義諸閣の

現 !Ik ¥t ' 凌刊しつ〉ある。公闘にせよ 、闘書怖にせよ ‘ クラ ブにせよ、運動場にせよ 、安 息

所にせよ 、頗る野心的に 、かつ大規模にでき て ゐる。都市として各種の公共的施設に' fl"¥t' 

:j")j "つてゐるのみなら 子、市民自らにおいてもま?こ自霊的に 、野間組令や 、共同組合の組 織

を通じて、 ぞれ t は別にま ?こ各種の施設を実成してゐる o その一二の例をあげ てみると 、

カルコフにおいては 、 食料品供給制令員は、車 ｮ 令自身の ｉｾ ｉ｝携をもってゐるが 、 最新式で 、

設備も整ひ 、 廻り舞葺［も ｾｉＭＧ， 来てゐる 。 ま ＱＺ 新ｼ 令自身の修養および安息の ＿こ めの公闘をもっ

てゐる。公園内には 、読書室もあり 、 キネマもあり、脅さ終演奏場もあり 、スポ { ツ練習場

もあ り、陸務室 には瞥仰が街・日 間張して民衆の優生摩・上の相談に ffl! じっ〉ある。

スタ ーリ ングラ ー r における機関車製浩工場に倒〈勢働者のクラブは 、] ，1¥00 人を牧容

し 、 室数 ｾ Ｓ 、 二つの大贋聞から 、 間書室 、 委員舎室 、 ｭ ヲ ｲ 輩 、 安息室 、 Ｇ，ｲ ｧ 務室 、 運動室、

育祭安 . 幼稚園までも備はってゐる白 地下室 には射蛾場があり 、照上には 9J 女の 日光浴虫

がある。 近き 将来には附厨の劇場も出来る との ことで ある。

オデケサには 350 人のリウマチス，也者掠養所がある q 大きな自然林 の中に あっ て数エ ー

カー の商和を占め 、ボート や自民の浮ぶ湖水石? とりいれ. 昔紫武 、キネマ等が設げられて

ゐる。病 人 は一文も支挑はすに 、 自 ｾＱ Ｑ に そ こで 療養するこ ｫ ができる 。 こ の建築物は ロ シ

ヤとして珍ら しいほど色彩に注意し、農 付生百『; の光景{ f 、N い浮彫で枯し 、?こパ ネル があっ

て建物全簡を美し 〈ワ |き? こにせてゐる。( をはり)

一一 主 として英闘フ エピアン協舎のソウエ ート・ ロシャ調夜図の報告による一一
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小 住 宅 の プ ヌ ン の 研 究 (2)

岡 田 孝男

序 言

H  小住宅に於ける室配置の研究

III 小住宅の室の重量及慶さ の研究

IV 小住宅プランの客観的橿劣比較

Ｈ以 ｉ ｾＮ 4 月腕所載〉

首lii 披に於て筆者は. 日本建築協舎が判長F.内外の/HI :宅の優秀1よるプランを数多 〈得。

ぞれが| 約四建築界の小{-I:;宅に到 する 符笑であることを説い 1=。そして この符案数十築より

帰納的にある棋 ;¥I; ::t ij 111'， さんことを企て、先づ牢の配置の研究の結県

ぷ閣の位置によってプランを A B C D E F G の じつに分知することを提楽しに じ

ι の分類に従へば . 各グイプの受配置は定石的に決 まっ て米るので 、その定石を探っ

た。 これ によって、女闘の牝置さえ知れば残りの室の配列順序は必然的 l二分明となる。

そしてこ の法WJに従はなげれば好いプ ランが出来ないことを知った T この詳細の説明

は本慌に載せに挿絡によって9:11られ? こ いo :j，くに

2  /J、住宅のプランの l吟味方法として去を居室部、作業室部、通路部の 3 音1¥に分ち 、この

三部聞の相互の関係を調べるこ とによれ室配置の優劣佐直ち に知る方法を提案 し?こ乙

本披に於ては進んで 、小住宅各去の院 さと数の棋準を定め 、居室音11、作業部の各割合を

調べて、 住居係数 、有用係数を求め 、この比較により、小住宅の使用慣値の標準を定め 、

更 に第 3 段 として 、/J、位宅フ・ランの優劣比較を客l目的にする魚、プ ランの要素を分析して

多 〈の依件に換八、こ の4条件に令するや否やを検して 、優劣比較に資し 、帯夜に|捺 して従

来行はれ fこ容脊員の綜合的主1目的森有方法の代り に分析的客間的号存在方法を提後する所ま

で行手 ?こ いと 考へ るし

1IJ 小住宅の室の主主及大さの研究

日 本 建築 協合Ｑ［ ［ＱＱＧ Ｑ ニ ｾ ｉ ＢＮ 山より Ｇ ｪ 1紛き懸賞非集し1ンl、11:宅の優秀な る会長の 中 よ れ 26 の首選

案を選 ぴ、 その敷地の康さ 、1 附 2 jP-(i の坪数、更に詳し く居問 、茶の間等の宗の院 さを、開

室部 、作業部 、近t 布部 、屋外等に分け て列察し、 これ等を般 に平均して各家の院 さの棋準

を夕、nり‘ 叉縦じ居住係数、有用係1敗、使用係数等: { f .:t，¥: ｈｾ ， して 、 そのプ ラ ン の 佼川 ｬ ＱＧ ｬＱ Ｇ胞を会 Ｑ Ｑ

h 更に この係数の平均を 在って、棋 JI I;係1肱: { f 1-11しにのが第 l 表である c
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A  R  

:卜;十;

D  

小tt. 宅 に 於 て は 敷 地 の ど の 側 に 迫ー路 が あ る か に よ っ て 玄 関 の 牧 置

がさまる。玄! i j jの 位 置 は 室 配 置 の 大 勢 を 支 配 す る か らノl、1-1二宅 の プ

ラ ン を 論 十 る に あ 1: り で は 玄 闘の1.) 置 は 極 め て 重 要 で あ る 。 友情|

の虫n<  

A タ イ プ 北 北 西 入 B タ イ プ 北 入

C タ イ プ 東 入 D タ イ プ 南 南 東 入

E タ イ プ 南 南 西 入 F タ イ プ 西 入

G タ イ プ 西 北 西 入

の 日夕 イ プ に 分 け る と 下!品|の 如〈 なる

Ｈ 下を南と す る ｾ事事例し て お 〈ノ

.¥ タ イ プの (91) ( 玄闘が北北西 にあるもの ノ

北に道路 のある場合 に外j ひられる c

南側に居集部がならび

北側j に作業部議がならび

通路部 がその 中fi 月を走り とれ を連絡する。

I  1:主宅と して は最 もプラ y の宇 り宇す ν 、F イ7 ・で

ある 。

首選案 26 案中 2. 4.  6.  10.  19.  29. 30 の 7 案 17

ζ の F イプであり俊秀なものが多 ν ・。

V' 7 2  

B タイ プの fflJ ( ; 合、闘が 北 にあ るもむ)

11:に 遣 のみる 場合に) i J ひ られるの が常であ乙由・1諸にはこ

の例 の如 O l i に滋 ある 場合にも 用ひられ る。

これ も 八 F イ7' と同じく雨似IJ y.ζ 居室部がな らび . 北側l

に作業家部がな らび、泊 :li う官官がそ の中間を 走 るがただ撲

なる のは A fil イプは作業家が右廻り問殴をとる が H fil 

イプ は左廻 F 配置をとる射である。

C のF イプで東 のつ守 へ寄りすぎると玄関が鬼門にあたる

と天 って総 」、ι

'1;;¥"選案 26 の うす 5. 15. 20.  24.  25.  27 の 6 案 が ζ のタ

イ プである c



許⑧者
.1. 0 寄 般 地

S堅 持 ... ，.$" 

C タ イ プ の{t/] ( 玄 酬が米にあるも /J )

東 に 訟 が あ る 場 合に川ひら れ る B  ? イプと IIi J じく作業

主i ( i 廻りの配位をとる 。

Ｑ ［ｾ［ 巡業 Ｒ Ｖ のうちげのただ ｬ つが よの ｆ イ プ で ある。

E タイ プ の 例 ( 玄闘がH i l十jV4にあ るも の〉

rlj によ立のある場合に則ひられる が 凶にお; ある J.M

合にも し ば し ば ｉｉｊ ひられる 。 祭 の 同ｾＧｴｩＱｉ n  !反 IJ

ｆ イッ ・の 逝を 行 き作業 部 布佐 ｬ りで ｪ 山路 ｪｾｬ［ が 肘封

印を '1' 断 ず る 。 使 石 は D ? イ プ と問機である

が 京 市 内 方 Ｏ￭Ｏ ｊ ｉ こ主ｾＪＭ をと るこ と が 出来る ＡＱＱＱ 』で

は υ F イ7 ・K 俊る。 I!.!. :: k 闘 が 央 鬼門 に あた る

と云っ て織 が .:.1れる ζ とが あ る。

26 ｾ 長Ｚい Ｓ Ｎ 21 の 2 奈が乙 の タイ プであ る。

ｄ タ イフ Ｎの ｻ�ｾ ( 3<: 闘 がIl J 南東にあるもの〉

iffi 例 はrl i に訟のある場合川ひら れ るが 、 本例の虫/ 1

ur に泊 のあ る場合にもしばしば対1ひられる 。

。 タイプ I:l: E  ? イプと問じく riHUl J に1 { 仰をと る

ので府議と して ) I J ふべき iH(l1tlがそ れ だ け減 ずる ζ

とにな り不都合 で ある 。 且 ￯ｾ 側に玄闘があるため

Itl 入するた ツに居安部を覗かれる 不 利があり 、x

肘左手: 対; を 中断して iiII路?絡が あ る の で小住 宅 で は 不

便な-tl ，5合がある。

26 案 の うち 1. 31 の 2 奈が こ刀 タイプである。

7 3  V I  



下

を

哨

と

す

ら

4

帥

剛

伺

L

T

お

く
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純ケ江 、後限 ＡＱｾ ｩ［ｪａ村氏後

4  

72羽 %

92. 8 0 % 

43 

一|ヒ治

住居{ 糸数

i J・川Jf系盟主
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1
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.¥ 7 イ 7'
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然
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45 

メート ル法に依る小住宅 l Ｚ ｾｻｦ 首 ｪ 忠

判1¥武雄氏後

5  

:I t.治

化財[ 糸数

有 用 係 政

令特{ 段 f'l

J: {iI イッ・

向上 2 等首選

組l 間大丈夫氏後

A  ?l イ 7 ' Wi ;.立

府議が; 泊路) 協を 中断す。 jJ IJj桜には山々

と してよし。 住居 係数 67.00J百

ギrf f J 係数 ＹＲＮＲ ＰｾＧ［＠
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E  
人 タ イ プ :11:治

人 タイプとして枕' F¥I ，(I甘のも山 、，

作業 百 ＱＱτ ｔ 旭 り 伊 Ｚ ＮｾｾｩＩＱ ｲＮ ｾり間近 Ｐ［ 出 品 ｮ ｾｩ［ 共ｉｪ ｬｬｬ りをぶる 。

作 業郊の終り必所と 肘 完了;ドの 終 り 茶 えっ mJ は|偽 り合」・ 。

住 居 係 数 57.6 0 % 

有 用 係 数 80.∞%  

合 裕像 作 56 

|司上 w作 1 )市
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有 用 保 数 85. 00% 
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(土 ターイ フ・

2 1  

68.8 0 % 

87.8 0 % 
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住居係数

1 r 用係数

合 特 依1'1・

U

N

M

河

羽∞
4

7

0

 

戸
、

J

o

O

巳

1

u

d

F

w

w

 

n

u

o

o

 

L

U

K

O

'

F

'

 

戸
、

u

勺

，

A

q

同上 3 等 2 )荷3

府l武 雄 氏会長

級

数

件

除

係

依

尉

用

拙

刊

他

省

合

}足並

1 7  

( .  'll イ プ

|吋上 3 等: 1 )，V，'  

問j溢性l次J奈

F  ?I イ プ 凶JIt. . 北 治

住所[ 令書生 59.80%  

有 )¥J 係主主 8 1. 80%  

合 持 僚 件 臼

ノミ美野出同者1S"r1jf 1'. 宅 1 等

川溢吉助氏楽

1 9  

2 2  

W

N

W

N

 

回

∞

Q

ノ

A

"
-

q

d

戸
、d

o

O

E

d

住 居 [ 半数

1JJ 目[示数

合 絡 依 1L1'

:jl:ju: 人 タ イ プ

V' 76 



下

を

筒

Z

す

る

銭

鰭

倒

L

T

b

a

t

同左 3 等 2 ffI，' 

筑紫太郎氏築:

2 フ

賓際に建つ性宅 1 :等

角田建築事務所築

n  l ' イプ北道

住居f半数

有用係数

合 t帯保件

59. 60% 

89. 50%  

4e 

北 道

住居係! &

有用イ不数

合材 ｾￚ 若ｦＧｉＧ

H  ?Iイ 7 '

2 4  

6 1. 8 0 % 

86. 20; 出

47 

阪和上ノ芝位宅 1 主主:

村 瀬 鏑 一 氏主主;

2 9  

59.6 0 % 

83. 40% 

43 

北 道

住居係薮

有用係薮

令 絡 後 作

司? I イフ.

墨色

ド

今

時

間

Z

1

る

匂

帥

町

例

し

t

&

〈

M

戸

W

N

∞∞ 
4

2

4

 

6

8

4

 

向上 2 等

堀武雄氏築

B  l ' イ プ 北 道

住居係数

省 j 日係数

合 絡 依 f'! ー

寸; 1"7

= で一士ァー=二ニニ工L

向上 3 等 1 )市

久保問健誠氏笑

} '  !il イ 7 ・ 荷主1・

住居係主主

有m係数

合 絡 依 件

2 5  

ド

ル
Y

桁

と

す

る

俗

画

開

倒

L

T

u

a

t

向上 2 等

久保問健雄氏築

主タイ プ 北 道

3 0  

2 6  

77 V I  

56. 30% 

77. 80% 

50  

住居係t ! <

有用f示数

合 裕 僚件

55. ∞%  

68.∞%  

4フ



下

e
p

h

ざ

す

乙

判

川

判

例

L

t

h

く

霊長

考

案

Ｈ ー Ｉ日本建築協合住宅委員合立案 ｾｮｾ

M地 56 坪 l 階 17，5 2 階 9，25 延 27，75 向、

B  9' イ プ :I t逝

υ
'

@

J

9

 

0

h

o

/

 

円

u

n

u

民

u

a

u

1

2

9

 

7

9

4

 

阪和上ノ芝住宅 3 等 i 周』

西田哲郎氏案

D  9' イ 7 ・ 南 及 西 遺

住居係主主

有 用 係 数

合符僚件

3 1  

ド

ヨ

仲

Z

1

b

円

械

に

例

L

T

ぉ

，

語島
，

，

 

f

f

i

f

 

t
i

-

-

‘
+

t

 

g

e
e
.

，
、

.

.

.

.
 2

・
、

，

わ

を

附

さ

す

る

M

F

割

削

L

;

'a

r

考

案

( ニ) 日本建築協合住宅委員合立案第 2 ｾ 祭

政 地 36 坪 1 階 14，41 2 階 9，5 延 23，91 :f. t、

C 9' イ 7 ・ 図 詮

( ，9' イ プで 作業 部 室 が 布 廻 りにあるのはよく

63.5 0 % 

84.80%  

54 

3 2  向上 3 等 2 席

金子春夫氏案

。9 ' イ 7 ・ 西主主

住 居 係 数

有 用 係 数

合符後件

ない。

霊事

考

案

( 三) 日本建築協合住宅委員合立案第 3 後

! 敬地 56 坪 l 階 16，6 2 階 9，5 延 26，1坪

E  9' イ 7 ' 南 道

以上( - ) (ニ)(三)11lt，第Z 世骨飴] i i 総事 ti ＡｬＺｾ＠ 6 1  J f にめり

以 上 26 案を A BC D E F G の 7 9 ' イプに分 つ r

弐 の事1; 果 になる。

ｊ ｾ＠ 9' イ プ 3，21， 

l'、タイプ 9， 14， 22， 26， 

(， 9' イ 7 ・ 7， 8， 16， 32， 

これに より A  B  1日 。 の 4 タ イ 7 に優 っ た も の が 多

く、C D E の 3 ダイ プは少ないこと が分る o lj f J ち北

i8:X は 西 遣 の 敷 地 は プ ランが申り易いととが分る。

2， 4， 6， 10， 19， 29， 30 

5.  1  5. 20， 24， 25. 27， 

17.  

1， 31， 

A タイフ.

H  9'イ プ

ド タイ ツ.

D  9' イ フ・

V' 7 8  



この表 を造るに あたり、敷地の面積は 、明ら かに分ったも のはその ま〉かいにが、中に

は寸法が明かに分らぬ?こめ大悼の大きを書いにものもある。叉建築の坪肢は盤 2 枚の大 き

を l 坪と見? こ。柱のJ l t k の計算では、或はd 米を 1 聞としにもの、或は 6 尺を叉は 6 尺 5

寸ーを等いろいろの尺度があったが、すべて盤 2 伎を 1 坪としに 次に居間、茶の間等の炭

さは使宜上塾教で表はしである。

既さの算定には家の中? ごりのJ P ' t さを取つに。従って屋根はあってもポ { チやベランダの

女 ｉ 咋吹放し の ところは ｩｾ らなかっ ｔ こが、出窓等の如〈建具の入って居る 所 は腕さに算入し

?二 合fごか ら或は設計者の算定した坪数と本表に掲げ? 二坪数は相注するかも知l れないが如上

の理由によることを9:11 られ? 二い。

又居室部の内へ. j I j I 入と Hミ捌を入れ? こことについては異論もあらうが 、居間部に居て直接

使ふから居室の一部と見倣して Y ある。サンル ーム及Jolr像を }，号室部へ入れて、普通の J像IHtl

¥! : ' 通路部に入れたについても問題がめらうが . こ れは機IjWとサンル{ ムについて前に論じ

7二事がある如〈、筆者の提案である口元来日本{_l 宅には橡側は必要訣ぐべからさ' るものと

信じて居る人が多いが、これは古ガラスが普及して居なかった頃のことで、今は事情が建

って居る。古の日本住宅ではレ択が盛放で且つ窓が床までーぱ いにあいて居て 、明り障子は

紙日占 IJ 1ごったので雨風の時には仕方がないからi : ! : j戸を入れてこれを防いに。しかしか〈す

れば去なほ暗〈なるので 、こ の不便 剖i余〈震に室の外へ後( f J l i J と云ふ細長い板の間をつげ 、

これで室を保護して居7このであるが、今はガラスがめまね〈普及して予1 < : 1=からガラス戸さ

え入れ叶. f i・l:i風は防ぐし且つ I切るし、から 、橡 INtl の本来の役目はな〈なつにのである。しか

しやはり宵慣的に橡 ftllJ をつけ且つ便利なガラス戸を併用して住んで見るとなかなか気持が

よい 、冬は l度かくて温室の様fごから依然日本住宅には橡側は必要であると云ふ人があるが

これは後( i ! u本来の役目よりも新に起った役目を云ったもの である 。室を間風から保護する

震にこそ *111長〈室を取りまい 1=が冬暖〈てよいと云ふサンル ームの役目をつとめる詩には

何も *1日長い必要はなし 、か ら寧ろ l ケ所にま とめてサンル ー ムとし、こ〉を子供室なり叉腔

接なり居室なりに使へばIJ、住宅では甚L' 便である。第一市1 l I 長くては室として寝る ことも出

来なりれば、椅子一つをけば邪魔になって通れない位で . 1二Y 通路の役しかっ とめない。

居間として使へないから普通の橡附は通路部へ入れ? このである。しかし この縁側の考へ方

は既に首選案にも歴然と現はれて居て 26 築中橡側のあるのは数へる程しかない。

三大に肘室 部 の室の名はＩｾｾＭ 問 、 茶の間 、 ＱＨＯＧＺ 接 、 書粛 、 子供室 、 寝室 、 客室 、 ヨ ｾｉＺ ｮ 、 ｦ 象備室 、

サンル ームといろいろあるカ 2小住宅を於てはこれ等の全部を持つ ものはな〈 、やすれもその

うちの 3 つないし 5 つを? 持ち 、名前は客安とあっても、 それを? 寝室ー として使ふ様な こと に

なるから 、居間 . 茶の間等の居室は室の教 とそ の民 さの不11 を示すにと Y めてお〈。共他の

作業室 、通路部の室々 はそれそ'れみなあるから 、平均して棋準fおさを 11¥すこと が出来? こ。

この表に よって

7 9  V .I 



募 集 題 目 維 ケ 丘 保 健 住 宅 大美野田園都市住 宅

嘗 選 等 級 等 等 三等一郎 三等二席 等 等 三 等一席 三等 二 郎

本 文 引 用 番 披
14 15 16 17 19 20  21 22 

豊主
般地坪書生

宏子

11 8.74 145. 20 9 4.5 0  101. 00 8 0 .0 0  7 6.5 0  9 0目。。76.5 0  

地

一 階 坪 敏
d忌

2 3.0 0  1  9.1 9  2 0.2 4  2 0.5 3  2 1. 5 7  2 4.0 0  23. 0 0  1 9.0 0  及

露物建

二 階 持 敏
ρ  

6.5 0  8. 75 '8 .0 0  9. 57 

延 坪重責
坪

2 9.5 0  1 9.19  2 0. 24 29.3 8  2 9.5 7  2 4.0 0  23. 00  2 8.5 7  

居間
帖

8 .0 0  14. 0 0  6. 33 8.0 0  8.5 0  9.0 0  10. 0 0  8.0 0  

茶 ノ 問
.. 

6.0 0  6.1 6  6.0 0  6. 0 0  5.5 0  

居 感接室叉，、 書 寮 '  .  
3.8 3  S: 50 全令-{) ますO

子 供 室
.  

3. 50 4.5 0  7.25  8.0 0  5. 63 

宮ニZ 二

緩 室

"  
9.50  6. 50 6.0 0  .6.0 0  

部
客 室。

d忌

6.0 0  伝令イ〕 6.0 0  

衣 室 叉 J 、E華街宣
d与

3. 00 2.75 6. 0 0  

室
す ン ) V "';..:- ム 叉 J 、演 橡 。

3.0 0  4.00  37 5  4.0 0  3. 00  3.00  

居 室 部 ノ 押 入
d忌

.2. 00 1.7 5  2. 00 2. 5 0  2 5 0  ，3.5 0  3.0 0  3.50 

床 棚
.  

l' 6 7  1  0 0  15 0  1  5  0  ，1  0 0  l も0 0 2 5 0  

居 室部 会 計 帖 3 7. 00 2 4.7 5  2 7. 7 4  32. 7 5  3 5.7 5  3 4.5 0  2 9.5 0  3 4.1 3  

釜F斤 4・ 3. 5 0  5.7 5  4. 00 4.5 0  6.0 0  3.0 0  4 .5 0  4. 50 

治 安 • 1.7 5  1. 50  1. 5 0  1.7 5  2. 0 0  1. 5 0  2. 00 1.7 0  

作

股 衣化 粧 室
.  

1. 2  5  1. 5 0  0.75 1. 0 0  1. 0 0  l. 2 5  1. 2 5  l. 5 0  

業
便所

会

2. 00 '1.7 5  1. 5 0  1. 5 0  1. 5 0  1.7 5  1.7 5  l. 5 0  

部
女 中 室

4忌

3.0 0  3. 50 3. 00 3. 00 

室 納戸
4忌

一
作 業 安 部押 入

多

0.5 0  0.2 5  0.5 0  0.5 0  一 1. 0 0  0.5 0  

作 業 室 部 会 計 帖 12. 00 1 0.7 5  7. 75 !  2.7 5  14. 00 7. 5 0  r  0 .5 0  1 2.5 0  

』玄 関
4ゐ

1. 5 0  1.1 3  1. 4 0  1. 5  0  2. 50 1. 5 0  2.0  0  2. 00 

通
ホ - ) V  

d忌

2.0 0  1. 60 2. 00 1. 88 ，2. 5 0  2.0 0  3.0  0  

路
廊 下 .'  8.50  1. 7 5  2. 00 3.0 0  3. 50 .2. 00 .2.0 0  2.0 0  

部 縁側 .  
3 75 

室 階 段
.  

2.0 0  3.0 0  1. 5 0  3.5 0  

ｾ路 部 合計 帖
1 0.0 0  2.8 8  5. 0 0  1 3.2 5  9.3 8  6.0 0  6.0 0  1 0.5 0  

屋
ポ ー チ

会

1. 0 0  1. 00 1. 0 0  1. 0 0  1. 5 0  '1. 00 0 .5 0  2. 0 0  

外 ; < v 稼 叉 J 、M カ ケ
4与

.9 8  1.1 6  1. 6 0  1. 70 

部

屋 外 部 合 計 帖
1. 8 0  1. 0 0  1. 0 0  1. 0 0  2 .6 6  1. 0 0  2 .10  3.7 0  

. 7 レ ス .  
5. 0 0  10.00 

一
4 β 0  4.0 0  8. 00 3.75  

雑 J 、・ノレコ ニー 会

5 0 0  

一

雑 合 計
帖

5.0 0  1 0.0 0  

一
9 .0 0  4 .0 0  8. 0 0  3 .7 5  

建 築 係 駿 一 階 w.数+ 屋 外 2 0.2 hJ0  O  ， 

1 3. 20 2  2.1 0  2 0. 9 0  28. 5 1  3 2.1 0  2 7. 5 0  2 7.3 0  

係 %  敷 地 昨 数

住 居 係書量
居 京 都 6 2.6α0  J D  4  

64. 50 1  8. 80 56. 00 5 9.8 0  7 1. 6 0  5 4.2 0  5 9. 8 0  
%  延 同3

数
有用係重量 居 室 + 作業 室

8 3.1 00  6  
8 1. 8 0  

%  延 坪
9 2.2 6  8  7. 10 77. 50 8 4.00 8 7.30 87'. 00 

%  

債 依 係書主 96  
145刈。

156. 76 156.60  133.50 143.80 158.90 14 l. 20  141. 60 

順位 3  2  4  2  4  '3  

V' 80 



責 際 ニ 建 ツ 住 宅
阪 和 上 ノ 芝 住 宅

卒 均 値 百 介 比

一 等 一
害事 三等ー/fa 三等二l態 等 等 三等一席 三等二/，If， 卒家2童ノ 三階建ノ

24 25 2 6  27 却 30 31 32 住 宅 住 宅

zf 家建 二階建

9 1. 0 0 .  131. 00 115. 00 7 6.0 0  132. 50 75. 67 9 3.7 2  96. 00 9  9.3 d" 8  8. 20 

2 5.7 5  23. 63 2 1. 6 0  1  7. 69 30. 50 16. 25 23. 75 2 4.2 5  2 3 目5 4< 20. 51 100. 00 7 2.8 ♂ 

一 7. 50 
8. 75 6.7 5  7. 70 一一O 2.7. 2 ♂ 

2 5.7 5  31. 13 2 6.6 0  17. 69 3 0.5 0  25. 00 23. 75 3 1. 0 0  23. 54<  28. 20 100. 00 100.0 0  

10. 00 1 3.5 0  1 3. 00 7. 00 8. 00 1  l. 0 0  8. 00 6.0 0  

6.7 5  5. 25 4.5 0  6.0 0  '3.7 5  

4 .0 0  4. 50 2. 50 4. 50 3. 00 4. 75 

6.5 0  3. 00 6. 00 6. 0 0  ' 8. 00 8. 00 26.15帖 26.154¥¥ 55.64 49. 98 

‘ 7. 75 6. 75 
6. 0 0  13. 7室 4.73室

。ノOノ
% ， 

6. 00 8. 00 3. 75 6. 50 

3. 00 
3. 00 

一 4.2 5  ，3. 00 3.0 0  6. 00 3. 50 1.94' " 1. 9  7  4. 12% 3.4 7  

2. 00 3. 00 4. 0 0  2. 5  0  1. 5 0  l. 0  0  2. 0 0  3.5 0  2.3 7<  12.4 3  5. 03.  4.3  8  

1. 5 0  1. 0 0  0. 50 . 75 '1.0 0  .5 0  1. 0 0  0.5 0  0.8 1.  1: 3 4  t  1. 7  l '  .2. 36 

32. 00 39. 75 2 9.2 5  2 1. 0 0  36. 50 28. 25 34. 00 39. 50 3 1: 3 2<  33. 98 66. 5 O.  6 0. 10 

5. 00 4. 00 .3.3 0  3. 30 4. 00 4. 62 4. 00 4.5 0  4. 1 l '  4.4‘ 1  8.7 ?/. '7. 8 3  

2.0 0  1. 2 5  1. 5 0  1. 2  5  2.0 0  1. 1 3  11. 5  0  .1. 5  0  1. 5 4<  l. 6 6  3.2  Ｗｾ＠ 2. 95 

1. 0 0  1. 2 5  1. 0 0  1:1 3  1. 5  0  . 75 1. 0 0  1. 0 4- 1. 1  4  2. 21 '  2. 04 

1. 5  0  1. 5 0  1. 2  5  .2. 00 1. 5 0  1. 7 5  '1. 5  0  - 1. 5  0  1. 64'  1. 6 8  3':4 9'  2. 98 

3. 00 3. 00 3. 00 3.0 0  3 3. 00 3.5 0  1. 6 7'  2. 1' 3 3. 56%  3. 78 

2.0 0  . 2. 00 0.1'7'1'  ｾ Ｔ＠ 9  0. 36'  0. 88 

0.5  0  0.5 0  0. 50 : 50 1. 0 0  0. 33'  も4 1 0.7 0- 0. 74 

12. 50 11. 50 7. 0. 5 1 0-6 8  14. 50 1 0.7 5  10. 00 13. 00 1 0.5 <f 11. 9 2  22. 36' 2 1. 2 0  

1. 5 0  1. 5 0  2. 00 1. 5  2. 00 1. 5  0  1. 0  0  1. 5 0  1. 5 9- 1. 71 .3. 38'  3. 05 

2. 50 3.0  0  2. 0 0  2.0 0  2. 00 2. 75 2.0 0  1. 5 7- 2. 34 3. 33'  4 .1 5  

3.0 0  2. 50 2. 50 4. 00 3.2 5  3. 50 1.7 3< 3. 15 3. 68'  5.5 0  

1  .0 0  2. 00 1. 0 0  2.5 0  0. 38'  0.8 4  0.8 l '  1. 5 0  

3.0 0  2. 5 0  1. 5 0  一一一帖 2.4 8  4. 41 

7.0 0  1  1. 0 0  7.5 0  3.5 0  10. 00 11 .0 0  3. 50 8.5  0  5. 27.  10. 52 1  1. 2  rf 18. 70 

2. 00 0.5 0  2. 00 1. 0 0  2. 00 0. 75 1. 0  0  .1 0 0  1. 16.  
'1. 3 7  12. 45.  2.9 0  

1. 5 0  ，0.8 0  
75 1.1 7  0.4 0- ' 1. 8 4  0. 85.  3.9 0  

3.5  0  1. 3 0  2. 00 1 0 0  2 .75 0 .7 5  1. 0 0  2. 17 1. 5.r -3. 21 3.3 0< 6.8 0  

4 .0 0  9. 00 2. 5 0  3. 0 0  4 .0 0  6. 00 5. 00 2. 00 ｾ ｓ Ｎ Ｑ＠ 0多 '4. 13 1  0. 89.  8.8  0  

1  0. 00 
'1. 0 7  2.2 5  

4. 00 9.0  0  2.5 0  3. 00 4.0 0  16. 00 5. 00 2. 0 0  . 5.1  ｾ＠ 5. 20 1 0.8 0< 11. 0 0  

30. 30 1 8.5 0  1 9.7 0  23. 90 2 3.6 0  22. 2 0  2 5.8  0  26. 3 0  2 5.0 弘25. 00 

6 1. 8 0  64. 00 55. 0 0  59. 80 5  9.6  0  56. 30 7  1.5 0  63. 50 6 6.1 弘60. 00 

86. 20 8  2. D 0  6 8. 00 89. 50 8 3. 4 0  77. 80 92. 8 0  8 4.8 0  88. 50% 8 1. 5 0  

148.00 146. 00 123. 00 14 9.10 143，00 134.l 0  164.30 148. 30 154.60μ 141. 50 

2  3  、4 3  4  2  

81 V I  



募 集 題 目 生活改善健 康住 宅 メートル法 ニヨ ル小住 宅

首 選 等 級 一 等 二 等 佳 作 佳 作 一 等 二等一郎ニ等二府 三等- 1m戸三等三 J掠三等 三郎

号l 用 者 幸 鋭 2  3  4  5  6  7  8  9  10 

産量鍛

敷地坪数 岬 90.0 0 95.0 0  ?  ?  85. 00 76.5 0  80.00  75. 00  75.0 0  75.0 0  

一階坪 ii 多 26. 88 23. 8 5  22. 75 26.25  17. 63 17.5 6  1  7.5 6  1  9.63 20.88  23. 55  

一階坪主主
会

7.25  8. 00 7.7 5  7.62 5.00  9.38  7. 00 

延坪護主
多 2 6.8 8 23.8 5  3 0.00  26.25  25.63 25. 3 1  2 5.18  2 4.63 30.26  30. 75 

居間
帖 11. 0 0 18.00  12.00 19. 00  8. 00 7.0 0  10.75 9.00 13. 50 10. 00 

茶ノ問
.  

6. 00 6.00 6. 00 

居

感接叉 J 、書聖年
eι  

4.5 0  4.5 0  3.75 7. 16 3. 75 3.00 

子 供室
ｾ＠

6. 00 6. 75  4.5  4. 50  5.35 6.0 5  4.50 6. 00 

室

寝室 多 66.0 0 6. 00 6.00 4. 50  6.0 0  5.0 0  8.75 

部 客室
' 110.7 5  6.00 7. 00 6.0 0  6. 00 

室

次ノ問叉 J 、深備室， 。
4.50  3. 00 3. 00 

サ ン ノν ム叉J 、演橡 4

4.00 2.25 4. 0 0  

帖

居 間 部ノ押入 。 2.0 0  2.0 0  2. 00 2.2 5  3. 75 3.0 0  0. 50 2.0 0  2.0 0  2.75  

床 棚 I 4与

1. 00  1. 00 1. 0 0  2.2 5  1.1 6  .9.. 4  1. 50  1. 00  1.7 5  

居室部合計
帖 3 6.7 5 3 2.0 0  4 0.0 0  3 8.0 0  3 3 7 5  2 9.12 2 8.4 4  2 9.0 0  3 5.7 5  3 2.50  

壷所
ｾ＠

3. 00 3. 50 4.50  6. 0 0  2. 50 4. 50 3.30 4. 25 5.2 5  6.00  

作

浴室 '.  1. 2 5  1.. 8 0  2. 00  .75 1. 50  1. 5 0  1.5 0  2. 0 0  1. 7 5  2. 00 

業

脱衣 笠 化 粧ｾ 4忌

.75 1.7 0  1. 75  .75  1. 00 0.75  1. 0 0  1. 0 0  1. 5 0  1. 25  

健所
d島

1.7 5  1. 5 0  1. 7 5  2. 00 1.7 5  1.5 0  1. 50  1.7 5  2. 2 5  1. 75  
部

女中 室 3.0 0  3.00 2 00 2.00  2.75 3.0 0  2;00 3. 00 

.  
室

納戸 '.  t 8 8  3. 0 0  
一帖

押入

'.  1. 25  0.50  1. 0 0  0. 50 00.5 0  'U.5 0  0.25 

作業部合許 帖 1 1. 0 0  12. 00 11. 0 0  11 .5 0  6 .75  1  1. 5 0  12.6 8  11 .5 0  13. 75 1. 4. 25 

玄開 F、4匹

2.0 0  2. 05 2.00  1. 0 0  1. 00 1. 5 0  1 1. 5 0  2. 00 2. 00 2. 00 

通 ホ ー ノν d与

2.00  1. 20  2. 0 0  1. 00  2.5 0  22. 0 0  2.00 2.7 5  2. 00 3.0 0  

路
廊 下 .  

2.00  . 50 2. 00  1. 0 0  2.5 0  3.5.0 3.2 5  2. 5 0  3.5 0  4. 50  
剖l

縁側

2.5 0  室

.  
2. 00 1. 5 0  

帖
階段

4与

一
3. 00 2.71 1. 5 0  2.5 0  1. 50 3.5 0  3.00 

通路 脊 ｾ合 計 鮎
6.0 0  3.7 0  9.0 0  3.0 0  1 0.71 10.0 0  9.25  8.75 11. 0 0  15.0 0  

屋

ホ. ー チ 4与

1. 5 0  1. 00 .7 5  2. 00 1. 50 1. 0 0  1. 00 1. 25  3.0 0  4. 00  

外
; < v 稼叉，、肘 カケ 4島

1. 0 0  :S  5  8 0  .:.S.D 1. 2 0  

部
屋外合計 帖

1. 5 0  1.0 0  .7 5  2.0 0  1. 2 5  1. 8 0  1. 0 0  1. 75  3.0 0  5.2 0  

ア レ J え
ｾ＠

7. 00 10. 50 4.0 0  7.00  7.5 0  3.00  3.(}0 4.00 1 3. 00 

雑
J ぞ J V コ : . ーー 会

雑合言十 帖

7.0 0  10. 50 4. 00 7.0 0  7. 50 3. 00 3.0 0  4. 00 13.0 0  

従事長係数一隣I耳、数+ 屋外

%  敷 地 問主君主

25.60  ?  ?  2 1. 50  24. 00 22. 60 27. 50 29. 80 3 5. 6 0  

イ系

住居係書安96 -1J田望o 者トw  6 8.596 67.00  66. 50  72.2 0  6 6.00  58.0 0  56. 20 59.0 0  5 9.00  52. 90 

敷

有用% 係i 書士讐 叫 伊
88.8%  9 2.2 0  8 5.0 0  92. 80 79. 00 80. 0 0  8 2.0 0  82.00  82.0 0  76. 00 

債位係量生 159.20 151. 50  16.5 0  145. 00 138. 00 138.00 141. 00 141. 00 128.90 

順 位 3  2  4  5  4  2  3  6 '  
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1  IJ 、住宅の必要な室及その陳さの標準

2 敷地主 建築面積との閥係即ち建築係数

3 居 室部と建築延坪 との開係即ち住居係数

4 居室部、作業部の和と建築延坪との関係即 ち有用係数

5 更に住居係1 1 & と有用係数の来日即ち債値係数

を如19 之等の係数の比較によってプランの照さの割合の優劣を客観的に附る E が出来る。

(  1  ) の1 ] 、住宅に必要な室及その庚さは表の長終の行にある如し平家建では、居室部が

31. 32 帖で 66. 50 % .作業部が 10.05 ｾｉｾｪ で ＲＲＮＳＰ % 、道路部が 5. 27 帖で 11. 205ちである。更 に

詳し〈云八ば居室部では鼎1m‘ 茶の間 、限接室 、子供室の 4 室で 26. 15 帖 、サン; 1- - ム1 . 94

ｉｾ 占、居間の押入 ＲＮＳＷ 帖、 ｪ 衣及棚 ＰＮＸＱ 帖が標準の股 Ｕ である口作業部では葺所 Ｔ Ｎ ＱＱ ｾｉｾｪ＠ . 浴室

]  .54、11ft衣 室 1.0 -1、便所 1. 刷、 女中室 1. 67、納戸 0.17、.jIjI入 0. 33 が標準院さ。通路部ては

玄関 1. 59、ホール 1. 57、廊下1 . 73、橡側 .38 が傑準となる。この外 、屋外部 としてポーチ 1.25

帖、ヌレ株叉は肘かげ 0.41陥. テレス 4.291陥等がある。二階建では 、居室部が 33. 98 帖 で

60.10  % 、作業部が 11. 92 ｾｉＧ ｪ で Ｒ ＱＮ Ｒ Ｑｬ % 、通路部が 10. 52 帖で 18. 70 % である。更に詳しく云

へば居間部てーは居間、茶の問、FE接室. 子供室、客室の 5 主主で 28.24 ｾｉ 点 、 サンルームｬＮ￐ Ｗ 帖、

居間の押入 2. 43 帖、 j末及棚1 . 34 帖が標準の院さ 。作業部では去所 4. 41 中市、浴室 1. 66 帖 、

脱衣室1 . 14 中I'i 、便所 1. 68 ｾｉ 点 、 女中室 ＲＮ Ｑ Ｓ Ｎ 納戸 Ｐ Ｎ ＴＹ Ｎ .j 'P入 0. 41 が標準となり通路部では

玄関 1.71中Ilj 、ホ{ ル 2. 34 fil ，'j 、廊下 3. 15 、縁側 0.8-! 、階段 2.48 が棋準となる。この外屋外部

としてポーチ1 . 25 ヌレ橡又は JNT>け 0.64 '1IIIj . テレス 5.5 ｾｉｾ ｪ 等がある。これが小住宅の室の

旗さの標準であるから 、プランを作つ? こ時叉は批許する時一舷この棋準に! 照し介せて見れ

ば優劣ははっきり判る。

( 2 ) の建築係数は敷地の腕さ主建築面積の割合である。平均は 2 5 % となって居るが、

これは最初募集の僚件として、 80 坪 内 外 とか 300 平方米とか敷地の債さを指定し? こもの と

及住宅地の地闘を興へその中の任意の敷地を設計者に選定せしめにもの とあるが . そこえ

30坪内外と云ふ坪数指定の休宅を設計せしめにのであるから 、殆んど出題者の方で乙の割

合は定めに犠なものである。? ごからここに求めに建築係数は設計者の白山 によ ったもので

ない。ぞれ? ごりに伯値がi l J i. いところである。それにしても大慌の見首fごりは分るであらう

即 ち多いもので 35. 6 % 、少ないも ので J 3.2 % 、平均 2 5 % となり 、ilt に設えられて居る模

様 3 0 % よりも少し書1I がよい様である。

( 3 ) の居室部と建築延. vr'- i : の割合、即ち住居係数は多〈て7 1 . 6 %、少〈て 52. 9 %. 卒均

棋準は 62.5 %となって居る。之は 日夜居起する部分のj前狭を論争るに必要な標準であ る。

( 4 ) の有用係数は 、居室部と作業部の和と建築延坪の割で 、多〈て 92.8 %、少〈て 7ti.8

% 、平 均 8 0 %に達して居る、これは日夜起居する外に或は訓理 、入浴、化粧等 に使用する

部の蹟さを現はす もので避に重要な係数 である。
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( 5 ) の慣値係数は筆者の提案するも ので住居係数 主有用係数の和を以って表はす。この

係数は居室部の){r( さと作業部の院 さと 建築延坪から成 り立って居 る。 そして作業主主 I と居

室部 2 の割合に含んで居 る。これは居室部 と作業部の伯値の相違から考へついにことで あ

るc 居室部は 日夜?こえす・家族が使用して居るから最も重要である こと は勿論である。 これ

に射 し作業部室は 、使所にしても浴室にして 1 日のうち 4数時間しかもt は1μ 、がその使用中

は重要な役目をつとめる。そこで岡部の慣値を同等に見るか 、発別伝つりるかの問題が起

るが 、筆者は 2 針 1 の割合と (限定してこれを求め 、ノj 、白ニ宅フ・ ランの比較には この慣値係j止

を使ふ ことlこしに。これによって順位をつり fこも のが表の最下位にある。

か〈第 1 表により 、ノj、11: : 宅に於りる室の数及その聞きの棋準を 見11¥し、且つ建築係敵、

住居係数 、 有用係数 、 伯 ｬ ｩ 在係数 等を 求 め てプラン の伯 ｦ 直の優劣 ｾＡ ｉ ‘ ｉｊ 首 ｉ する収準にしに。

四 ， J、住宅プランの客観的優劣比較

何 によらす・多〈のものを比較し 、 そのＡ憂劣をｾめることはむづかしし、問題である。この

優劣の定め方に二つの方法が考へられるコ

( 1 ) 審斉員 の*I J断 によって定める ・・…・( 主観的 )

( 2) 程 k の{削qそ Mi めに規定しこれに令絡するか否かによって定める・・ ・・ ・( 客制的)

前者が普通に建築界で行はれる方法であって小住宅より大地築にいにるまで設計競技の

森杏には大抵これが用ひられる。即ち智子干 の順序及経過は肱募集・ｾ先づ 下 ｩｬｬ びし て 全然 ｰｮ

題にならものをはねる 。次に残つにも のを二選、 三選して最後に 15 主主乃至 20 ｾ 美佐を残し

この中から或は討論に よ り或は投票ーによって 4 楽/ う互 6 案を抜いて首選築 とする のである

が、こ の間常に若手術員の主1聞によって 、優劣のキIJ I Wf をつけて居るのであ る。

この際飛ぴ故りて優秀な設計案ならば間違な， ｩｬｬ に入るであらうし。叉秀れ ＿ こ 批 許 ｭ ｾ を

有す る審査員 な らば、多〈の同じ様な程度のもの〉中からでも間遠な 〈選ぶ こと が川来ゃ

うが . 宋査員と て も利l ではなし、から 、或は住いものを見逃すことが無い とは云へな い。設

計競技の時 に舷募者が容在員の人格力量如何を問題にするのは共廃である。舷募者にして

みれば一つに審茶員の判断Iに持ち抗議を申込な ことも 出来な いから 、f限りに審在員の認識

不足によって撃退される様な不幸にあっても浮ばれない ことになる D 設計競技の首選 に針

して は、容3芸員がその責に任ぜねばならぬと前蹴に設いfこの もこの駄である。

扱 てがJ述 の棋に飛ぴ抜りて優秀な笑があっ 1: 場合は問団は起らぬが 、同 じ犠な程度の築

が数多 〈ある場合には 、 その泣搾に困ることが起る。危険は こ う云ふ場合に生子る。

容l ' F . 員がその主観によって判断する t 各 kJ 手1・識経験の相泣によって主観が泣ふから意 見

が注ふ 、 その結県ーは寝不軍日相互間に論雫を起す ことがある。

この主観的若手寮に よじ して後者の客観的容苓. は 、先つあらゆる 場合を考慮 して数多〈の4条

件 を規定 してお〈 。そ してこの規定 に合格するか否か によって優劣をつけ るのであるから

前者 に比べてより 合理的である。すべて客観的に事物 を論令る こと は進歩の もとで ある。
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募 集 題 目

賞 選 等 級

本 文 引 用 番 披

家ノ方向 J 、設芯、シテ アノνプJ

各室ノ採光 J 、十分 テ' アγν カ

居室剖; ノ日射 J 、u.ト多 ト各都 合 ヨイゆ

居安部ニ西日 7 防グ用意アリヤ

ii!is¥l j 、ョイカ

玉i 季 夜間 ノ換気J 、ョイカ

屋根裏ノ検気 J 、ョイカ

株官¥11叉 J 、サンノレームアリヤ

アレスアリヤ

使Nr
j
、改良型カ

。防寒ノ設備アリャ ( 窓一重)

壷所ユ西円 ブf 多クアタリ J 、セ旦カ

衛生的保件合計

腰fJ '( 7 9 ヤ俗気抜穴アリャ

耐震的考慮アソャ

防重量ノ m謹: アリヤ

屋 根 ニ 谷 j / :多スギ』セヌ カ

二階窓ェ雨風 7 &ク.庇アリヤ

一階ト一階ノ位ガ迎Jν プJ

一階ト 一 階ノ11司仕切 ;l1:m:，v カ

桃遣が ｾｩｾｦ Ｇ ドノ ｬ 、 計

敷地ニ到シテ l t 向山 i直j皆ナ割合カ

庭山マ rトマツテ居ノνカ

居室部 ト延坪ノ l胡係作居効 果 J 、ョ イカ

有月1* ド延坪ノ闘係有用 効果川ヨイカ

フ・デ Y ノ・アウト ラ， イ y j 、it1i Y/iヵ

建具 j l 多スギ J 、セ兵力

経済的保件小 計

生 活 改 善

メート ノレ法ニヨノν小住宅 級 ケ 丘 ｾ i品Z主住 宅

大 美 野 田 闘

w際ユ主主ツ住宅 阪和 上ノ芝住宅 %  百 .16、
住 宅 都 市 住 宅

伎 佳 一
一

一
介 要

等 等 作 作 等 等 等 雪ｾ 等 等 等 等 等 等 等 等 等 等 等 等 号事 害事 等 等 等 等
計 比 度

4、 ノl、

計 1揺 1m 1$ I怒 !市 言十 昨; !話 言十 !市 1誌 苦十 J市 I昆 計 席 I箆 計

1 12  3 14  5 16  7 18  9  10 14 15 16 17 19 却 2J  22 24 25  
1

26 27 29 : J )  3 1  日2 9o 

+  + 1+  + 14  +  +  + 1+  +  5  +  + 1+  +  4  +  +  + ー 3  +  + 1 +  +  4  + 1+  +  2  2 2  
85r.・。

+  + 1+  +  4  +  +  +  士 +  +  6  +  +  +  +  4  +  +  +  + 14  +  +  + 1+  4  +  +  +  +  4  26  
100多 。

+  + 1+  +  4  +  +  +  +  4 11 +  +  +  +  4  
十 +  +  + 14  +  +  + 1+  4  +  +  +  +  4  24 92<  。

+  -， +  3 11 +  ベド 十
3 ー +  1  +  + 1+  3  +  +  +  3  +  + 1+  

3 11 16 
62多

×  

+ 1+  +  +  4  +  +  +  +  +  5 11 +  + 1 +  +  4  +  +  + 1+  4  +  オ + 1+  4  +  +  +  +  4  25  96多 。

+ 1+  +  + 14  +  + ー +  +  5 11+ +  +  +  4  +  +  +  + 14  ! ' ト
十 一 +  3  +  +  +  +  4  23  89多 。

+ 1+  +  + 1 4  +  + 1+  +  +  1  5  +  +1+  +  4  +  +  + 13  +  + 1+ +  4  +  +  一 + 3  23  89多 。

+  1  11 +  +  + 1 +  +  5 11+ 一 + +  2  +  +  +  13  一 + +  ワ
+  + 1+  + 14  17 60< x  

+ ¥+  +  3 11 +  +  + 1 +  +  +  5  11 +  + ー +  
3、

+  +  + ー 3  +  + 1+ +  4  +  +  +  +  4  22 
8 5<  。

?・ ?
ヲ. ヲ.  ?  11+ +  ? I ?  +  + 1 4  +  ? I?  +  3  +  ?  1+ +  3  +  十 ? +  3 11 +  ?  ード + 13  15 5 8<  x  

+ ー +  +  13  +  +  + 1 +  +  +  16  +  +1 +  
3  

+  +  +  + 14  + 1+  2 11- + 1+  +  3  11 21 
8 1多 A  

+ ー +  +  3  +  + 1+ +  + 1 4  +  
」ト+

3 11+ + 1+  3 "11- + 1+  2 11 +  + 1+  +  4  19  73 多 ム

ロ10 7 19  10 10 11 1017  10 19  11 9 19  11 11 9  111 10 9 19  9 ロ 10 11 111 11 

+ 1+  + 1+  4 11+ +  + 1 +  + 1+ 6 11 +  + 1+ +  4  11 +  +  + 1+  4 11 +  + 1 +  3 11 +  + 1 +  +  4 11 25  9 &"  。

+ 1+  + 1+ 4 一 +  ー + +  3 11 +  + 1+  3 11 +  +  + 1 +  4 11 +  + 1+  +  4 11+ + 1+  +  4 11 22 8 5多 。

+ ー + 1+  3 11- +  + 1+  +  +  5 11+ 一 + +  3 11 +  + ー 2 11 - +  1  1  一 + +1 2  
16 62< x  

+ 1+ + 1+  4 11 +  +  + 1+  +  +  16  +  + 1 +  +  4 11 +  +  + 1+  4  + 1+  + 1+  4 11 +  + 1+  + 1<1 26 100多 。

。 。 + 10 1  11 +  +  + 1+  +  +  6 11 +  。 。 +  2 十 。 。 +  12  。 + 。 。 1 110 + 10 + 12  14  100多
。

。 。 十 O +  一 + +  3 11 +  。 。 1 11 +  。 。 +  2 110 + 10 。 1 110 + 10 +  
2 11 10 8 5<  。

。 。 + 10 一 + +  2 11 +  。 。 1 11 +  。 。
1  

。 - 10 。 。 。 + 10 6 169多 ×  

7 11 4  3 17  4  3 16  41 7  7 14  7 13  4 1 4  7  13  4 15  3 15  3 13  3 1 6  4 16  

+ 1+  ? I ?  ? II+ +  + 1+  +  +  16  + 1+  + 1 +  4 11+ +  + 1+  4  +  + 1+  +  4 11 +  + 1+  +  4  11 24 9 2'" 。

+  + 1+  + 14  +  +  1  2  +  +  +  +  4 11 +  +  + ー 3  +  + 1+  +  4 11 +  + ー +  
3  11 20 7r  ム

3 12  1 14  6 13  2 15  4 11  2 1 3  4 11  3 14  2 13  3 11  4 12  2 11  4 13  

2 13  1  14  2 1 3  4 15  5 11  2 1 4  3 1 1  2 1 4  3 14  3  2 1  1  4  2 11  4 13  

+ ー u +  +  + 1+  4 11- + 1+  +  3  +  +  +  12 + ー +  2 11 - +  +  2 11 14 54r. x  

+ 1+  + 1 +  4 11 +  +  +  +  +  +  6 11 +  +  +  +  4 1+  +  +  +  4  +  +  +  +  4 11 +  + 1+  +  4 11 26 ＱＰＰｾ＠ 。

6  9 17  4  10 11 9 19  13 12 1  f) 7  11 11 6  8 112 9 110 9 17  8  10 7 16  10 10 



三
∞
。

門ト玄関ノ倒係 J 、ョ 4 カ + 1+  ? I ?  ? II +  +  一 + +1 +  5 11 - + 1+  +  1  3  + i + ! +  + ! 4  + 1+  一 + 3 11 +  + 1+  + 14  21 81%  
ム

雨 ノ日ェ出 入 ノ使ナホーチアノν カ + ー 111 - + 1+  + r +  4 11 +  ーー 1 - ー +  1  2  + 1+  + 1+  4 1+  一 十 - 1 2  + 1+  2 1115  58'  x  

外部ョリ屑 聞 が見通す V J V コト山ナ 4 カ +1+  + 1+  4 11+  +  +1+ + 1 +  6 11+ 
+1+  +  4 11+ + 1+  + 14  +  + 1+ + 14  + 1+  + 1+  4 1126 100.  

。

玄関 カラ居 l聞が見透す ν 戸ヨト山ナ. - f j }  + ー + ー 211- + 1 +  + 1+  - 14  + ー + 1+  3 11+ + 1+  - 13  +  + 1+  一 + 3 11 16  62- x  

玄閥 カラ盛Ji li が見主主す ν 戸 コ トJ 、ナイカ + 中 一 + 3 11 +  +  一 + + I+'  5 11+ + 1+  +  14 + 1+  + ー 3 1+  + 1 +  + 14  + 1+  + 一 3 11 22 85-
。

各宮ノ湖立性 7 1) ヤ
+ ー 111 +  + 1 +  +  一 + 5 11 +  一 + +  3 11 +  + 1+  + 14  +  + 一 2 1+  + 1+  + 14  19  73- ム

使
各家ノ大キす J 、通官吉カ + 1+ + 1+  4 11 +  +  +1+  + 1+  6 11 +  + 1+  +  4 11 +  + 1+  + 14  +1+  +  3 1+  + 1+  + 14  25 96-

。

各家ノ配位 J 、ョイカ + 1+  + ー 3 11 +  +  + 1+  一 + 5 11 - + 1+  +  13  + 1+  +1+  Ｔ ｾ Ｋ＠ + 1+  + 14  +  1+  + 1+  4 11 23 89-
。

茶ノ問ト盛ｊｩ ｦｩ ｾ 、隣 ｙ 合 ｆ セカ + 1+  + 1+  4 11 +  +  + 1+  + 1+  6 11 +  + 1+  + 14  + 1+  + 1+  4 1+  + 1+  +  4 1+  + 1+  + 14  26 100-
。

用 世主宰ノ焚口ｾＮｾ量ｊｩ ｬ￭ ェアノ ν カ + 1+  + 1+  4 11 - +  + 1+  + 1+  5 11 +  + 1+  + 14  + 1+  ァ 2 +  +1+ +  4  ｾ Ｍ + 1+  +  1  3  22 85-
。

品先制切出 J 、外事正ュ商久 J v j J 一 + + 1+  3 11 - +  + 1+  + 1+  5 11+  + ー +  3 11 +  + 1+  + 14  + ー +  +  2 11 - 一 + 111 18  69- ×  

的

4更Ji li ノイ立依，、 通常カ + 1+  + 1+  4 11+ +  + 1+  +  +  611+  +  + 1+  4 11 +  + 1+  + 14 1+  +1+ + 14  + 1+  + 1+  4 11 26 100-
。

ｾｊｩ ｬ￭ ノ旋す，、 泊 嘗 カ + 1+  + 1+  4 11 +  +  + 1+  +1+  6 11 +  +  + 1+  4 11 +  + 1+  + 14  +  + 1+  +  4 11 +  + 1+  + 14  26 100-
。

大小ul ! PI i 共外吉正ュ商只 ノレ カ + 1+  +  イー 4 11 +  +  + 1+  + 1+  6 11 +  + 1+  + 14  +  + 1+  + 14  +  + 1+  +  4  ｾ Ｍ + 1+  十 3 25  96  -

。

ｦ ｾ＠
階段 ノ傾 斜ρ ヨイカ

。。
+ 10 +  +  +  3 11 +  

。。
+  Ｒ ｾ Ｋ＠ 。。 。

- 10 
。。。

+ 10 +  2 11 9  

180106  0  

to  h  

階段， Ｑ 立 ｴｲｴｾ 、 ョ イ カ 。。
+ 10 1 11 +  +  +  +  +  +  6 11 +  

。。+  2 11 +  
。。

+ 12  
。

+ 10 
。 。

+ 10 +  2 11 14  

居間 終 ｾ［Ｂｊ 、過 信ナ担 ｬＧ 入 ガアノ ν カ + 1+  + !+ 4 11 +  +  + 1+  +1 5  +  +  + 1+  4 0+  + 1+  +  4. 1  +  + 1+ +  4 H  + 1+  3 11 24 92-
。

イ牛 選所ノ家具自己irl' 、使 カ
+ 1+  +  3 11 -ー + 1+  +  + 1+  5 11 +  +  + 1+  4 1+ + 1+  + 14  +1+ + 1+  4 11 +  +  + 1+  4 1124 92- 0 1  

各室ノ棚戸棚ノ1 1 ) : 鉱山考慮す ν アア F カ 一 + +  +  3 11 +  +  + 1+  4 11 +  +  + 1+  4 R+  +1+ 3 1  +  + 1 +  + 14  + 1+  +.1+  3 11 21  81- ム

愛所用ノ庭カア J V j }  一 + +  +  3 11 +  + 1+  +  + 1+  6 11 +  + 1+  +  4 1+  +1 +  + 14 + 1+  +  +1 4  + 1+  + 1+  4  11 25 96-
。

一階ェ 一室ア μ カ
。

01 +  
。

1 11 +  +  + ー +  4 11 +  
。

0 1+  2 1+  
。

0 1 +  2 10  + 1 0  
。

1110 + 10  +  21112  92-
。

主主 ｊＧ｜Ｎｾ 、 関戸が多ク ρ ナ イ カ 一 + 1 11 +  + ー +  ー + 5 11- + ー 11- + ー +  2 1+  一 + +  3 11+  + ー ηム 13 50- x  

主主出入口ノ{ 在位及戸ノ ツケ方 J 、ヨイカ + 1+  +  +  
4 11 +  +  +  +  +  + 16  +  +  +  +  4 1+  +  - 13 ;， +  +  3 11+  +  +  +  

44 1224 6  89216  4  

。

E華同i W入口ト ミE内 トJ 、i [. -fカ
+ 16  + 1 4  

ーー吋

一 + ?  ?  ? II +  +  +  +  +  +  +  +  3 1+  +  +  +  +  +  3 11+  +  +  +  

ｾ＠
ー 使 用 ＨＯＨ ｊｬｾ 長 ｦ 牛小 書 Ｋ 24 16118  17  14  18 24 20 23 ls  20;  21  17  19  22 22 20 20 19 20 17  16  1月 17  21 18  

L。，A  

迷 』色門5長リテら、 ナイ カ + ー +  2 11 +  +  + 1+  +  +  6 11 +  +  +  3 1- +  +  +  3 R+  +  +  +  4 11 +  +  +  + 14  22 Ｘ Ｕ ｾ Ｎ ぽＱ Ｐ と
f言 便 所ノ位 ＱＷｬｾＧ ヨ イカ + ー +  +  3 11 +  +  + 1+  +  5 11 +  +  +  +  4 11+ +  +  +  4 11 +  +  +  +  4 h  +  +  + 14  24  92-

的

出 入口ノ位置i... 、ョイカ 4  6 11 +  Ｔ ｾ Ｋ＠ + 14  3 11+  + 14  

曜量

+ 1+  +  +  +  +  +  +  +  +  +  + 1+  +  +  +  + 1 +  +  +  25 96 会

。

件 迷信的f刺 ヰ小普十 3 11 3  1  13  2  7 11 3  3  3  3  3 12  3  3 1312 2  3  313 3  313 12  3 13  3 13  

雪長

外観. ，>' 3  :?ナ Jν カ + 1+ +  +  4  +  +  + 1 +  + 1+  6 11 +  +  +1+ 4 11+  + 1+  + 14  +  + 1+ +  4 11+  +  +  +  4 1126 100
Yo 。

的
室内山狭手ギシ ? ，. ナ イカ + 1+  +  +  4  +  +  + 1+  +  + 16  +  +  +1+ 4 1+  +  + 1+  4 11 +  + 1+  +  4 11+  + 1+  + 14  26.  100-

。

世量
居家剖; 山気持ヨ. - f j J  +1+ +  +  4  +  +  + 1+  +  +  6 11 +  +  +1+ 4 i +  + 1+  +  1  4  + 1+  +  +  4 11 +  +  +  +  4  26 100-

。

件 美的f海件小骨十 3 11 3  3 13 13  3  3  313 313 3  3  3 13  3 13  3 13  3 13  3 13  313 ，3 13  

結 令苦十 1
45 39  必 43 48 56  48 56 5S 43 52  46 49 47 53 50 50 50 47 44 42 43 SO  49 54 

果 順f守 1 14  2  3  4  1 15  2  3 16  1  14  2 13  I  L2  ｌ Ｓ｟ｬ ｾ＠ 2  3 14 11  4 12  3  



換言すれば前l者が審査員の主観による irir! 制 的 、綜合的判断[であるに針し、後者は客! 閥的

f削' -1' による科皐的分折的判断である。

そ こで 筆者は後者の方法を用ひて、分析的審慌を行って見 Ｑ］ 、 これ が ｕ ｾ 2 表である ・・客

翻的分析的容夜は誰がやってもよい理であるからあえて潜越と考へないでい 1こにき Tこい・・・

先づフ。ランの要素を分析して僚 j1l ' に換える 。

1 衛生的係1
1
1' 2 繍浩的{ 削'1τ 3 経済的保件

4 使用的1*1'牛 5 迷信的僚1! I' 6 美的1条件

の日つに大別し更にこれを詳細に分りてプランの償値を分析的に調べ、最後にこれを合

計して綜令的債値営定めにのである。

この第 2 表によって いろいろ の こと カ: 見附さ れる。

1 一つのプラン についてど の方面が優れて 、 どの方商が劣て居るか 、即ち 設計 三首の. を憧i

をI切断に数的に表はす 。

2 ノ]、住宅で必十具備しなりればならぬ係f I : と、どうでも好L、僚1' 1τと、なるべ〈具備しに

い僚1' 1τ とが分る コ

Ｓ 多〈のプランの聞の後手ｽｾ客観的に探知によって数的に表はすこ とが ｬ 十 ｩ 氷 る Ｐ

4  ; f 存在員の認識程度を逆に首選案の方から推保される。

( 1) のプランの後れにる里山と劣る貼は表を見れば一自にして分るから設計闘の長所と短

所を数的に表はす。づい、ては設計者の注意の周到なりや否やをも覗うことが出来る。例へ

ば第 5 枕の住宅の例を見れば衛生的僚件は 9/12 ｾ織にし 、 構造的 ｴ 条件は ＳＯＷ を満＿こし、経

憤的保件は ＱＱ Ｏ ｬ Ｘ 使月 ｪ 的 保件は Ｑ ＸＯＲＴ を満＿こすなど各方面に ｾ￰ｴ 駄があり著しし、特長がな い

のに一等になって居るのはプランの方から云へばF併せな いことで ある。叉第 6 蹴の佐宅に

於ては経済的t条件が 11/ 1S で少し劣るが使用的t条件は 24/24 の浦知で頗る優れて居る こと

を知る。

( 2) の小住宅で具備すべき保件の崎重は表の最絡の行を見れば分る。この際 855協 以 上

を必須傑件として Oで表はし、7 0 % 以上をなるべ〈具備すべき僚件としてムで表はし、

7 0 % 以下は1陪 〈考へ られる僚件で× で表はしである。

:必須僚件とし t は家の方向、採光、日射、近j風 以 下 出 ケ 僚 あ り 、なるべ〈具備すべき

僚件としては防寒の設備、台所の西日 以下 8 ケ僚 、比較的車尽く考へ る{日明 二は西日を防〈 月j

意 Ｎ 像側、便所以下 Ｙ ケ 僚あ ると云ふ結果ーになる 。 こ の結ｬｴ｜は大館ｾｏｊ［ｾ得て居ると 思はれ

るが、1= ＱｾＧｗ ｬｩ し 、保件 の うち 、 西日を防ぐ ｭＮ ぎは樹本を構え て 庭閤工事の方に誕つ Ｑ こもの と

し. 縁側叉はサンルームはノj 、住宅ではあまり必要でない様に表はれて居る。便所が改良型

か否かは設計築の中の 11 ケ築は不 lリ1HXt の ものがあ るυ 恐ら〈これ等は改良型のつもりで

あらうが、明かにしてないから、この結果が出 fこのである。防総 、間仕切の重な り、プラ

ンのアウトライン 、ポーチ、玄関から居間 の見透 し、開戸などの僚1
L

1二は fii Jれも重要である

が. 営選プランを調べて見ること これが等聞に附しであるのは不思議である。これ等は或

8 7  V I  



は周到ならさ' る審夜によるか 、又は この黙に注意しに! 恵募築が少なかっ r: か lこ依る。

( 丹) のプラン相互間 の優劣比較を客観的になすこと 。 これは本表の主要の役割である。

採黙により数的に表はされるか ら一 目瞭然で あ る。

例へば第 Ｕ 競住宅と第 Ｖ 競住宅を比較するに Ｕ 蹴は ｾ Ｘ 獄 、 Ｖ 蹴は Ｕ Ｖ 黙でプ ランでは Ｖ

競 の方が遁かに秀て居ること が分る。 5 慌の方は昧駄が多いにかかはらす・ 1 等になって居

るのは或は他のエ レー ベーシヨン などの僚件に ょっ fこも のかも 9:11れな い J ぞれに反し 6 放

は用意周到なプランで I明かに l 等の[ 買値があることが敢に表は れて居る のである。

その他審査の順位主筆者の企てに第 2 表の客観的分析審査の順1i r. との聞に著し t 相違の

ある こ とを知る の であるが Ｎ これは 筆者の試み に ｕｾ 2 表は プ ランについてばかりやつにの

で、エレ ベーシヨン は全 然度外視して 居る 所か ら起つに もの と思ふ、事賞、[恵募案審夜に

あ? こってはエレ ベーシヨンが甚r:: し〈 審在員を誘惑するのは争はれぬ所で あるか ら。

( 4) の審奈員の認識程度を逆に首選案の方から推察する のは 甚? ご潜越なことであるが .

第 2 表を見ればほぽ見首がっし例へばメ ート )1 - 法による小住宅の審査員諸氏は補越 的保

件 のうち で、校が通る か否か、2 階の間 仕切が i 階の夫 と重な るか否かと云ふ二係1牛を著

し〈寛大に取抜って居られる こと が表に現は れて 居る 。(事質審夜員の審資許にも 今回の営

選案には 2 階と階下の重ならない構造的の扶陥あるものが多かつ にのは遺憾であると云ふ

意味の こと を書いであるから 、意識的に寛大な取扱をされにも の と居ふが、ノj、住宅に於て

も、このこ僚件は厳格に考へねばな らぬ と思ふ 。)

以上第 2 表の効能書をならべて 、客観的分析拘帯夜の合理的な ことを 推奨 し仁が 、この

客観的審査方法にも幾多の郷里占がある っその最も大なるは

1 如何 なる 僚 fLIニを係る べ きか ?

2 採用し7こ係件甲乙間の{ 賃値の抑重を いかにつ〈べきか ?

の問題である 3 採用せる依件が不常な らば、 それによ って 得仁結果に慣値のないのは勿論

であるが、根に 泊首な依件をことごとく 皐げにとしても 、これ等の僚門ーを封等に披ふ べ き

か、叉は事iZ重 をつく べ きか 、若し腕重をつりるとし1: らその差違如何 と云ふ ことが問題と

なる。しかし これは審査方法の本質的問題でな〈、従属的の問題であるから科皐的研究に

より進歩の可能性は ある。かの主観的綜合的審主宰が fこY 審斎員の判断に のみ ? こより 、何等

そこに施こす べき手段な し 仮に審杏に不審制郎、ても「審査に封じて抗議することを得

すJ などと云ふ質に i乱暴言はまる野世 保件カ; . 11J をきかせて居てとう いも仕様がない 、)J向]

をなでて我慢する微な中世紀的風景に比較して、こ の客間的分析的審夜は. はるカ' に創lか

で ある。そ して進歩的で ある。

こ の意味 に於て第 Ｒ 表 は ＱＺ と え幾多の依型 ｾ ｬ があるとしても、それを科接的に 順次五 して

遂に正確なものになし得る可能lヨーはある。ことに小住宅のtm¥燦什が規定しやすいも のに

あっては 、こ の審脊. 法を提案しでも間違は少ないと考へる。

V J  8 8  

( 附記 本 格 は五 月続に掲載の務! 定であったが都合で後 れて本月続に なった 。執 筆者 α 御諒訟 をWfi

ふ。編者〉
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建 築 展

回這

見 d
曾

日本総築の愛好者 にし て熱心な る研究プルノ ・ 記 念ともな るであ らう。

後 記

タウト ( Bwno Taut ) 氏。 訪 日を昔話 曾 に 日本 往 築 舎て試みら れ た 建築 に 闘 す る展覧舎 の 印 象 は

協合が試み たこ つ の 仕事が朝 日合館 に於ける新 ｾｊ 1888 年倫敦に於けるウ井リアム 、モ リスの新エ著書

建 築 展 覧 舎 ( 向 5 月8 日歪 5 月 12 日 朝 日 新 聞 主 炭よりセセツ シヨ y のウヰ - y 第 1 1旦|展 ( 1897年〉

催 〕 の後援と本曾期 <1' に於ける 本 協 舎 主 催 の' - " / il いて 190 0 年の 巴早大博 覧合等 に 始 り貨に多 〈

ト民放迎講演舎とであった 、 筆者 はｾ ＼民党舎に の計部 が 次 々と貨現 され之等1' - : 依 っ て長年五遣され 、

就いて後記的な筆をとる ζ とにし よう。 育てられた事の大であった事は 1900 年 以 後 世 界

建築 の廃 史 は 古 〈人類と共にあるが昔も今 も大 に於ける新建築猿達の現;仏ーが最も 雄対 に 之 をま登明

衆 を離 れ て 有 在 し た 建 築は 無い、建 築 が 大 衆のも して ゐる。

のであ る限 リ 建 築 家 も 大衆も 其建築に到する日的 栓 〈最近の例と しては 1白 林 ( 一 昨年〉 の建 築 博

なり慾求なりは 問ー のもの で なければ なら ぬ筈 で 質合及 び それより前 のス トツツトガノレ トの住宅展

ある 、 それがある場合専 門家の鴛めにのみの技術 等 々あり 、今や我々は我 々の建築i ' C. 射 して無関 心

的な向己満足であった り、 或 は又後りに妥協的な で は ゐ られない時J ¥i j にあるのである 、而 も 英 傾 向

放 If:さ れたる大衆 的 の 所 産 であ った り してゐる間 たるや形の 問 題 にも せ よ 或 は機 能 、経済の 問題に

l土決 して建 築 の 健 会 な る渓脊を淀むことが出来な もせよ既に人類の 立場 に於て 出後してゐる以上 、

いのである。 我 々は 11'¥1人 と か 、民族とかの建築を考へる と同時

こ L に 於 て建築 の博覧舎の計笛が必要とな るの にも っ と股〈 国際的に前二者をも包合する大いな

であ る 、 Ｚ￟ ｦｴ 論的な検討と大衆化と が 斯 くの ｾ ｊＱ くし るものの建築に就いても考へる時械 に到 達 してゐ

て試み られ る。 る｛ｪ ｾを 織りねばな るま し、。

されば今凶の立11き新興主主築展覧合 は之を J11に タ

新興建築展
=

少ト 氏の来朝記念Ｏえ駄迎 の 惹 ｬ 弘前一りで，ｾＡｾくもっと 先づ新興とは何を表はすことか 、 日 ( 、 l当〈単

一般的に25: ろ斯くの如き機舎に於て往 築 家 も 大 衆 純 な る 盤、 日〈簡明なる原始的機能 或はあらゆる

も膝 を突き合せ て建築の事を考へてみる本主望ん 近代科事の建築的消化等 、 勿論之笥 Ｒ は間違った ｦｾ 平

だもの と思 lまれる 、今 日 に 於ける 我 々の建築を 、 終では無からう 、 併し未だ我 々はlfr 謁新し い と呼

向分 の問題 として反省し てみ るζ となの である 、 ぶ 建 築 に がI多く の不満を有 つの で ある。新しい 日

阿 も之が {il '/ ト氏 へ の最 もよ さ歓迎と もな れば久 本がよ|とめ つ h あるものに貨に多くの題 目がある 。
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そしてとの一つ の満 されざ る世界の 、 日本の 、新

建築に求めつ込ある ｩｬｬ 築 Ｈｉｾ 努力の苦手 こそは 新興の

名を以て冠せしめなければならぬものである 、 日

本は曾て日本の主ｾ築を有った ζ とがある。が併し

之は日本の クラシックであっ た、現 代の 日本は更

に現代の日本 の 主ｾ築士求めつ ｌ 懸命なるも の があ

る、之が図際的にアナ ク ロユズムで あってはなら

ぬと同時に叉日本 の 土から離れた ものであっても

駄目なのであ る。該 に日本の新民 ｬ 長ｾ築なるもの ｌ

立場があ り従て窓義が現般になると思」、。

1y1て今回の展覧舎に就いて こ っ 三 つ報告的なも

のを穆げて筆者の役割を終るととにしゃう。

掲示された寓良に ;¥，x". ても :tJ，! 像出来るように皮

質 の 内容は

( A )  日本の新興建築〈篤民 l え模 型〉

( B) 外国新興住築潟良( 主と して獅逸、 f弗関西〕

( C)  !il ウト氏記念祭 〈同氏作品君主民〉

〈り〉特別出品 (i南・if H伎業移民に到する居住地

計査の一部〕

( E )  モデノL 、 ノι ー ム( 餐員案五級 〉

の五種類であった

プ三 部分 の 材料が外凶 のものであった筋めに潟￹Ｑｾ

紛留［等の展覧でみ っ たの は 止むを Ｑ ｾＱ ないが項目 別

に して

集合{ 圭宅一 一三十有事fi

イ主 Ｇ七一一十内最ｾ｛

製 校 一 一 六 祈

病 院一 - J i 利

公 共 建 築 一 一 十 内 科

事 務 所一 一 四 符i

工 場 一一三 種

記 念 ill 築 一一 十一純

手士 曾 堂 一一 三 穏

其 { 也一一十四種

空宇百数十型111 を皮 質 L ｬｾＱＧ たのは誠に 成功 であったと

思ふ、 それに就い ても 材 料 法 集 に 議 1J F された成

問、 山脇 、今井 、山回 、吉 III の諸氏に針 して 厚 〈

感謝申 上 皮 ぃ、新しい 明朗 なる感径 を以て歪めら

れ た る 材 料の美し さを以 っ て、簡単なる構造の 可

能 性 そ れ に 近 代 的 合 坦性と 熱意を以て遠〈外国の

建 築 が 呼び かけてゐる の が ζ の曾場 の 気 分 で あ っ

た. 我 々はウ F スペ リのものを硯てはならな u、、

展覧さ れた る篤良から兵背後にある彼等の象徴に

値する努力を 、 ｩｾｊ 成〈彼等に 期 待してゐるであら

う大衆のは築的慾求 と王理解をとそ認識 したいもの

で みる。

モテノι ノL ームはこの展覧舎に 於 て は 一 つ の 休 息

所であった 。計賓がそうであった様に軍事長からの

疲労を救」、目的と 、幾分は興泌をも添〈る程度の

ものであ ったの である 。従 っ て今 回 の 炭 質 舎 で は

附属的な試みと して取扱 ったまで L ある。あれを

以ってがr，ooill 築の1定例( ?  ) なりと籾取され る変が

無いで も無いが此貼は別 に説 明 の要がなからう。

要は皮質曾である 、 ζ の催 しが初めにも述べた

如〈、展覧の:官協l及目的を 、一般級者 l亡、与量生に

技術者に 、 ｻ専へ ｾｦＱＮ られたな ら ばそれで最う充分と

しなければな らぬ 、放 に と れ は 将 来 に 残 さ れ た 或

は約束され たる究現への 努力が要る 。 との次に l展

覧 す る 時 に は大部分日本の現代位築を以って 、我

々の土に 往てられた 1!l: Wtl を以て而も f古I求めて止ま

ざる日本新興建築の姿を以てもっともっと炭ぃ凶

際的な合 場を趨めつくしたい ものである。〈量生〉



出 具 林 屋

ア パ ー ト メ ン ト ノ、ク ス の 許li屋

政 lf

Ａ ｾ剖 J吋回 安t: ￦Ａｾ＠ ｾｊｊＮｭ￥ＨＡ＠ 三 組

千1-: 宅 の l出 接 問

:t 且/1I 1¥lr 商 品 硲

小 倶 楽 部 室

設 計 篠 原 太 郎 氏 掠具出品 三 越 ・宮崎タンス脂
設 計 中 百 六 町 民 事具 出品 玉 屋 授 iiffi 河 湾 正 括 的

住 宅 の 居 間 と 寝 室 i且 末 症 の 居 間 と 寝 室
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東 洋 陶 r ， 1 f 株 式 合 抗 上 前 の 見 接 関 一 行

西部 日 本 の 見
随
一才A

放 j了

月の2守・30雨 日の祭 休日 を利用して本舎満十一干王 東 門 よ り製偽Ufr に入る。

年 記 念 事 業 の ー た る 西 部 日本の 見撃 念 行」‘ 。 2a日 今日は天長祝日の$ と て其作業 の大午は休止中

の午 後 6 時小 大 阪 際 に 集 合する者 19 1'， 、!ii. jJ こて なりし が、折 よく 出銑時 刻 とな り居たる鈴越に上

此行 に 加 ＱＱ る こ と を 符ざリし 人 ｬ 名 ｡ ｾ Ｑ 放の お不 参 りて其I噴出 の :1. 態を 見 る 。 甚だlll 'fiiil '亡し て工業原

の者 l 化、 外 l工少数ながら 皆 熱 心なる 一 間 な り。 料 の第一 方; )折 〈して i日々と して赤 〈奔 流 す る様 最

折 柄 観 光閣参の治: の院主主とて既に京都に於て満員 も見 11手l'こし て此 亦さ こそ11 ト羽を 常ま し民を益率する

となれる 3 空宇治: J j J : 中に分け入り 、抑制められたる もの 、思想! の;庁: さとは正反主すなり 。

中を 明石、姫路あたり 迄立ち つピけ の 旅 を我慢し 幾多 の 工場を 油;邑し軌依の製 作を見る 、ー塊 赤

てゆ 〈。 熱の大針 ｉ ｦｨｾ［ 次第に ｊ ｴ 長 さ に仲展 せられ つ ｌ 一 定

山3!P 等司王の柴容多く は卒 直主主極に して人に接 の純 に刻まれて軌伐の 形と な りて延展し 、 それが

して 披 ｦ ｦＮｊを設け ず 、 一 見鶴知 ｬ のｾｦｉくあなたは何慮 定 尺 に裁断せられ冷 却せられゆく迄の有様を最も

主主 、姫路 j室、 では其御席は私に諮っ て賞ひま す。 明l可1・h: 日つ祁 ったりと見て誌に製鋼事業 の一部を

や僕の坐 席 は契約百時点どなど と和策綴々 のうちに 夜 l矧る正しく Z射能 し、他 の 作 業 を鈎lI if L  1l'l るの根本

は次第に共 色 をi良く し沢 市 はひ た駄りに?とる 。 智識を Ｑ Ｎ ｾ Ｇ し は 拠だ午前な り し。

eJ j くれば ?9 日午前 5 ｬｉ ｾｦ 頃 、 皆目苦止めて洗面も ｭ くして 何 ｾＺｾｾ乃騒号 附［ヰ勾 に ［＿Ｇｩ はさるＱＮ Ｚ Ｚ ＩＱＺ なく

そ ζ そ こに食金に 入 る。政 定 の時刻ド の関 活、西 此 上もな き良き 事情の ドに方々 の工 場 をあ るさ英

日本 の外 玄闘たる 此地 の連絡設備甚だお粗末にし 披 張 工 事の 内符などを 聴 取 し 我 製鋼 界の E高度 の草子

て今に 怜 j)Il 改め られ ざる を妙に 思 ひっ L 連絡 11M こ 大なる ものある を); 11 る。

上 って 先 づ 闘門海峡の ｉＡｾ 光に浴 ナ 。主主 主包にて 東 洋 恕 起す るに; 品( ' る明治 30 年 始めて 此 工 業が我

1;何総株式合祉の大猟疋 ー氏乃態々 な る出迎を受け ! 舗に 興 され て後の縫 (' ところの数 年nnはJ主事業な

一 向に代りて英数迎を 却し具参 似帆序 等に 打 合 せ かなか回 ｾＡｴＮ にして 、 更 に漁 期の業総を Ｇｴ ｾ ｊ Ｚ ざ り し時 、

をな し、 門司 、小倉を絞て '寸前線 IC 卜車 、五王 監に 朝 野 のn:] 物言控訴ii 々として幾聞かf U 袋止論さへ印|ば

て長崎より :@.々 来合せられし末 成 習を併せて . ff れた る 必ありしが 、 口 ｾ ｾの戦 役は 之 ｬ Ｇ こ ｾ ｉｾ 協の織を
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奥へ以来次第に進展して ＱＱＱＺ 界械と う ｾＺ にｩｬｬＱ ｊ ｊＡｊ｝的 聖堂淫 最も強大なるものあらん。而して其一 階級的建築

を ｩ 室げて今 や 本多 ＱＱ 製 Ｚｩ ｊＮ｜ｾ ｬＭ に手 Ａ臨する に Ｒ Ｕ れり。 設備も父必要ならん。

最近更に夕、組織を獲更して 大 小民間 内f去の問料 此笥; の青島;-l!l iA汁改 '1'; の除地多告を忠 iましめたり。

のものを仰せて小官小民 の ものたらし む る案決定 詰蕗迄ＡｊＮｾ々 ＱＱＱ 迎へられ し 自動 ＧＱＧ Ｑ＼こて小￭ＮＧ￬ に 向 」、

せ らる。思」、| 亡我1，司小行ど| ミ民の大合肩上の - Ki H尚 道路の}，ii 波新たに してt日々たり 、 た Y 何故に や比

世 ｈ ｾｦ ｾ 道株式合肩 ｬ あ り て ｊｾ 従業只に Ｇｬ ｾｦ 吐Ｇ粍 の 循 ｉｬｾ 性 較的府民き訟に街路樹を見る ことを符ざり し。 新

と紀絢な( 、 叉合Mf t 程 の敏活相経聖子方法執られ ｄ ｬｉの司 ｩ ｬｴ ｲι して の家説 形 式等の主主はざるｾもｚＱｊ［紋

ず、其所持 徒 ら に大にして業 Ｊｾｉｬ Ｇ ￬ ￭ ｲ I、穆 が らず、終 駄な P 、九州 の一 角と雄も相官tの技術指導家もあ

企内政裁の喰物となりて l必家 の進皮を妨 ( ' る* 甚大 るべ きに、プE りとは{ 徐 1) に都てF て折角の 活路と家

なリ 、本拠必企日rr の組 級 の星空更に は此背汁を詐めざ と4t- JJ 照 の甚だ宜 しからざるは 如 何、戸畑より小

る様始め よ り傑 〈戒心するを要 L 、之によりて工 会に入るあたり ft * んど約態なく将来の滋炭を激

業界に濁山並断して共製品の例絡を不合理に河上 期し て光明 と希望とを 繋 (' 。

せし む る が 如 き事なく 、 民に凶策樹立 の ｾｪｪ［ ｔｉ 縫 とし 勝 '-'1 城I f ( の一 部には倫古書姿あり 、300 年 の 短

て 安慎良 品 の ｩｲ ，ｾ得なる供給をなし今日迄之 ｖＮＺＺ 投じ か きIllJ ながら史的とし て此 上の日ji 援なきととを富良

たる閥民 の血 税の 一部を i賞」、様せられをf 事を 希 望 む と共に人にみりては科何百普干何収入 などと云・」、

す。 極少Ａ司 ｭｬｲｬ ｾ ｬ ｟京ｩｊｦ ￬ 的民族結集の力を信 ず る事なく ｬ 資

此工場は目 F大規模の徽i J I i rl' なるが更に巡航! 模 〈人材と科識とを集めて 西 部 日 本の滋炭を 期すペ

の整理を断行して共産業機構の根本合Ｚ￐Ｑｬイ ヒ のｾあ し。

り。唯り: i lt 建築界の み に止ま らず一般 の業界島上合 rl l来 九 州の人最も排他 的 なり 、鹿児島、熊本、

は安債なる鋼材を il河津に得て充分に其根本生前を 佐賀等々 J尤号車今に存す 、如 此は事を就す所 以 にあ

改5寄せんととを欲す 、此凶 民の寄托に' l cr(  Ｚｩｪｾなく らず. 司王直接の関係なけれど 一言を力日」、るのみ。

［笥ｾ の 言十を立て泣き将来に釣し ＱＱＱＺ 界 ｰｴ［ｾ業 努 ｎｊｩ 務Ａトー 東洋|拘: I ) f 株式合ni : f : の工場は紫 川問中にf寸泣して風

の先頭に立 ちて主主ま んこ とを却] すべ L 。 光明切なり。たピ何時迄斯くあるべきか 、工 業 活

午 前 11 1時過ぎ此参似 を了る o 八幡 の街 角 に立 反の j;i;に は次 々にと工場の建設せられ て一倍mも古

ちて Z取るべき市合議只選者世の 玄4しなどを見る 、凶 地も，tt 歴史も ，' t 景観も破媛せられ l少 〈司王大阪の虫n

家政治事務の政 終 的 取扱 ひの 可否 は今予 の議せん くなすが可か否か。

とする ffr ，-こあ らず、此純工業市に於てi 1i ' <J 誌の色 彩 今日天気町ii 飢此門前 に31: ちて気先づ快爽也。

を何れの方商 、 何れの ｩｲｾ［ｲｻＧ に力 ｮＮＮ［ 、 べきゃ を知 ら ず 、 機卜に入り て4:t家Uii¥のMi列せられた る ものを 見

市民 は1唯一の純工業ib 民としての み存主 し居りて る 。 術 Ｇｦ Ｚ ｲｲｊと食 ｪ 日との凝百符のもの見事に務 ｦｾ Ｑｉせ

J毛利害 l土余然同ーなる曾: なり。若 し此! i 1J に政友、 られ て ・目脈然たり 、篤 良 撮 影の準備成り 一 旦降

民政などとｱＡＭＮＮｉ、が如 き Ｑｾ あればよ く 市民の窄踊た F  L更 に L リて主主虎にて主主食を饗せらる。

り得ベきや如何。 今日 l土工 場 の休日なり しが我等一行の震に特に

扱此八申書rnの虫nき純工業市の計採 が他とe i ' ? なり J主日 を望号更 して作業の 3状態を縦翻せ しめ らる λ と

て行はれつ λ ありや、法 規 は 千 筋一平|しまE彪も彼 共に常務や技自ili :長生芋の幹部諸 氏が特 に出席 して懇

慮も同様にして此純工業市と他の性質のものとを mに斡旋 せ られ し事感謝するに t)' 1; えたり。

隠分せ ず 、此市民 の幸繭は皆が煤;樫 と駁 音ーより脱 撚食の後妓師長より 製作に関する 設 明 ( 別 耳目参

れて静に自然の窓枠に浴するにあり o ill 路 、公閥 、 !!(O をE惑 い 原 士 、原石の粉砕、調 合 、摂派 、;J;t.

*J ，j 1: 其他の言全日11悉〈一階級 (1甘なる事を婆し 、令 然 必別 、加 工 、焼成 、検 査 に至る i乞頻る 明liUiに して

民衆的なる事を ｾｌ 、 而 し てス民警告ならんこと こ 1tf 地祝祭に; ¥' : 1<どち て我等 は充分 な る縁側i 智識 を得

そ其生命な らん。 よりて工場を 一 巡して其印象更に穣貨なり。此工

此地洞海の- 1 ' 憶にありて 三百I殆んど山 嵯に して ら: 殊に清潔 に して叉よく猿官ii し、静に して何の隊

平坦官官甚だ砂なく而して ｊｾ 山は矢張り荒れたり 、 答なし 、斯〈ありて ζ そ従業員も ;'t ? e 人絡を傷つ

此背 後 の山の植 樹 な どは市民の保健上より見るも けらる込容なく 、1 p 獄に駆使せらる A の思ひなく
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明

94

八 術 製俄 Jifr をJI :U"1 から 望む( 岡村Jぷ一氏線移〕

ｊι 自給心を保 ちて よく共有 ｅ をｾ郷して ｩ 前足して作

業するも のと 従えたり 。

古iJ 主主を 1:: . 1 : き' たる筑食総苦11 を大級 L 1こるだけにて

ａ 全ｾｾに つ き 更に 詳 細なる 智 見を似 るにｾらざ り

し恥 IJ 11 ( 等深〈泣憾とする所にして折戸l の合肩上の

ＡｦＮｦ 怠 ・ Ｚに千 ｔ き ＧＡｕＧｊￏｾ Ｑｻだ大なるを佼 ＱＩＩ 。

本工 ｊ ｪＯｾ が 優良 ｊｒ Ｑ の製作を 目指 し て研究 に調査に

ｦ 司る周到Ａなる役立を 抑 ひ兵設備を充 Ｑｾ し て自信あ

る製 品 を市場 に主主り出しつ L ある里山は我々 ー似! J 日者

に 於て最 も 安 心 し 得 る 所 也 。 今 後 も 東 洋 陶 器 の 名

に背〈司王な〈 、 食 ｔ，，ｾ 空宇 に ありて は 精 一 段の工犬を

とらして共形税に紋僚に色調 ｉｃ 続 々 ｾｦｉ［ ｒ 性 を 炎仰

せ らる込 様 歪 嚇 する所也。

午 後 同 時 告 別 、 合品1 : より主主られて小倉脈 所 。 誌

に 市 中 消 閑 の 給 祭 迄遺 憾な < 1Jt . せら れ一 層 感 銘 し

て ｴｾ 宝章 、 門事は折柄の暖かき 日 を 山 野 村 ｬ 事の Ｑｭ を

総 ひ て 走 る 。 つ L じ、ふ じ其花美な り菜種とき年と

J毛色ど り{主 L 、此 沿 道 の 山容 7ド態 は寧ろ 21' 凡 l'こし

て 何 の奇なき も前主主にｾを懸 け て ゆく 我等には少

しも ｪ 邑周す るｾ ｊ￭Ｎ な かりし 。

午 後 6 時 牛別 府着 荷 風 妊 に 入 り ・浴 して小宴を

強る 、昨 夜殆んど再 ＡＡｮｾ せざりし人 々が 今 日 の観察

主主 を噴出 L 、盟 類 泉 、彼 泉 、E市古を泉等

々 千 千締 の 泉悉〈兵何 ｩ し Ｑ 宝に ｔ 世界 の ｾｒ ｬＧ￭ ｴ

たる J C係 ら ず、J毛噴出する泉 に綿 々の

名籾を貫主 L 之 に陀lひして人を Pl r J て合

を取る 、 気I が ら二主主主の 河 を渡るに空宇し

，1佐三 主主の河 に ては波ff に f，Yi かに 六 文1J!

を要し 、( 今日も約書量化なきゃ否 や iili 矧

なし〕誌にありては- ' [ . j J i f r r T に幾銭、十

幾 銭 を 徴l肱せ らる 、力n..; 、るに何耳障何土

産 と 強 ひ らる L 事 う る さき限りなし。

間合漢た らざる t 頗 る 寒 心 して勢戒す

る事を 要 し矢張 り地獄 のe r . に背かざる

を娃えたり。

泉 純 と し て の 別 府 の 現)1止は其古き姿を知り屑る

ニ 竺 の者ーには令〈 驚歎の外なく 、一 行 の人 々もJ : t

:m9トの 俗怒 に驚 き蒸れ 、如何 に 地 方 人 が 無 自慌に

して唯目前 乃利 益 をのみ遊ひて遠大の計を立て ざ

る か を悦しめ り。 地方の 竹僚Ｈｦ 訂 ｬ たる者 此蜘 ｉ 二 ｾＢＧｩ

守旬、 して今にし て 根本 的 改 善 の策を立て L 進 む に あ

らざれば祈 11
，の勝地 は滅茶背茶となら んの

泉有 名の理 想建設は限る ｊ￹ ｪ 白老 ｾ ｬｾ と思 」 、 、 ＭｊＭｴＮ 自 然

美 を 扮 せ ざ る 陀 皮 に 於 て 海 岸の猿王!l ' 市街 。建 設 兵

治路と 署長 と、其静 か に 究 ぎて療主主をなし 一 方 叉 逃

微 を なし: 駁目 、十 数 日 或 は更 に長期 に 豆 り で 滞 留

保 獲 す る に必 要 な る波館、 ｆ￭ｅ￭ Ｎ 室長民主 的 ＾ｊ ｉ ｊｾ ｴＺ 、 住

宅よ りrr.-.n替館、百有数場、博 物 館、 ;'lli 動 場 、娘 烈4U

倖 一切 の施設を 遺憾な q 整備する mを得lず世界の

人 々の来珪I ' J到すベ〈我| 舗の利益吉正し又砂 な からざ

らん に図 *先 づ此司王を顧み ず 、地 方 の 官 僚 等 は 目

前 此M純 を 見 な が ら 少 し も 之 を吹 む るJ i f r 以を 知ら

ず 、惜しむべきかな。

午 前 l 時 40 分 紫;: I Lに乗る 、大 分 に寄航 し以後

71<泊 の横 波に貯z られて夕食をそとそこに して絞|玖

的 瀬戸 内に 入り て令〈静務 長 街 、市 街 、今 治 の 寄

に 大 し た 疲努 を 見 す る 事なく V:良市対易干昔、 時 のうつ 』 航 別 後なく 、 5 月! 日 午 前 5 時 前11戸に 入り同行中

る を挺 L ず 、宴 終 て 後更 に市中を没歩せし元主主の の 2 人下艇 、午 前 8 時 大 阪 着 残 れ る 人 々az- なく. 1-.

人 ｾも多かり ｌ 。 隙 解散 す。( 此行東洋陶器株式令市上大阪 :11 ｾ長所 主任
!珂 月 の日毎 日l土不幸にして雨降れり 、8 時 50

分 滋谷氏同行せられ始終ｦｑＡＺＱＧ ｩ ・ を計られた る ｾ ｨ 特に感
内動可

T
に分ヲ荘、主主民主を訪f"; 、人 々の な ナ が 如 〈月 並 ｩ 凧のｾに増えず 、 謹 ん で 謝 意 を表す〉

の 地獄廻りをなす 、 抑も獄 事終岐に入リて地獄ｾ り

と言」 ぺ ｊＮ ｾｾｪ ，る妙なれど 到り て見 るに 令くよt 名に背

かず矢i J J t 1) 地獄 な り。

5)IJI好一宇野 の地頗る /1lt< 熱 糸 に EHf み 到 る 蕗 湯 宇 蒸



九 見 等L州、|

梅 田/11 I J : も無事梁 l i ( H' 1来たが 、扱 て

市 内の milf は是 りや ド.j ジ ヤ 1 。 何 し

み二 日綴告の休日と 、米 i'ni士信者の本

111 か らのB苦闘とが鉢介せたので掛る j好

もな い JJ. 役 't 。前l' 戸では咳くであらう

と思った がI音々 1符加と言」、有禄、 Jt 内

削除近〈で F 市する人と激 Yl 交il J;: して

漸 ( - I t を疏ち符たが他の 刊行氏 It 未

だ -，'r. ん? 容が 多 い 。 問 山 港 で l土大分 '4. ffI，'

が/1¥司王 内分 の背後ノ2 同行二氏は則的今を

占めて絞になったが。 J主盛へ| 鋭の筑:111

から 三十前後の 女 丈 夫 〈火 J 』113士山li ?  )  

が現れて 「サアサア あなた方 11誌に 断 って二人 分

の防を占仰するのて・すか起きなさい起きなさい、

泣って居る方は遠慮なく此民主へ御鮒けなさい」と

時な ら ぬ女Ｑｪｉ Ｚぷの殺到に折角の安眠計 ｾｉ も無残に

打破られて叉自ドぷ の褒 il を見る。 此女，丈夫筏: 耳Eの

'1' 限に 小児 を抱 ν 、て自主て府た rl
J 1r の女房ーに問 じm

法で二川; 占仮 の;r.; Ｎ ｘ ｦＮ合を炉Ｇｦ ｾ ｾｲＧｾしたが 、 相手 はー ｬ 抗 Ｑ

1辺卜. るI t.i 色はない。限以になヲた自薦女 ili 学 君 様

々な怒1なでめ し め る が横 臥 の 女 は 頑 強 に 沈 駄 の 反

抗 を綴 け遂にE誌の女 は立 て る 女 を 足 蹴に すれば、

立てる女はや' 目。を績のl i J i 怖に見舞」、と言」、緊張せ

るj 易商にま で到った が途に 女 丈夫君も断念して 「

立女の様な女が日本に居るから↑ 止 の '1' がng: ｾｬ 尽なの

よj と終選 l当を後に| 鳴りの待: J 1 I へう 11 げたので漸

〈車内は似の限りに洛ち てn( 。

ひ た走りに暗を行〈列車も 1.<;7毎を ;位 〈・る頃には

夜は ほ のぼのと海 1-.に明けて 、Z主の気色は今日の

天候安全を示して居る 。

開門の港は朝 の 仕事 に忙 しく 、城 山 の 中 肢 の 森

帆燃は曾ては日告守備和の跡、其 の 聴・mJ階j で は合 っ

て故蒋畝公の記念: 官庁に倒して而約したるは公が波

誠の際であった 、 公 のノ、ル ヒ y 膝頭の 死 、今 日 の

満洲問題に幾何の基礎をｾして居るかと恩へば感

惟 無 量 でみ る0

ｍ 汲ｊｦｲの見準は自分に ｉｾ 己に糾知であるの で 蒸

して珍らしくはないが 只熔 鍵燐の設備が科目寺に 比

して椴 必 選 炭 せ る 紛 が 日 立 つ。 以 相 j怒らずのR芸大

外

日

ト

】

-一一

一
日

振 り に は 驚 ν 、たがー商にl : t 今少しコンハク トにtll

来 ぬ もの かと思 った。

東洋陶ＧＨ，ｾの ｊｾ みは自分には興味を ＱＹ ｝ＱＮ｛Ｎしたも の

であ った。共れは 此工場の創 往時 に 自分が; tt れに

聞係したからである。 ｾ［ｦｬ 寺舎紅では大合平日貌氏が

昔| 撚の大綱 を定め て我 々 施 工 者 に 指示 された o Jl ll 

ち袋詰i 工科 を縦 断 的 に 配 列 L 其れをー単位として

建 設 し将来 織 政 心身合は flllJ 面的に増築を銭す計主主

であった。

此 の 計 椛 が今 日 果 し て 如何様 に な っ て 府 る で あ

らう? 。是の見地から工 j j，.5 a : 野見し叉常時の技 mli

長 であ っ たf) ，l 常務取締役 の百木氏の説明を IlIlν、て

起業 ｾｾ ￭ｩ 時 の ｽｪ 針は大 但に於い て後 りないがＧＨ，ｾ械

の泣歩は従来の工科ーに望号化を生じて 最 初 の 方 針

泊 りlこI:: n h l l.i 来な かったと。

此 結 論 は吉正し事業主主t V lて於ける』七むを符ざる紡

• • • 
泉であると同時に工場建築が如何に融 ｴ 血性を必ｾ

とするかを示すものである。而して J主のー而には

2世話E業が ;tt: .ll! it長の銭め不断の研究と 、努 力 と を 必

要 と す る か を暗示 す るもの で ある。

東洋附 Ｓ Ｎ Ｈ，ｾ が 此 鮎に遺憾な き 手段を識されて居る

とと h 殊に製品検査の用意周到なるととは 悶批

工場長の3耳慣と fr 地 設 明 と に 依 りて充分に吾 々 を

納得 せ ｌ ｾ た。此の主旨は恐らく故森村 市 左術門

氏の ill HJ II に依るもの であると思」、が 、jtf の如 き主

旨を佼利業 ｌ に行」、 ζ とは言 」、べくして Ｑ 走 行 ｾ Ｙｩ 官

のこ とであるが 、我 々 の 工 業が模倣から 離 れ て絢
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自の立場を造るには斯の 在日 告竪き信念 にイ衣らな〈 努 を謝し 、更 に大分間書館にて卜.t己の原本な るも

てはならぬ。 のを 一 覧し更 に同 Ｑ［［ ｩＱ ｾ Ｐ書館司舎 の添舎にて 臼杵問書

別府の一夜は和 銀 ［ｭ［々途に ＱＱ 隊 ｉｾ そ の微 ｬ 吟 ｦ 圧 ｲｾ を 官ifl て行き 1- 紀抄脅と問 1I' l fのl Jl 篤本たる手¥"i ! 1，i J . 1; ; 手記

聞く ζ と を得た ζ と11 仰I(可に其感なりしかを 示す のトー紀以/ え1品集成 rl olJ 乏者: の主題木文 字考を一見し タ

パ ロメ ータ ーである。 頃蹄別殺一 日午 後の ｩ ＮｬＺｬ帆 にて Ｕ Ｉ ｉ ｊｾ 守を ｴ り 的中小事

忽日の 地獄廻りは ｾｾｾＮ然 乃 結果 として前夜の偶然 教育の椛威者芦田惑; 之助氏と問笥 L 考日汽船中 lこ

見物主s中而巴の却'Jfj に して 、 自分は己に其1tiJ J め を て同氏の純計i 5:: Ａ￭ｦ ｩ ひ非常に午 ｲｾｾ なる貌 の じ、 符を ｦＺ ｊ

了ったものと して共同行 を免せZ られ問 り大分に 向 たこと は ｬＧｴ に此見ｾＧＡの有主主なるお の 更にｻ行加 ｬ せる

っ た。 を， 恩ひま互 に 所感 を主 ￟ ぷと云爾Ｈ徳政令子 ｾＭ ｲ 氾〕

大 分 で は1・f践女梨校の今 H校長を訪ねて; 白般の

衛 生 陶 器 の 製 造 行 程

東洋陶器株式合世工場長 坪
井市豊

本 稿 It 西部日本足感般行に於て東洋陶? i F 株式合通上を見』裂の除 、同市上工場長月三井穂 =

J¥: が親 しく我 々見JF4問のために講演をして頂いたその時犯であるが i:'li 生附伐の原 :1'0

原石 の 粉砕 、 調合 、 ｲｮ 居 、 ｾｾ 法剤 、 加工 、 焼成 、 検査 に烹るま でｉｬｦＮＨ然 ｉｖｊ 狗 ｩｩ な るもノ ｊ

でま互に伺 げて 舎 員 務 者 の参考の t，U( 供する o ( 続料者〉

1  衛生陶器の製造方法 幾成憾として最も誕生歩したるものなり。

衛生陶器 は素地と前h薮 よ り成り 、素 地 の 原 料 は も行生陶添は 2 匝l焼 成する を以て1J 1! J! IJ とす . 初 め

長石、r.l 石 、磁 土 に し て、 flh礁 は上記三績 の 外 に の焼成を締 焼 と籾し 、犠 氏 1. 140 度上り 1，3∞ 

石灰石、干す友石 、其他令風酸化物を原料とす 、是 皮に焼成す、次に之に事111繋をかけて 1，140 度よ り

等 原 料 を微粉の泥撲となし 、石膏製の裂に流込み 1，280 皮に焼成す、 之を荊| 棋と稀す。

て製1 fJ す、流; るみた る物の乾燥は 、普 lili 天日乾燥、 米関の -iilt 令最} ーの製品は 、総 て 2 凶焼成を行ひ

或 は熱風乾燥なるも 、東 洋院総合耐: にては滋度 、 税金告にもツワイス アアイヤリ y グと明記す 、然る

温度 、気流の方向締換を令部 自動 調 制 するプ ロク l亡我閣に於ては 、品質品伎の優 秀 よりも 、 値段の

? - 式ヒユ ー ミヂチ ー ドライャ ー を使用す。 安舎を歓迎せ ら る λ 需 要多告を以 て 、 図ｾ品の Ｘ

健日空熔 の様式 は頼 々あるも . 東 洋陶器舎耐: にて 僕 l土害IJ 成を Ilhl と したるものにして 、 ツワイスア

ノ、ドレスラー 式墜道窯 3 幕 、 ヵーポ テジアン ト祭 アイ ヤ りシ グの製，' i ! ，lt 2WUI亡過ぎず。

3 基 を使用 す. ｾ経 治 ｾｲＱ 長 さ Ｑ Ｑ Ｐ 米突 、 ヒ ーチ ｹ 2  衛生閥器製造中に生ずる鉄陥に就いて

グゾ ー y 、 7 7 イヤリ y グゾー y 、 ク - ｾ＠ y グゾ 会属製品は原料を: 焼かしたる上に 、型 vこ流込み

- y よりなり燃料 は 7 アイヤリ y グゾ ー ンにて燃 て製品が出来 、 不良のl ! l s) あれば更 に"lJiJ 工修i E L 得

焼し 、 ヒーチ y グゾ ー Y を主主て燈突 にlili ず、品物 るを以て 、寸法形! I 去 をIE li'!I・ lこする都千半易なる も、

は貨市に絞り 、此 の窯を徐行通過する間に焼成冷 陶器製 ｴｾ､ 土 、 広ｻ料 ｶＮＺＺ て形をイノ「り 、 之 を ＯＮｾｪ 滋皮 の ｼ、

却す 、 ヵ ー ポヲジア ｹ ト ｾ ｾ に て は 、 パスタップ 、 に熔 かして製品 となす 、市して 一度熔かせし上は 、

スマールの 如 き大型製品を焼成 す、共に衛生陶得 力11工修正 の方法なきを以 て、陶器製品は必ず紋対
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を有す 、飲1誌の荘¥'f.1¥は 10 数 積 あ るも 、其 内 寸 法

のi El@ な らざる こ と、形 i伏l亡従 ひ をさ主ずる ζ と、

曇色の不同 な る ζ との三つは 、必ず生 ずべ き共通

の飲鮎とす。

元 来千行生陶r，/i: は、型 の 寸 法 よ り鋭き上 (' る 迄に

10)1歪 15バーセ Y ト枚縮す 、此 の 内 4 ; 1歪 5 パー

セ Y トは乾 燥 にiI< 石収縮に して、{也 は焼成中指氏

900 度以上 に於 て 生 ず、牧草ii の進行と共 に曇 色 の

後化を 生 じ、J 1イヒ事望号イヒの進む に従 ひ 、自主 に耐

へ ずベ ｙ ヂイゾ グ を 生 ず 、 術 ｾ附日 比は此の ｬ 依縮 の

途中 の製品なるを以 て、例 へ焼成 温 度 が絶 封 lζ 均

なりとするも 、被 占完成品 の大 さ、院J f.字 、構 造 が

占もな る時は、 牧 縮 率 、長 色、 ベ Y デ イ ングに差 を

生ずべきを以 て、 均 一製 品 を製治 する こと l刷る 図

創tなり。

衛 生 11何日器の表面il1h務 に制 J伏lこヒ ピの 入 りたるも

のあ り、 此 の ヒ ピを は入と手i 1t す 、 .l1入 li 素地と泊h

聖路の膨 Ｑ 長率の不同に よ り生ず 、 ｴｴ 入防止 に 必ｾな

る俊件 は、素地主治h努の調合を; 也君? な らしむる と

と、索地の 粒子 の 大 さ を一 定な らしむ る こ と、僕

成温度を均一にする こと. i.完成時 IHJ を一 定 にする

ζ と、素 地の主主孔率を 小 さ 〈ずる ζ との 5 後件と

す、此 の内技 術的研究に待 つべきも の少 しとせ ざ

るも 、大 半は設 備の俊秀 に依てWi 決せら る、 同一

工場 の 製品 にして 、 ＱＰ 数年間口入の ｾ ぜざる も の

ある一方に取付後数ヶ月 にして口 入 を生ずるもの

あ る 4 とは 、共 工 場 の設備 の不完企?に起凶する こ

と多 L 。

米凶 が今日俊秀な る製品を 対ij へる ζ とに於て 、

Ｑ ｜ＱＺ界 ℃誇 リ ｾｾ ｊ Ｇ る は 、 米 凶の 繁 栄治Ｚ 正 Ｚ ， 紋品 を 大量 に

要求せ L; 結果 な るも 、其の成 功 D 大 !Iミは i: 符生 11川 島

製造 に仰 する波留ii の改良 と進歩 に あ り、之 に反し

炎l必は衛生陶日正製造の的 矢 に して 、使，秀 な る技 巧

を有 す る に 拘 らず、遅 と々 して治歩 せざるは其の

設備 の 怒式 に し て 充 Ｑｾ を依〈事 ｺυ ｊ ミ な り。

3  衛生陶器の品質品位に就て

今 日 我 凶 市易 ［亡 ｻ 生る衛生ｉｩｯ ｬｩ ｲ， ｾ は 、 以 孔質 Ｔ 針 生陶

器 、熔 化事長地術生陶日正、化粧 紫 I也術生陶 2器、着 色

1!r. i生陶r，/i: の 5 租1に分類 せら る。

叙 孔 質 Ｑ Ｚ ｾｩ Ｑ ミ陶 伐と は 、 我凶必要 の ｂ 割 を 占むる

- J . i ! : 挨製品 にして、焼成火度低ー 〈、材 質弱く して

破損率多 く、氏入生じ易 〈、凍 傷を 起 し易 き 飲 駄

を有す 、 J!日下陶官非合組製品中 、P 製品と和するも

のは、焼成火皮椛氏 1，250 皮 rこして 、 l汲水量僚 '¥1¥

Ｖ パ ーセ ン ト な るを以 て 、 前記 の 紙製 ｉｾ を有 せ ざる

迄 にしたるも のにし て 、 ピトリア ス ｾ ｪＺ 也と多孔Ｇｌｴ

ｾ 地の 中 ＱＱＰ に Ｑ ｩＯＺす る もの な り 、 然 る に採氏 Ｑ ，Ｇ 40皮

位ひ に焼成せ られ 、l吸水匙 20 パーセ y トにl!t.. ひ¥

破 ｬ ￌｬￎ ｬ ￬ 小 刀 を以て 制 ｾ i守る柊 弱 〈、u入の資生容

易 に して術生 陶君主 としてi J"i ( i [ なき もの膏凶市母誌に

散見せ ら号。

熔化紫 j也術生陶守主とは 、 {，!;j i_Mtに焼成 して 素 地 を

熔 化せ しめ たるも の に して 1強/ 1<誌は 2 > ' ーヒ y

ト以 ｆ ｾ 牢 に して は入生ぜず 、 ＱｊｦｩＮ 時 五も起さざる ￯ ｲＺ ｪ

紋 ｊｊ ， な り 、 之が製造 には 野［ 々 の 凶艇 を ｦＧＡＧ｟［、ｾ め に

俊れ た る技 術と 最良の設耐/ i を姿す 、 市場には熔化

素 地 に してf古I且 、質腕 < 11入の生ず るこ と、iバ孔

質素地 の{ 会良品 に劣れる もの亦少からず。

化 粧紫 地術生陶器と は 、 耐火ｭＺｾ＾Ｑ奇跡料にて製

形 L 、共 上 に純白の化粧を施 し、更 に:fIh孫 をかけ

て焼成し た るものに して 、浴 槻 、 ストール 、 シ y

p など の大型! J R 品なり 、之が製造 は衛 生 陶 俸の rl"

最 も悶燥な るも りなり。

清色術 4，陶?f r l i 、需要一 般的な らず、特 顧 の 場

Ni 'r，こ{ 史川 せら る、我 闘にて は東洋陶6/i:令市1: 以外に

は未 だ製造せら れ ず。

斯くの 如 什:百生jl 1t.J("止の品 'i:t 、品! ll:に 優劣の 生 ず

る同fI主|は . ｍ Ｇｩ る ｗ ｾＱｴ なる を 以て 、 Ｑ {匹| の見本は 1' (!

l'こ} 別伏見本 に過 ぎず して、 !主 の工 場の製品金値の

品 質，ｾ ， Ｑ ｾｅ を判 断する には 、 是非共共 工 場を税察 し

て、糸 して優良品を 製造 し得る 、第 l 設備を有す

るや否や 、白'j 2 製法方法 、収品検査の' i l l : ff止を荷主め 、

第 3 更 にー共工場 の製品を 多 数1医付 け たる代表 的 建

物に就て 、 共 ノ ＧＩ ｩｈ 夜祭へを 検 討せら ｌ る 事 を 必・ｾ

とす。
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ｾ ｉｉ＠ ; 蛍輪寺 一; 霊 塔 前 。 一 行

捜 花 欄 漫 の
= 七

口 野 山
1j 

'if i長秋二凶 の大合 を毎年 P つてゐる協舎 は、本 "1・ 卯1怠輪 寺で、あり L1X' のZれど もを考へ浮ばせ てゐ

ｬ 土 平 ｾｦＭ tf 野 の花見と 云」、 Wz 先¥ -!!1MIえりの合であっ た るのも 愉 快の礁であらう 。

前日 の日j で以泣は れ た'X 以も必まれて降らなかっ 次 の 宴舎 ｬ 土 竹股委員長の ｪ ｾＧ 拶 、 ｼ 坂 口 Ｑ ＱＱ Ｚ 話係長の

た が 、 締り ｉ ｾ 総 ＱＴ に刷が降 ーら なかったとは云へな 料到 の説 明付 きで践者 、ケーペの 険興を 主主へて 成 合

い有様。 ー行 6 0 名依り 、大 合 委 員長 竹 j民氏 、日'J であ っ た。第 二 次 舎 は越 Ｑ ｲ 心者向ＱｉｪＮｉｊ旭 ｾ .Q. <J : t-後の

令 長 ｩ 也川氏外 役員 、 号 ｾｕ の ￆ 【 ｉ ｊ 、 包帯 の 悦 ｾ ｬＨ を さ すけflf は不 lリl であ ったが、3 時頃ま で一例で [1'1 ・1; .

けるおめ に、拘 I R年の出炎 、汚いた の は 3 時eti o 人与t:-El の延長をやって居 ったゃう で もあった。後

イi:: u少し早かったが予定さ れ てな かった ので幾 分 台 場!工 、 また路ネ・とl ，'_gきり小惨車交の修撃波n式で

鋲持 は ＮｑＮぃ 方 。サクラ Ｑ ｴＮｴ立 と 云」・ ｨｊ ， 結 後 料 王 ｉｬｬｽｾ Ｚ の これ もまた iiri l' l い、従 のdJt各人各様であっ た主 忠

大腕I t : Jで夜 の舎 を防J < 前 に、虫II ，@: 輸寺の fU MJl1 品 ..¥.が。

締 必氏 の約 11待/11] に i Ｈ っ て ＮＧｲ 野 山 の ｐｴ 跡 、 以主主ｾ 、 要 ｮ 列 ｴ ， ｬｩｪ っ て ｾｬｬ Ｎｉｔ 輸 ｊｊｚａｈ り 、 カ メ ラ に記 念士 印 し

Ji 水前I' ，r. l:、後1*主lI.王 と、村 上父子司の 忠義 桜 リ、古 白llJ i d)') 、此町 lよ前方訂正つり 、厳 路 f湿原市!I 'L;'; へ多

野 の lLJ で忘 れ てな らぬ後悦倒ノ4阜 、怖 11'.行、好f T ぶし た もの大多野であ った 。

般の事跡等をモダ Y 式な除く くだけ た る御消演が 此の大令 に委 員 の方々決 び T[ill} 工業の 山村 校 長、

あった。 間目，1i致事l 、吉町 l勾のu ! 築天刑l'、橋 本氏 の御政 1j r'こ

締 ｊ 丘 、氏 は 古 里 ｦ の 深 山 ｩ￯ｬ ー ｉ ＧＮｪｩｾ 吉野 朝時代 の幼 ｗｊＱ ｾ ｩ Ｇ 誌上 を泌 りて訓窓を表す。
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大 阪 市 の 「乙/ ピアク・センター」計 董

理 想 案 懸 賞 募 集 の趣 旨 に敷街して

1 . 募集の眼目

本 邦 最 初 の 都市計 謹 上 の懸 賞募集家と して今 Inl

日本 建築協 曾 が 毅 表 した f 大阪市 y ピツ F ・セ y

ｾ＠ - J 君! 鑑思 想案 懸 賞募 集 の趣旨 は募 集m定 に そ

の大嬰 を示 されてあ るが 、向少 しくこれ に 敷術 し

て卑 見 を述 べ計箆 の多考に ti した ν、。

ヌド案募 集の眼目と す ると ころは表題 の示し た苧

うに大阪 なる 都 市 の 中 心 をなし 、 市民 の怠主主と 誇

りと を表徴する にft:. るべ き経 済名古市 、大 阪 に最 も

越 しい 「 シ ピッ ク ・ セ ＯＧ ｾ ー 」 の 理氾Ａ 的 計 諮 案 の 優

秀 なも のを 得 たい熱望 から で ある が、 この言tl止に

ta- つては近代 的 都市 、各 般の要求に雄、ずるた めに

l J Ur: 大阪都 市 計覚 或 は都 市計食 事 業 として決定 し

或は1a : 行 の絡 にあ る もの より更 に進 むで1T質的 に

内作 を共 に する計費 の 必嬰あるも の と考へ られ る

から既 定計 鐙 或 は事 業 を主主ill すべ きで はあ るが必

ず しも 之に拘 泥する必要を詑、めな い。

2. 計壷指定地の現獄

然 しな が ら 本 案 計mの指 定地 は現 伝 どんな i伏態

にあ るか、 どん な都市言11珪が決定してゐる かを熟

知する の必要あるとと は言 」、まで もない。

指 定地は I@l市j rこ見 る苧 うに民路御堂筋 線 ( 縞 員

24間 〕と1rjlll 九僚級; 幅 員 16 n日) の二大 t降級 に扶ま

れ た ｪ 也 ｉ ， ｜ ｾ で 大阪際 以南 Ｚ Ｑ Ｍ ＮＱ Ａ ｩＧＮｾｊＡ 川 市 岸 を 介む 悩援の

区J1えである 。

ＺＡｊ，ｉＮ ｻＺｴの 大 ｼ以 ｾＱ｜ ｉ［ 付 近 は 前 に ｬ 怖 か な 瓜 ｩ ｊ 易 を 除 へ 狭 院

な古 ￭ ｦ ｩ￹ｩ 道路 は 市 包と自動車錯 綜 ｬ Ｏｩｊｕ ｾ 札制ｉ｛ ，｜ Ｇ ， ｊ :(t、びざ

るも のがあ る、 之れに加 へて 右に li Ji ir. iI' 泡 銭、左 は

大 Ii 貨!古 をヨt ｦｅ し 高層 ピノ ι を娠す る 阪急 Ｚ ｩ ｴｴ ｾ ｊ 誌 の 終

端 球を段へて 居 るか ら一層 の混乱を 増 し大阪に ii"':

ける 交 ia の詰1(J)Ij'と 云 は れて ゐ る。

ｲ･Ｇｾ そ のものは 吹築中に属 す るが ｊ ｾ の 本 家 ｩ 土 古色

恋 然 と して ;色 位 を干子L 、 これを l副総する は築制 l 土

削 態 を守リ{ 委患櫛 比 しI従告J菩ilfi 然 と 胤 位 を!燥し て

l

 

f

J

 

J

J
ノ

主主

n  吉藤

ゐる 、 とれ が また 11危弱 可 燃 'i ' t な主主築物 を以 て泌さ

れ世 界的大大阪 の玄闘とし てそ の都市 の第 一印 総

を奥 ふべ き最 も大切な 大 阪 総頭 の光 景は 「不快な

都 市 J を表徴する の現 !1kである 。 それよリ 南下 し

て土 佐郷 川 に至 る 間 と雄 もその大部分 11 木治 家 屋

を以て 充さ れ 、耐火将軍泣のは築 物 は十 指 を加する

に過 ぎ ない。

ポif i打構 築の基 調 と して平面停 附の は 築 物 u前 !ll

防禦し 、局所 に十字形 zp. 而を 持つ ピル デ イ ンクを

他 殺 し 、 他 は ｬ 当 ｉ ｉｉ ｾ 地 とする コル ピエ ジ エ Ｐ 昔 ｉ Ｎｭ

は 必 ず しも正 常 であ るか否 かは 疑問 で あ るが、 大

阪市 現 '(r:の やうな中 植 地 に於てす ら倭 小弊 慮 の 卒

而 的 援 展 の都 市 I' C!.玲ては 大 に考慮 す べ き一指 針 と

云 は ねばならぬ。

3 .  大阪騒F付近及び計壷指定地に於け

る都市計重事業

斯 かる 現 ;伏 を矯 正す るため に大 阪訴 を起l!'.t; と し

て 諸 般の都 市計置は 主主 め られ 、着 3々空行の;!J! び に

歪り つ つあるが 、 就 中交油 竣平日の方策と して最 も

主要 な街 必事 業 の 其 の根 幹 をな す べき 庇 路 〈御 堂

筋線 〕 は阪 市 Ｑ Ｑ ｾ ｴＺ ｜述 ｾ ｈ 毎回総 端 際ＺＡ￭ Ｑ か ら Ｚ ｭ Ｚ に ｲｴｉ ｩＱ ず 大阪

民地 ｉ 狗 を終 て 阪 市 中 定ＡＺ 干 ｦ Ｑ 日 銭 線間 給品 ｦｬｬ Ｑ ｾ 援を 南 ド し て 革 ＡＡ

訟 に ＿ｊ ｾる もの で其の帆員 は ＲＶ 1¥11である o ｾ Ｇ ｾ の ｉ ｪ ￭ｪ

に は 4，200 .T<li のfBi J1るを作って 批 車場 Jt の他 にプと て

る、 これ が ために 街 路 と旗 揚 で都合 52 Hi lの似 員

となる。本事裁 は阪面11
1念 行前 から 航 法 南 海淑 道県

前 書 て寸恥If 完 成 の域によーし て ゐる。さ らに悔 fi l A

依紋 は阪市ｼぺ 包 倣 前 か ら 南下 してＡ肥 後 慌を ｡ ｾ て右 折

し ゴ ｌ 僚に至る 州 民 Ｑ Ｖ 問 であ る 、 Ｎｸ ｾ Ｑｮ十 Ｍ Ｚ ［ｦｾＮｩＡ ｉＱ

1波乞，':氾，; : ! ; Xピル四 fl!l l よ り十 三方面I に走 リ杭員 15 r:t J 、

北 町 線 11完 嘆 して梅 日誘拐i寺市 fii 紋 と，)(;. ぴ配され

その 中rmを乱lf ＮＮＮｾ 、 ｦ ｦ ｊ 悶 町 線 〔 市町員 ＱＲ r: わ が あ る 。 な

ほ現 (r: の阪市111泡滋の 北方 に梅 !到111!t j.i! ( 幅 員 12 川)

が 配 され てゐる。而し て大阪郎 前。 人の三: j[ J 泣現
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:ff .Il 'U ご 11 1'こ 20 ;'筑 を句 L 、 さらに地 ド淑のために 結果大刑11橋 6 l ・口 1I付近 の.11.i刑11
北大阪 両足とともに阪

一 層 の ｪｾ 加を見るであ ら う 、 己れ 等の腕ｻ系を考 ［ 長 公定鍛は傍倒絡 j ，i，川I近で鍛冶ーの高架線 F を検ーぎり

しその絞初l を脳l るために民路御'Ij't : Ｉｪￎ ｪ ｴＮ ｾｪｾ 官級 崎 Ｒ -J ・ 路 市I 下に降りるこ とになる。

口から凶に走り 、j毎回ブd 主総にi 1 ! 絡す る来侮間町 大 |以続本家 の改 築 i土目下設計 rl .l のよ しであるが

紋が音1" 5ll:さ れてある。尖の他大阪 牒附 近 の推測 事 そのa築 物 の 前 面 は大切l: W(r : の際の 玄闘の矢島市か

業として 決定し た都市計食 事業に 附帯し て同時に ら 30 尺後退する 、そ の大さは 貌/ r : のものに 比 し

決定さ れたも のである が、成 場 及 活 路 の歩行者の て官会科大きいも ので 大 位の)ri ちは東 京駿よリ IiI J 日

公 辛? を保 たし め るた めに 、6*の地 F 遺を敷設し が吹く奥行が j従 くな るとのこ とである。

て騨から ｼ 匂 Ｈｬｉ ｩｪ に至リ 、 又燃か ら 阪急ＺＮＱ反革ｉｪｬむ ら宣言 ｾ爆 とれと関聯 して各電銭合枇線 の計鐙であるが懸

に至る歩行者の使利を 困 る計ill ｩ ＷＧｚ ｊｾ 業止 して 決定 l' t計 整 案指定地 に近接 してゐ る従鍛合員1: 紋 は. m/f:

を見てゐ る。 阪市11従 哉 と阪公宿銭の 2 紋 である。阪急I;t包俄は大

更に こ1.，) 也の経済的利用を|函l るた めに騨の 向。Ii J 7 )  阪 騨 よ リ 梅 田十 三線を隔てた 一 角に大百貨 防 衆 管

Ｍ Ｎｾ ｬｩ＠ 6，3CO上1; の j 地 を超過収用 して主11: 築敷地治成 の五 大 な ビルデイ y グの: WU: i 般に工を絡はった 、

をおし大阪膝 ｾ ￭ｬ に 過しい ｩｬｬ 築敷地を構成せし めん 只遺憾な影 ｩ はこ の ｾ築物 の ために前面民路が犯喉

と するも の で今 や笛 局 はｗ［ ｩｬＮＧＱｪ ｾ迎に依って之れが の磁を 墨 L ; 之れがた めに交 iiTJ七 にも 怒影響を及 11:

1't-Bl に着 々準備を準めつ つあ る、 ζ の事業 たる 干 してゐる 。

燃 ，jiH在地の K1 ¥市計笠事業 と して昭 和 3 年に決定せ 阪市1
1

電滋も前記市管高速度減滋と直接の聯簡を

られ た もの であるが之れが決定の審議 に際して我 保つた めに 現うＺ の聖 子業 ｴｾｾ iI : i 入惰 及織田終端との中

が片 岡舎長 は都 市計護委員と して 更に進 むで ζ れ ｉｉｕ か ら ｩｬｉｩＧ￭次降下し て ［ 梅岡 ｨ 保 ｦＮ ｾ ａ を路 下 式を 以て織

と一位不維の '(tJ: 置 に あ る 梅 111 ブL 依 線 と 氏路 ( 御堂 断 し大 阪筑 前の路下に 至り そ の 直 引く地下停車場

筋〉 の11¥].1ヒは大阪府' より f+i 凶道 2 由主総〈市 l1t 襖怖 を設置する計主査 があるやう だ。

から協同新道に?! P. . る線路 ) l'こ: 35. る土地を包 合 し、 I J t 阪包金款の 大阪 阪線附近手書入れは既に免許を符

この地区奈伎の ili 築敷地造成を企闘す べ きを提唱 て省線Ｇｴｬ￯城東線 の 梯下 げを Ｇ叉 け 横山を総 て 阪 ｾｾ ｉＺ む

され たのであるが、 阪案を f2. 越地行する の必要に ま設 の哀に進出する務定である 、 かくの如 くさ大 氾

迫られある闘係上ｾＩｾ ［・時 は 不 幸 ｊ ｩｬ に 内務 大 ｼ 豆にムＱＱＺ議 倣線が相談」、て大阪燥 に突出するからその 将* は

したるに止まる の巳むを 1ヰぎ るに至 ったのである 如何に 交湿の 混雑を来すか は想 像に澱 くない o

更に特記 すべき は高速度俄訟であるが、市管訟j 5 .  指定地附近の高層建築物

速度舗 道 の 新設は大阪 の交 通 に￭ｌ ｾ ｊ 則的 術励を奥」、 指主地内及其 の附近 の高暦 ili 築 物の御堂筋 に而

るものて・之れが大阪線附近に '1!i・し い影響を奥へ る しては允 づ大 阪燃の 改築を激; t U される勝本家と Il !e

その うち大阪綴附近 a: iffi ずる ものは豊能郡堂津村 に竣工した阪乞L ピノι をitfi めとして曾松崎警察署 、

より 大阪際月t fi !l J を絞て御堂筋を jiTJっ て南 下 し、{上 曾 紋崎ピノL 、大卒ピノL 、主主 品川を越 へて 日本銀行

吉 l必殺係チII Ijに 歪 るFJI とJ l U点目E森 小 路 IIIT i H捌か ら 之れと封由干して市隙合あリ 、線開九僚級に而して

犬 ｾ ｉｉ ｉ 橋 Ｖｬ 日京 阪 ｦｅ ぽ ｉ 南 ｦｩｬｬ｝ 、 大 ｉｖ Ｎｩ ｾ｜ｾｭｦｩＡ リを油つて は大 阪毎日新聞 、 巾火; 蝉伎町と之れと泊; を附てて

松 尉111] 紋 を 経 亡天王4 ・牒南 (IIIJ r，こ奈るもの とあり 、 大阪 朝日新聞 、朝日 ピルあ り、rl.l !l<:霊1¥使間 は大阪線

何 れも市内 l土地下 式格泣であ る、 本 事業もその ー の改良計誼 と共に 大阪燃の 凶方に約 3，α::0主ドの土

ｾＱ 口 日 本竣成して過る Ｕ 月 ＲＰ 日侮田よ り心、 Ｎ￮｜ Ｑ 惰まで 地を 11)，て新築 される 激定である 、阪前11ピノι の計笠

内問
Jiffi を見る に主 った のである。 もあるやうで共の位 置 は腺前 の都市計監事業 とし

4  大阪鐸嬢張計童 と各曾社電鎖線 て決定を見た位築政地法状地の ー泌を 卜し て災 現

大 :11Ji )¥' [; 11 日 F 工 'J j.rJ.I で牒本家を除〈タトは略光成 を見る模憾であ るo rj .l 之ねにあ っては '11
央 公 舎生干

の ｪｬｬｩ びに＿ｦｾつてゐる。而して 大 ｼ以 か ら 新淀Ｑｉ ＱＱＱ｜｝ は 胎l嘗官' i fが ある 。

高架と しで大部分の竣工を見 るに奈っ た、ru在の 6 .  懸賞案計壷 として本匡域を撰定し

|坂忽:の術開釆入れ は高架である が一時 的 の仮設で た根捜

fN. に鍬道省のすFnJ のもの 、E: <  :W. (( 1コ鍛冶紘路上 指定広 域の 抄ｾＺ伏 ｚ 土 昔 Ｑ Ｇ Ｑ 註前主Ｆの ｩｦｦｩ り で あって との

を桜断ずる ことになる ので従っ て省; fj ) j ! ; ; ; 高架 なる 区 域 を しで今恒l絶 !<I の位 iil と して 「シ ピック ・セン
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界 一 J の昔t : l t t 案指定地に選定した理由は ( J ) 大 阪

市が近き将来に於て祁伽l の貸施を見るべきを想定

し税廃合の位置として好適なりと f子E じたと と。( 2)

従 来 欧 米 に 於 て は 特 に 市 民 の 留 意 し来っ た 都 市の

第一 印象 を奥へ る線前の計設を 色 合 L 得ること。

( : 1) 大阪 市 の7F. の都 と し て 持 つ 天 慈 の 河 岸 地 を利

用し得るとと。 ( 4) 現 に中之島 は一部既に公闘遊

歩道等の自由 主主地ある ζ と。 ( 5) 本 区 域 は其 の 幹

線 は防 火 地 阪 で あ り 更 に 美 御 地 区 の 指 定 を見むと

す る 枢 要の地であること 、 之れ を綜合 して考察す

る ときは本直仕えれ ｴ 音 ｼ 整縮設宜しきを Ｑｾｬ れば将来大

阪 市 の 「シピック ・セ ン9' - J として最も繁祭を来

す べき運命を有するものと推定するに事Hくないか

らである。

7 ， rジピック・センター J の計壷

以上述 べ たと ζ ろの現欣と計重ーに依って区 j或の

会:貌が略主主知 し得 る と信 ず るが未だ産業経済 の 大

都 市 と し て 世 界 に誇 D￭ 寄 る「 シピック ・ センｾ - J  

な 〈亦 其 の計ltt を も持っ て 暦 らない。

大 阪 の 都 市 計 鐙 が111に着 々 と して遜渉し街路に

河川 に、橋 梁 に 、 公 聞 に、下 水 に 夫 々 特3・4の 技 能

と巨 音質のｾ朋とを傾注し 、 都市の而目を 更 新しつ

込あるが都市待築全般の上か ら見れば まだまだ遺

憾な裏付Z砂 くない 、殊 1' ' ::自ら も楽 しみ 、 人にも誇

るべき都 市の面 白を 代表 す る中心地区が ないとと

は恰も献 を向いて目 を貼せ ざる と向様である 。

欧 米 に 於 て は 何 れ の 都市 と雌も「シピック ・セ Y

ｾ＠ - J がある、叉そ の改造に大な る努力を抑ひっ

L ある。

古くは巴県に於けるが如〈巴! : g は今か ら60- 70

年前図力 を 賊 して主 要術協と「シ ピ ック ・ セ ＾Ｇｾ

- J の改 泣 を断行した こと は 都 市 計 重 上 の 一 大 件

蹟と して周知の ζ とである 。

米園に於ても 1893 年 市俄古乃↑ 11: 界熔賢舎を機

と して都市美の向 ヒ1亡劃して絶大の 注 意 を喚起し

各都市共 に都市吉|控 l亡精進し「シ ピック ・セン F

- J  ' 0 改善施設に 力 を致したの である。

一般に欧続巴中世紀の都市は各都市ともに. J tーの

中心、 に近く成毎 を と りそ の周 悶 に 公 共 建 築 物 を 附

した、 或 は 噴 水 、 記 念 像 を 慨 した。米凶各都市も

そ ζ に醍置され る建築物は市役所、 l司書館、公舎

堂 、博 物 館、美 術館 、公 立準 校、事干絞殺等で叉記

念 像、記 念碑 が都 市 の 焦 貼 と な っ てゐ るところも

ある。

即ちE置場或 は公 館 の府き前庭といったものは 一

つの「ラァドスケ ー 7 ・j を構成する要素である。

ζ れまで極々研究されてんたクリープラ> ' " の

「シピック ・セ >' ｾ＠ - J の担長銀言l登は ζ の程 都 市 計

愈 委 員 舎 の承 認、た得 、公 fli .ζ 財源 を仰 ぎ 今 後 3 年

I i 日に完成 の 毅定 と 報せZ られ で ある 。

ワ シY トy の 「シピ ック ・セ ; / ( l - J も閣父ワシ

y トy の 生 誕 2 百 年 祭 を機に闘 rr: ; と権力 と無限の

図民的自負を傾けて完成を岡りつ L ある。

而 して 際前青| 径としては都市美の ために各績の

施 設 を進めてゐる 駄 で 有 名 なミ ネアポリ スの 咽日侯

を犯する同市 の ダウ> ，9 ' ウ y の街 闘 は停車 場 に 接

し所謂ゲー トウエイ トと して完成 したので あ る が

とれが際 よ り 出 る 外来 者 に非常・な灯 印象を奥へて

ゐると云はれて居る。

河 畔 の利用と してテ ーム ス河畔 の如l きそ の 景観

は 倫 敦市 民 の誇 りであるととも K 河 畔の池 溢は市

民の行 楽 のーっと な っ てゐる。

蒸 し 都市 に はそれ ヂれ の都 市 の特色 があっ て 之

等 と 事 情 を 具 に す るも のあらんも我 が大阪の 如〈

従 らに煤 煩 の都と して l市川庁副操 音にわず らはさ る

るのみで 大 大 阪 のi1ii日 を表 は す べき 「シピ ック・セ

>' ｾ＠ - J なるも の がない 、放 に大阪の都市 生 活が

知 らず識 らず不 用 意の うちに脊くまれる美しい 情

操 或 1' 1快適の紛 糾が漸次装頒してくる 。 もとよ り

都 市 の美 は 外 撲の美を 欲するものではなく須ら 〈

内 より溢れ 出る もの で なければならないが大阪市

の現欣は il ト界屈指の 大 都市 として遺憾なりと 云 は

ざ るを符ない。

8.  配置さるべき建築物

:都市にそれぞれ の特色ある如1 ( 都市 の 建築 物 に

も亦そ の都 市 の地方色彩が現はれるものである 、

京 都 は 京 都 に 適 しき都市建築の色彩あり 、奈良に

は叉奈良 の特異性がある 、放 に 都 市 に 配 置 さ る べ

き諮m;築 物 の様式に就ても十分 の考慮を要すべき

で 徒 らに 敵 米 の模 倣 をなすが如き は大に恨 むべ き

で ある 。都 市 建 築 は {問性的美より集閲美を重要減

せねばな らぬ 、1¥¥: に建築 物 の 綜合的 外観 は明 かに

都 市 人 士の 風 椅 を表現する 。

建 築 家 は 須 ら 〈 環 境 を 十 分 考 察 して 之 れ l亡調和

せ しめ るの必 要 が あ る と 思」、。環境が甚しく 時 代

と波 交 渉波趣味 の ものなる 場 合 殊更 に熟 成 すべ き
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で あら ろ. .Il nち都市建築は個性美を表現すると同

時 に者s市構 成 た る 建 築 It ｾｾ の 都市会位と し て の 集

陣l美 の 7J[.会 を期せねばな らぬ もの であ益 。

今 1]11募 集の 「シピック ・センタ ー」と して配置さ

るへ き建築物は膝前 に は適切な建築物 を附 置 し中

之烏 には 想定都用車合 を中心とせる公共 ミ封建築物 ，1[;.

に遊 歩壊 、 ｅ 足場 等 、 自由ｾｾ 地 方Ｚ配置さるべきであ

るか ら建 築 物 自 般 の様 式 l土勿論環境 の割和l に十 分

の問主主力: 必要である。

都 市 の建 築 に釣する 美 的制限 は近時米国に於て

盛んに ｉｾ 導され る 、 ヨｾ 凶 都市に於て は 公共 ｭ 築物

及記念、建築物等の制限" こ謝し て都 市美 容 査 舎 は 大

なる椛限を附奥され て ゐるが!frX逝 終 端 際、公共J l J

事 務 所、百 貨 応 、 アパ ー ト等 に つ u て審査合 はそ

の，M: 築 物 の設 計者 の挟 揮 まで やって 肝 る。

9.  都市計童 と美観と建築家

我が 閣の 村市昔 Ｑ ｭＺ法 ｉ ｾ 都市計宣と ｉ ｊＺ交 通 、 ｪＺｩ ＧＺｪ <F:， 

保 安、総 務当Fに闘 し永 久 的 に公 共 の交 ，..:: r を維持 し

又は問手11a: j 待選 す るため の張要施設 の計mで ある

としてあ って美 削 に 闘 しては 偽り 主 要 ， ￯ｾＡ せな し、 も

のの如 く で & るが 、之さ宇 の形 而ド の施 設 に(!< って

都市計殺 が 完成 の上 IJ : ーの有 機仰 と して シ ピッ

ク アート 」 とし て最 大のI T' i fl( ' をギJ .，. るも の となら

ねばならぬ 、 Ｇｘ ｲ 市 言 十笠 は そ こに京 製 ｾｩ を 置きこれ を

目標として主主むべきでそれが対 71T言l挽 乃最高約前l'

であらねばな らぬ 。 現 時 行 ，ｾれ つ ｌ あ る 都市計 訴

は ζ の重 大 性を有 する美 搬 な る も の が ｉｾｉ 1、Pされ 勝

ちである。街路の計mに、建 築 敷 地 の構 成 iこ、凡て

に於て建築な る:な骨量的考察 を念頭 に 泣 きて考絞 さ

るべきである 、そ とに深 き考忍を千早 はれ ない苦|立t

は如 何に街路 の美を 成し? とりと雌 も何 等の官、:(fi官な

きも の とな っ て意書」、 。との ￦ｩＧｪｬ ｃ 閲し て 現代 の ｾｉｉ き

土木偏重の都市計設に於て は有り が ちである。そ

れに到して閥大阪 市長 IJ: ' 1J ，c. 、地よい都 市」と題す

る諭女のー街l に今日 の現 欣 に機 馬 たるととを 主sべ

られてゐる。即ち我が 凶の 柿 市青1j査は係 りに土木

技師il '.こ任せ過ぎ は しなか ら うか 、i歌米 の 都市青11li:

は主と して建築家の手 で 行 はれて ゐる 、 倫 敦青|宣

の ク リス トノ、ー しY 、市俄 古市の計葬者 ダエ ヱ ノ， .  

パ ー ナム 、オー ス トリア の ミカ ロ・ ジツテも建築家

出身であり 、 戦後濁 逸の大ケノι γ 市の都市言| 殺を

立 案 したエ 7 ・シユー マー もρ y プルグ 市 の 建 築

局長であった 、以上は著名な事1主だけをあげたに

過ぎないが 日本 の都市計訟が今のと ζ ろこi二木専 門

家 の潟市であるやうに見えるのに くらべて多少奥

様 の感がないでもない 、 と述べられである。其 の

外 巴 里 の 都市計訟 を大成 したも の はパ ロ y ・ホ ツ

スマ ンであるが其の計 誌 に於て路易 14 i止は訴時

の建築家 に命じて立案せしめたも のである 、近 〈

IJ: コ" ビゼエの如I < 欧米 の都 市 計訟 に於ける建築

家 の識見と手腕止 は共 に際立日たるものがある。殺

がl喝の 総築家 IJ: 宜 しく苅'm昔'"1f t : に進出して十分の

手 腕 を押ふべきではみる まい か。

高il 数mに亘 って述べたとと ろに 依り 趣 旨の 内 容

も詮きた のである が之 れ を要 す る に 今 1111 の 「ν ピ

ック ・セシター」 言1-;n::EJr，氾l案 の懸 災 募 集 に依って

( 1 ) 従来 欧米に於て はこ の積 募 集 に 依 っ て 終 始 都

市計 :: Rの進歩向 iーに不筋 の努 力 を な し つ L ある に

不 拘 、殺が閣に於て はすf;めて の試 みである。 ( 2) そ

の紡果として班想的「シピック ・センター j の計 釜

を 符 、 六阪 騨 古 ￭ｬ の 控 王 Ｇｬｬ 上 の 完令を期 し Ｑ ｾ ｪｬＺる。 ＨＳＩ 一

般市民 の 無関心な都市構築上 の 問題に究開 ｪｾ を 促す

( 4) 従 来の こ1: 木 偏重 の 都 市計 設 を矯めた い。ζ れ を

機と して 他 の大中小都市に も完全な .xnti 構 築の必

要観念を植付 け たい。其の他 種 々 な 影 響 を 奥へ る

であらうととを期待 して ゐる のであるから都市計

笠 に 従 事せ らるる方市、本 問 題 に興味を有せらる

L 方而li l . J ( は不断 の研究を続けられつつある方面 の

方 々は本 協 舎 の こ の 新 し い 試 み に 封 し て 絶 大 の灯

意を持たれ て悠 募せ られ む ζ とを望み殊 に 我 が 建

築協合 員は これが機舎を活用 し て大なる健 闘 ｾｧ 裂

をな L 優秀な作品を殻表 L 都市計盤上に 貢献 せ ら

れ む ととを待望して 止 まない。

本 析 は加藤氏 が本 合 都 市計 野委員曾の依燭に よ

り同氏が執 筆しも ので 「大 阪 市 の シピック ・セシ

ターJ 計主主理想案感募者の参考のためと 思 ひ誌 に

抱記する。



時

所

出席 者

曾

役 員 舎

常 務 曾

昭和8年5月 l 日午 後6時一8時30分

建築倶楽部

理 事 片 岡 池 田 竹 腰 E立司王 松ｾ

主 記 阪 口 鳥 井 伴 野 主 計 :甫

統制ヰ 中 村 郷 田

報

報 告 1  3月分舎計報告

1 新 興建築講演合 及晩餐舎の件

評 議 員 曾

時 昭和8年5月15 日午 後6時一 同8時

所 建築倶集部

出 席 者 池 田 井上 石 川 岩崎 浦 大 原 岡

回 阿部 岡 本 洛藤 片 阿 河 合 河

議 事 1  !J フト氏来阪に闘し講演舎及晩餐合開

ｾ Ｎ＠ /1、 西 阪 口 作 fl 日 新名 清 水 竹

イ1色に除Jす る 件

1  ｾｴｬ 念務業 西 部 日本見撃 に 付 旅費支 出 に

胸ずる 1*

1  r建築挙研究」編持部員依嚇の件

1  r建 築 事 研 究J を 6 月 よ り後刊に闘する

件

l 評議員合開催に関する件

l 定;款 改 正 l亡闘する件

1 記念事業東部日本見撃波行に闘す る件

l 鉢接i U 合主催講演舎に災筈強度委員出

席したるにやH:事務費支出の件

報 告 1 常 設 都 市 計 盤、設備委員合報告

1 特 設 百貨庖建築委員合報告

1 記 念 見 率、阪和上野芝住博、羽光{ 主

節 委 員 合 報 告

l 令 員詮 衡

常 務 曾

時 昭和B年5 月 15 日午後8時一 同9時

所 本 ftb1吉見IJ室

出 席 者 理 事 片 岡 池 間 竹 腰 監 事 松 箆

主 詑 阪 口 鳥 井 丹 重 軽 伴 野 主 計

腰 高 岡 高 橋 市 松 鳥 井 中 潔 け

村 中 山 永 潔 丹 藤 仲 野 藤 井 品:i i

回 松 井 八木 呼 子 l泣事得、政

松室

議案第2披「建築挙研究」溌刊に闘する 1'1'( 可決〉

同 第3披 昭 和7年度牧支 決算報告 の 件 ( 承認〉

同 第4披 昭 和7年度絢{ 徐命虎分の件(原案沼可決)

同 自主5続 舎 費 滞 納 者 底 分 に 闘 す る 件 ( 同 I-.)

同 第6腕定款改正案の1 ' 1二 ( 未決〉

曾 員 動 静

韓 勤 時 居

曾 員

木 村 勝 次 郎君 京 都 市 伏 見 区 深 草 願 成町8

2百川rot 太 郎 君 旭 区 大 宮町7 ノ11

桜井謙二郎君 奈頁市法ｾ 町 Ｑ ＲＰ Ｘ ノ Ｙ

小林 謙 三 君 前Ir 戸市外; @7}<nIJ ・西垂水市下

山本 千 古 君 西 宮 市 今 津 字 上 野 12' :5

牧 野 忠君 jf，rlr 戸市灘区針 山町2 / 5 0

安 藤 一 緒 : 君 東 淀 川 底 十三 四 ノ問 1ノ147 菅 井

工 務 庖

浦 清 水 八 木 編 輯 高 橋 中 村 I 卒 井 英 一 君 府 下型古E君H豊中町山 / 卜 37

郷閲 白同「地 方 在 住〉

議 事 l 大阪市の 「シピック ・セ ' /! J - J 計 鐙辺! 岡島市兵衛君 熊 本l際球際都ー武村役場前中尾氏

恕 案 懸 賞 募 集 = 闘 ス ル 件 方

1  i功例i地方見事に闘し見挙委員合より照 鈴木文次郎君 三 重 ｬ 係 ］ 主 主君ｾ ;7， iiH原町東洋紡絞7;f

舎の 件 。 図工場

l 見事委員合よ り委員宿員要求の件 ! 氷 上 昌三 君 Bi ' i 島市草津町東 nrf 3S6 ノ4

1 新 興 建 築 展 覧合安員依蝿 の 1 ' 1 ' 高村 勝 君 !f'i 霊l際宇和烏 市府 小 路 ;'6

ｬ 合員詮 ｾｩ 浅 井 新 一 君 久 留 米 市 東 区 千 歳 nrr 517ノ2
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坂 口 J E雄 君 朝 鮮 仁 川 府Z耳石町37 東洋紡績仁 船 木 銭 雄 君 兵庫県系武庫郡大庄村西字烏帽子方

川工場建築事務所 13コノ 2 C大卒組犬阪支官長〉

井卜e 新 司王君 阿山市南方幸田r359 森分康雄君堺市南向陽 ｾ Ｑ ｔＱ 了 ＳＸ C瓦製造業〉

終身賛助員 吉 田 誠 一 君 東 区 本 町3 ノ5 C装飾敷物織物直倫

傑田藤郎 君京都市左京区 ｆ 鴨泉 川 ｾ ｉ ｔｬ Ｙ ノ Ｑ

特別賛助員

山図 書与次郎君 西区土佐殿沼 1ノ5 大阪! 肥後橋ピ

ノι 津山前H苫内

普遁賛助員

問中 信 夫 君 !符 F 泉北部大津町下僚444

iliJ 内 健 次 君 大分 l係佐伯 町佐伯航怨隊員軍令其 他

ガ「管工事場主If7j( MI作 業所

中 村 忠青] 震前" 戸市須勝区卒岡町2 岡本氏方

野 川 茂J ! }J君 利l 戸市須勝区谷p尾政Jih6ノ98 ノ2

野口 修二君 東成昆腹見町6 18

大 野 苓 作 君 高雄市期江町5 ノ 13 ノ6

入 曾 者

曾 員

出入〉

普遁賛助員

藤 田 良 三 郎 君 旭 区 森 小 路62 C日 刊 工 業 ダ イ ム ス

iiii) 

久 保 田 正信 君 旭 区 北 清 水 町 765 篠原方〈後! ポ工

務所〉

森 1賢太郎君 西宮市北口昭和l闘〔武智事務所〉

川 端奥 喜 厳 君 西 淀 川 区 iili 江 '1' 1ノ 1

浅田 祭 人君 南 河 内 宮1¥藤引寺町岡大{ 来 C:ifrjf;築

iiii) 

大 下 順三良1¥君 東 淀 川 区閥 次町 283 ( 京阪 i江主主織

道株式合枇土木官官〕

安 孫 子 三 雄 君 尼崎市西本 ｾ ｉｲ 北 ｬ ｩｉＱ Ｓ ノ Ｙ Ｐ C同上〉

川田 昌 ｴｬｩ ，君 ｾｉｉｉ 戸市林田区大法 ｉｦｦｩ 3 ノ l

池 I王l 本 吉 君 神戸市野合] ; 1 1 ; / 協之沼海岸市11
1戸製鋼

所内大林組出 ｾＡｦｲ

編 :)1: 弘君兵庫県星武庫郡山田村 F谷上 小 柴 秀 隆 君 京 都 市 伏 見 直 桃 山 町 筒 井 伊 賀22

( 市'" 戸市役所土木部都市計重課) :ltIi回 四郎君 兵庫 l際武w郡精道村予苦慮字国新国

棚 惰 諒 君 京都村東山区山科竹鼻町西口町78 442 ( 愛高大理石合主主舎利ー代表最土

( 京都子育関大築工事部講師〉 員〕

7]( 口 貞 一 君 東 区 釣 錦 町 2 ノ29大倉土木株式合

証t 内

中山 義 雄 君 西 淀 川区野恩町253 C建築請負業〕 曾 員

逗 曾

特別賛助員 猪 瀬 幸 太 郎 君 菊 谷 筒 ー 君

高 橋 祭 盛常 北区相生町20 ( 材木j ( f i ) 同 ( 地方在住〉

期 北 恒夫 君 天 王 寺 区 勝山通4 / 7 吉 成 敏 行 君

森 下 敬 一 肴 東 区 餌 差 町 42 パ 普通貨助員

者

馬 場 清 治 君 京 都 市 左 京 区 岡 崎 闘 勝 寺 町91 ノ30 訪 伊 吉 君 小 林 柾 君 矢 野 武 一 君

(1山闘工房陶磁器モザイク製作〕 門 谷 修 君 高橋鍛治郎君
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貝及 委日 本 建 築 協 曾 役 員
量士図

法 人

( 昭和八年〉

一

男

窓

尾

助

夫

二

三

一

光

知

廉

良

三

士

ロ

ニ

雄

郎

雄

二

郎

吉

夫

郎

弓

郎

治

吾

信

治

雄
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滋

夫
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吉

尾

治

夫

光

吉
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郎

一

一

郎

雑
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郎

重

一

耳

目

治

否

卒

銅

郎

介

二

郎

一

究

官

官

知

末

之

悌

祭

主

戸

空

幸

一

衆

藤

誠

氏

太

由

民

曾

厚

一

族

額

太

良

六

疋

藤

祭

曾

武

令

達

同

日

米

末

俗

悌

遺

族
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一

一

宮

寝

苦
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知

誠

A
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一

勝

究

明

一

之
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正
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原

子

岡

田
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純

員
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賢
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E
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彦

安

町

原
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熊

廉
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江
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員
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員
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一
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塁

壁

掛

野
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安

井

政

高
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木
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江

室

本

口

士

棚

田

野

寸

ブ

林

H

問

弁

監

査

Z

F立
野

一

塩

崎

川

木

札

伴

官

事安

保

口

丹

委

j

高

館

肘

脚

阪

目

的

残

蕊

安

j

芹

木

自

芝

鈴

高

波

島

松

大

久

小

三

森

加

設

樋

E

藤

石

蕗

新

篠

泊

中

古

村

荷

曾

安

徳

谷

仮

大

阪

鈴

竹

波

松

森

山

惨

曾

武

今

小

芝

坪

徳

古

村

崎

噌

腕

小

潟

北

篠

須

藤

務

署

務

μ

九

務

築

務

宅

員

長

長

引

見

長

十

砂

本

司

本

政

員

常

出

長

員

常

建

長

率

事

官

惜

員

常

住

委

長

良

員

員

主

員

員

員

員

員

員

計

民

営

民

お

貝

首

民

委

餐

，

t

問

問

問

問

問

問

機

問

岡

県

官

他

府

幹

斡

幹

幹

委

問

問

挽

安

委

問

問

問

問

同

問

同

問

機

委

幹

斡

幹

委

間

同

問

問

問

問

問

挽

問

委

刑

制

餐

阿

同

向

同

同

問

問

委

安

委

安

委

委

t  0 5  v ・

委 員 伊 東 宗 太 郎

同 小 川 陽 吉

岡 岡 田 孝 男

問 中 1l J . 祭太郎

同 長谷川 俊 弘

同 稿 信

同 村 岡 ノj、ー

据1 i i . 常務浦 英 之 助

住 宅 妥 員 曾

委 員 長 葛 野 壮 一 郎

幹 部 浅 野 合 成

幹 事 場 山 新 卒

委 員 赤 松 修

悶 小 川 安 一 郎

同 河 盛 主 主 太 郎

悶 篠 崎 袋 二

問 中村i E l 太郎

岡 松 本 後 八

阿 南 信

事 量 管 常 務 中 村 義 雄

百貨底建築委員曾

苓 員 長 安 弁 武 雄

幹 事 港 政 族 吉

幹 事 坪 井 誠 一

委 員 守 柳 貞 111:

同 阿部品耳J ! l J

問 黒 田 茂

同 支 置 俊 次 郎

同 古 塚 正 治

間 約! I l f Ji 事 者

間 渡 郊 去 吾

鎗訴・' i B . 務今林彦太郎

同 伴 里 子 貞 三

阪和上野芝住宅

官尊重E員 曾

委 員 長 池 閉 校

則 餐 員 長 安 井 武 雄

幹 事 伊 東 宗 太 郎

幹 事 岩 尾 保 術

幹 事 岡 本 新 次 郎

幹 事 北 垣 熊 之 助

斡 Ｔ Ｑｾ :1!1 山 新 卒

委 員 浅 野 ， 令 滋

l司 飯 高 主 主 夫

同 伊 藤 和 夫

同 ノj、笠原 鈎

同 阿 国 孝 男

同 知 燦 善 吉

間 川 村 額 三 良11

同 川 野 由 太 郎

同 川 口 一 二

同 久 保 図 録 雄

同 佐 藤 松 太 郎

同 森 本 藤 吉

岡 矢 田 鎖 詰 提

携 訴 常 務 浦 英 之 助

問 鳥 井 信

問 八 木 盛 ニ

耳者光住宅博蚕員曾

安 員 長 武 田 五 : 一

副 委 員 長 務 野 批 一郎

幹 事 小 西ー. J i l

幹 事 佐 藤 正 次 郎

幹 事 龍 谷 五 郎

幹 事 古 塚 正 治

幹 事 松 本 俄 八

委 員 井 上 繭 通話
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士
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夫
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郎

助
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郎
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治
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郎
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編 輯 後 記

口漸〈 黄梅の期 lこか L りました。新興建築

の特樹批を詮 ります。プル ノ・タク ト氏来

朝記念の新興建築講演舎の速記銘?ごりで編

輯する 最初の計釜が、講演舎 と相mf 闘しに

展覧合一 これは首協合の後援で大阪朝 日の

主催で ありましにが事官はこちらで全部や

っ て しまった様ですーか ら材料を奔出ーして

新興建築の詰真集計f . J げるE に しましに。

日新興建築の沿革5たが、IJ、住宅の研究カ人

ソウ エー トロ シアの都市計聾 と建築とが段

k に慾から内容が霊t J で来まし1= 0  例年な

らソロソロ j雑誌 も夏枯の時であ ります のに

口五月十日 の誹前舎は朝日合館で文字通 り

立錐の飴地なき 盛況で 、恐 ら〈協舎でやっ

Ｑ ］ 討 ｾｦ 演舎で 従来その 比 を 見 な い 似 で あ りま

し＿ 二 、 野 ｩ ｾ＼ に 多大の感 ＱＧＨ， {f興へ?こ様であ り

ます。展覧舎の方 も仲 k の好評 であ りまし

亡が四五 日の舎期ではi徐り短か過ぎで惜 し

建 築 と 社 禽

第 16; 松宮H 線

毎月 l 回 l 日滋行 定 伺 17貯 50鼠l〈到税 2 銭〉

12 M6 . ∞ 闘L同 24 銭〉

昭和 8 年 5 月25 日印刷 昭 和 B 年 6 月 l 目玉重行

事 連 行 ・ 編ｾ耳
印 刷 人

取 F墨

兵 庫県選武 E住都今海町1南風56番 地

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1丁目 7番地

遊 行 所 量買 日 本 建 築 協 舎

大 阪 市 北 区 中之島3 ノ3朝日ピ ル

電話長本局( 23) 4500杏 ( 6)

指 替 口座 央 阪39975番

特 約 販 賓 底 柳 々 堂 書 底

大 阪 市 西 軍京 町 姻 羽 子 板 栂北

電 話 土 佐 掲 2440番

指替 口座ＱＧＱ 阪 ＲωＴ ｾ 寄

禁 鱒 載

本 誌 に 偶載 せ るものは 、一切 とれ を無断にて

嶋載 し 父 は車行 本 に上 梓そ の他 の 被製 行錯 を

なす ζ とを禁 ず。

いも のでした 。

口上野芝では 目下住宅博覧合開催中であり

ます。瑞光寺の方 も着 k 準備が進みつ 〉あ

りませう 、諸 兄の御後援 を感謝いにします

口記念出版の第二の大阪市ボーリ ング調杏，

国表が漸 〈出来 t りま しに。叉建築法規集

も一年の難産ーでやっ 主数 日前刊出され ま し

にが7象約者のみの護法で後は直 ぐ無 くなっ

て しまひ 、念 ぎ増刷 を? やら して居 る始末で

あります。 これTごりは此極の もの〉椛戚本

として 、且つ他の追従 を許さ ない廉債で、

永 〈増rTli 改正 しつ〉進み にし 、希望のもので

あります 。

日記念出版第三の続住宅園祭集は目下印刷

中で これも近日 、現 らは れ て 出 ま せ れ 正

篇通御推薦閉 ます。

口時節柄諸兄の御奮闘 と御 自愛 とを語rr りま

す。( 高橋栄治〕

鹿 告 掲 載 料 金

普 通 I 1 頁 I 1 回 15∞ 

普 iili l  き頁 I  1 回 B∞ 

普 沼 I 1 頁 I 1 回 I 45.∞ 
《而 〓附 旬日" τr、 I  

普い ← 泡 I 1 頁 I 1 回 I 40.∞ 
ｴ 胴前日 ｾ ［ＺＺ ￟

(島第I及景品 ) I  1 頁 I  1 回 I  25.00  

六中- 1<1/ I  t 頁 I  1 凹 I  20∞ 

表 紙 2 I  1 頁 I 1 回 60∞

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 45.00

表 紙 4 I  1 頁 I 1 凶 | 印 .∞

建築事務所去最 I 1 欄 I  1 凶 I  1..10 

{忍築布陣設世 話内) I  1  欄 I  1  fUJ I  5.∞ 

御 注 文

御 波女 は すペて前4訟で本合直接 叉は 特 約 底 へ

飯 替 貯 余 叉 は 然 替で 御挽込を 願ひます郵券 代

用は - wUj 曾、代 金引換 は お 断 P 致します。
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名 古 尾 市 営 繕 課

南1清洲ii¥¥道株式台車1:
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